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〈平成 4 年度各種
予算決まる〉

ふ
る

▲説明する村長

第 1 回村議会定例会は、 3月 9日から17日までの9日問の会期で

開かれ、一般会計をはじめ各種会計の平成4年度予算、教育委員会

委員任命、固定資産評価審査委員会委員選任の人事案件なとが提案

され、慎重審議の結果いすれも原案どあり可決承認されましだ。

その主な内容をお知らせします。

助
産
費
十
三
万
円
が
一
一
十
四
万
円
に

条
例
の

部
改
正

国
に
お
い
て
、
平
成

3

年
5
月
1
5
日

に
関
す
る
条
例
の
制
定

消
費
税
導
入
に
伴
い
村
社
会
体
育

条
例
の

部
改
正

村
国
民
健
康
保
険

村
職
員
の
育
児
休
業
等

及
び
管
理
に
関
す
る

村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
小
平
勇
さ
ん
（
任
期
3
月

2
4日
）
を

再
度
同
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

村
社
会
体
育
館
の
設
置

小

平

勇
さ
ん

審
査
委
員
会
委
員
に

関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

村
固
定
資
産
評
価

村
福
祉
医
療
費
の
支
給
に

村
教
育
委
員
会
委
員
の
野
木
村
庄
一

さ
ん
（
任
期
3

月
3
1
日
）
を
再
度
同
委

員
に
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

保
育
料
一
人
月
額
、
四
千
円
が
四
千

七
百
円
に
な
り
ま
し
た
。
（
平
成
4
年
4

月
1
H

施
行
）

重
度
心
身
障
害
者
、
高
齢
重
度
障
害

者
の
対
象
者
で
身
体
障
害
者
1
.
2

級

の
う
ち
、
片
上
肢
障
害
や
複
合
障
害
は

除
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中央公民館使用料（単位

条
例
の

部
改
正

円）

野
木
村
庄

さ
ん

村
立
幼
稚
園
保
育
料

村
教
育
委
員
会
委
員
に

I二＼＼ご口 講 A 呈 その他の室

1 日
10,300 3,090 

昼間
(lo, ooo) (3,000) 

半日
5,150 1,540 
(5,000) (1,500) 

夜 間
8,240 2,570 
(8,000) (2,500) 

冷暖房料 使用料の60％増

（）は改正前

積
極
型
予
算

さ
と
公
園
建
設
な
ど

葬
祭
費
二
万
円
か
三
万
五
千
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
（
平
成
4
年
4
月

1

日
以

降
の
出
産
及
び
死
亡
か
ら
適
用
）

に
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
か
制
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
公
務
員
に
つ
い

て
も
、
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
が

平
成
3

年
1
2月
2
4
Hに
制
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
（
明
和
村
）

も
国
に
準
じ
て
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

消
費
税
導
入
に
伴
い
、
村
中
央
公
民

館
使
用
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の

部
改
正

村
中
央
公
民
館
設
置

乎成 4 年 4 、月 10 日 (2) 



社会体育館使用料

I. 専用使用料 （単位

平成 4 年度予算

特別会計

C老人保健）総額4億42,697干円
◎主な歳入

支払基金交付金

3億07,844千円

国庫支出金

89,431千円

県支出金22,356千円

村負担金22,883千円

◎主な歳出

医療諸費（医療給付

費など）

4億41,995千円

時間／円）

（国民健康保険）総額4億94,839干円
◎主な歳入

国民健康保険税

2億40,61炉千円

国庫支出金

1億35,626千円

療養給付費交付金

44,500千円

（水道事業）
◎収益的収入

1億10,325千円

◎収益的支出

1億06,65o=f円

◎資本的収入

2,150千円

◎資本的支出

1億20,671千円

◎主な歳出

保険給付費

3億58,862千円

老人保健拠出金

1億00, 117千円

資本的収入額が資本

的支出額に対して不足

する額 1 億i8,521千円

は、過年度分損益勘定

留保資金50,461千円、

建設改良積立金60,000

千円等で補てんする。

►給水栓数 3,207栓

►年間総給水量1,789,438m3 

►一日平均給水4,902m3

お
よ
び
補
充
員
の
選
挙

次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

卍
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

〇
奈
良
原
英
夫
（
矢
島
）
再

0

横
塚
弥
一
（
千
津
井
）
新

0

田
島
弘
（
南
大
島
）
新

〇
原
口
角
次
郎
（
大
輪
）
新

＊
同
補
充
員

〇
始
澤
仁
一
（
梅
原
）
新

0

小
松
原
賓
（
南
大
島
）
新

0

関
口
昭
一
（
下
江
黒
）
新

0

渡
邊
和
夫
（
矢
島
）
新

〔
敬
称
略
〕

村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

(3) 

入場料等を徴しない場合 入場料等を徴する場合

区分
スポーツ スポーツ 営利宣伝の スポーツ スポーツ 営利宣伝(J)
打ノ —· 事 行事以外 ための利用 19 T - 事 行事以外 ための利用

午鳥霊前) 510 1,540 10,300 2,060 8,240 20,600 (500) (1,500) (10,000) (2,000) (8,000) (20,000) 

午信霊後) 510 1,540 10,300 2,060 8,240 20,600 (500) (1,500) (10,000) (2,000) (8,000) (20,000) 

夜図塁間~) 1,030 3,090 20,600 4,120 16,480 41,200 
(1,000) (3,000) (20,000) (4,000) (16,000) (40,000) 

備考
入場料とは、主催者がいずれの名義でするかを問わず、
入場者から徴収すべきその入場の対価をいう

館
使
用
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

2 ．部分使用料

使用の目的 単 位 昼 間 夜 間
(9 :oo~17"00) (17 30~21:30) 

1 面 1 時間 250 
360 

バレーボール (350) 

250 
360 バスケットボール II II (350) 

バドミントン ” II 100 150 

卓 球 II ” 100 150 

トレーニング 1 人 II 100 150 

1 面
510 770 庭 球 ” (500) (750) 

操 1 種目 250 
360 体 ” (350) 

土rこ』こ-ミ拿 1 回 250 
360 ムュ 議 (350) 

1 式 |1 回 510 510 放送装置 (500) (500) 

平成 3 年度一般会計

1,892 万円

（）は改正前

（単位：円）

減額補正

（）は改正削

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
八
九
二
万
円
を
滅
額
し
、

総
額
三
一
億
五
、
〇
六
0
万
円
に
し
ま

し
た
。
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

【
歳
入
】

▽
村
税
：
·
六
、
五
六
九
万
六
千
円
（
特

別
土
地
保
有
税
な
ど
）
〔
―
二
億
九
、

三
四
九
万
円
〕

▽
分
担
金
及
び
負
担
金
…
九
万
五
千
円

（
在
宅
老
人
短
期
保
護
負
担
金
）
〔
三
、

六
二
三
万
円
〕

▽
国
庫
支
出
金
：
・
八
万
八
千
円
（
在
宅

老
人
短
期
保
護
事
業
補
助
金
）
〔
一
億

一
、
七
七
三
万
八
千
円
〕

▽
県
支
出
金
：
·
二
九
七
万
四
千
円
（
衆

議
院
議
員
選
挙
（
補
欠
選
挙
）
事
務

委
託
金
な
ど
）
〔
一
億
二
、
六0
四
万

円
〕

▽
繰
入
金
…
一
億
六
、
四
0
0
万
円
減

額
（
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
減
）
〔
一

八
七
万
五
千
円
〕

▽
繰
越
金
…
三
、
五
四
二
万
七
千
円
〔
一

億
四
、
二
五
0
万
七
千
円
〕

▽
諸
収
入
…
三
、
二

0
0
万
円
（
国
民

年
金
印
紙
売
捌
手
数
料
な
ど
）
〔
二
億

二
、
三
七
四
万
一
千
円
〕

▽
村
債
…
八
八
0
万
円
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
債
）
〔
六
、
五

八
0
万
円
〕

【
歳
出
】

▽
総
務
費
：
・
三
一
九
万
七
千
円
（
衆
議

院
議
員
選
挙
費
な
ど
）
〔
五
億
二
、
九

0
五
万
三
千
円
〕

▽
民
生
費
…
九
五
二
万
二
千
円
（
国
民

年
金
印
紙
購
入
費
な
ど
）
〔
七
億
0

、

九
六
五
万
九
千
円
〕

▽
土
木
費
…
九
三
七
万
三
千
円
減
額
（
ふ

る
さ
と
公
園
設
計
委
託
料
減
）
〔
六
億

九
、
四
ニ
―
万
五
千
円
〕

▽
教
育
費
…
二
、
ニ
ニ
六
万
六
千
円
減

額
（
西
小
学
校
北
校
庭
埋
立
改
修
工

事
費
滅
な
ど
）
〔
四
億
七
、
〇
六
四
万

七
千
円
〕

平成 4 年 4 月 10 日



平成4年度一般会計予算 〈前年比 l7.3％増〉

、、ロ/へ 村

: 嬰出金 胃譲贔 塁収入 畠支塁 村信 ｀収入［口繰益 >贋
税

•— 

: 
1 

構成比
6 8% 2 1% 3.0% 3 4% 4.2% 4 4% 6.2% 13.6% 19 9% 36.4% 
(1.9%) (41.7%) (0.6%) (54 3%) (1.4%) (173 7%) (14.5%) (192.7%) (14 5%) 伸び率
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〈
村
税
の
内
わ
け
〉

村
民
税
5
億
0
3
、
5
5
9
千
円
｛

固
定
資
産
税
6
億
4
0
、
8
1
0
千
円
―

一
村
た
ば
こ
税
3
8
、
9
9
0
千
円
i

軽
自
動
車
税
1
2

、

2
6
7
千
円
~

特
別
土
地
保
有
税
8
3
、
6
8
1
千
円
一

999999999999999999,',‘ 

12億円

つ
つ
ま
れ
た

わ
か
国
経
済
は
、
過
去
数
年
、
景
気

拡
大
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
バ

ブ
ル
経
済
の
崩
壊
等
の
影
響
に
よ
り
、

国
内
経
済
の
拡
大
テ
ン
ポ
か
緩
や
か
に

減
速
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
今
後
の
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
財
政
が
弾
力
的
に

対
応
し
て
ゆ
く
た
め
に
公
債
の
発
行
を

可
能
な
限
り
抑
制
し
、
財
政
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
、
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
、
ソ
連
邦
消
滅

に
よ
る
国
際
情
勢
の
急
変
な
ど
内
外
と

も
に
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
村
民
各

位
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
、
常
に

健
全
財
政
を
念
頭
に
、
村
民
福
祉
向
上

に
努
め
、
よ
り
高
度
な
文
化
水
準
の
向

上
を
図
り
、
郷
土
の
暉
し
い
歴
史
と
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し

く
、
明
る
い
平
和
な
村
と
し
て
、
子
孫

に
誇
れ
る
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
郷

土
建
設
の
た
め
、
村
民
の
皆
様
方
と
手

に
手
を
携
え
て
ま
い
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
四
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
を
踏
ま

え
、
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計

画
を
基
本
と
し
、
ハ
ー
ド
事
業
か
ら
ソ

フ
ト
事
業
へ
と
発
想
を
展
開
し
、
更
に

高
齢
化
・
情
報
化
・
国
際
化
な
ど
へ
の

対
応
が
十
分
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

村
の
実
情
と
将
来
を
考
え
合
わ
せ
、
来

活
力
あ
る

る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
基
盤
づ

く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
、
「
健
康
と
豊

か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
活
力
と
う
る

お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

企
業
的
感
覚
に
立
っ
て
一
般
経
費
を
極

力
抑
制
す
る
と
共
に
、
投
資
的
経
費
ヘ

の
重
点
配
分
を
考
慮
し
、
国
・
県
・
地

方
財
政
計
画
を
指
針
と
し
て
予
算
編
成

に
あ
た
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

主
な
施
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
公
園

用
地
取
得
、
中
学
校
南
校
舎
大
規
模
改

造
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
西
小
学
校

北
校
庭
整
備
、
桜
並
木
路
の
整
備
、
生

活
関
連
環
境
整
備
、
農
業
基
盤
整
備
、

道
路
改
良
、
教
育
文
化
の
向
上
、
生
涯

学
習
推
進
体
制
整
備
事
業
、
そ
れ
に
結

婚
交
流
事
業
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
村

政
の
後
退
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
配

慮
し
つ
つ
、
一
般
会
計
予
算
を
三
五
億

二
0
0
0

万
円
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ

は
前
年
度
に
比
較
し
ま
す
と
伸
び
率
で

一
七
・
三
％
、
金
額
で
五
億
二
、
O
O

0
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

一
方
特
別
会
計
で
は
、
老
人
保
健
会

計
四
億
四
、
二
六
九
万
七
千
円
、
国
民

健
康
保
険
会
計
四
億
九
、
四
八
三
万
九

千
円
、
水
道
事
業
会
計
（
収
益
、
資
本

的
支
出
合
計
）
二
億
―
-
、
七
三
二
万
一

千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
決
定
を
い
た
だ

い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
も
、
村
民
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
顛
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
村
長
斎
藤
憲

豊
か
な
自
然
に

郷
土
づ
く
り

平成 4 年 4 月 10 日 (4) 



土 木 費
（単位 千円）

園 費（ふるさと公園用地購入費など）
................................. 6 億20,611

道路改良・舗装工事費•………•• 4 億19,000

道路改良などの測撼調査委託料……35,000

物件補償費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・·ｷ35, 000 

住宅管理費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 9,139 

公

議会費
67,52 

*1.9 
合 4.1%
• 13 

合4.8
• 9.5 
*4.8% 
• 2.2% 

合4.9%
◎0.1 ％減

土木費
12億71,882干円
＊構成比 36.1%
◎伸び率 81.5%

民 生 費

国民年金費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億67,340

デイサービスセンター管理運営委託料

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25,855

特別養護老人ホーム建設補助金……17,500

老人保健特別会計繰出金・・・・・・・・・..… •22,883

老人福祉センター費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23,893

保育園費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億26,188

性質別経費内わけ

総務費
4億96,302
*14.1% 
• 5.8% 

（
義
務
的
経
費
）

●人件費

●扶助費

●公債費

民生費
4億98,955
*14.2% 
◎18.3％減

疇
畔
）
（
疇
）

円
円
円

千
千
千
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意
意
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1

イ
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普通建設事業費など

11億00,059千円

14億30,356千円

総 務 費 債 費

/ 
文書広報費（広報紙発行など） …… 8,782 

交通対策費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 6,208 

利根川河川敷整備基本計画委託料

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18,400

区行政交付金．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1,952

法律相談事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •793

教 育 費

4ヽ学校費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億08,563

中学校費（南校舎大規模改造工事など）
............................... 1億86,938

幼稚園費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •57,546

青少年対策費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •4,741

公民館費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21,452

保健体育費（村体育協会交付金，利根川総合

運動場維持管理委託など）………22,101

農林水産業費

農業委員会費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •8,001

新農構，穀顆乾燥調整貯蔵施設建設補助金

ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ14,510 

用・排水などの調査設計委託料… •••6,631

用・排水などの工事費・・・・・・・・・・・・・・・・・ •74,900

水田農業確立排水対策特別事業負担金

..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17,850

(5) 

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
め
ざ
す

\ 

長期債償還元金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億00,327

長期債償還利子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··67,424

衛 生 費

邑楽館林医療事務組合負担金…… •••14,839

邑楽館林医療事務組合出資金……… 9,303
国保特別会計繰出金．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3,160

基本健康診査などの委託料……•… ••20,312

合併処理浄化槽設置補助金………… 5,100

保健センター費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13,086

廃棄物処理などの委託料……………32,965

館林衛生施設組合負担金……………25,220

肖‘、
I 防 費

館林地区消防組合負担金（常備・非常備・施

設費） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億41,475

災害対策費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,065 

議 会 費

商 工 費

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •67,527 

村商工会助成金．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7,000

商業設備近代化資金貸付など…… •••19,966

諸支出金

予 備 費

........................ 4,714 

.. 7,000 

平成 4 年 4 月 10 日



▲玄 関

昨年の9月から建設が進められていだ、テイサービスセンターが
完成、 4月 1 日にオープンしましだ。

場所は大字新里地内で老人福祉センターに接しだ東側です。在宅

福祉サービスの拠点として障害のある高齢者の方々に広く利用され

るよう使命を果だしてまいります。その概要をお知らせします。

地
1
1

二
、
〇
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル

物
1
1

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋

一
番
地
の

施
設
の
概
要

E
s
"
“
"二
＂
令u
a
"

五
叩
i

機
械
浴
槽
を
導
入
し
た
浴
室
を
は
じ

め
、
日
常
動
作
訓
練
室
、
食
堂
、
養
護

室
、
一
般
浴
室
、
準
備
室
、
事
務
室
、

厨
房
な
ど
近
代
設
備
の
八
室
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

在
宅
の
虚
弱
老
人
等
が
施
設
に
通
所

し
て
、
生
活
指
導
、
入
浴
、
日
常
動
作

訓
練
等
を
受
け
な
が
ら
、
一
日
楽
し
く

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

平
屋
、
総
床
面
積
三
五
三
‘
―
二
平
方

メ
ー
ト
ル
、
建
設
費
一
億
四
、
九
八
二

万
一
千
円
。

施
設
の
概
要
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

圏
名
称

1
1

明
和
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

0
所
在
地
1
1

大
字
新
里
三
一

圏
敷

而
建

員
山
喜
＇

曲
1
E些
匪
月

明
和
村
に
居
住
す
る
原
則
と
し
て
6
5

歳
以
上
の
方
で

〇
寝
た
き
り
の
人

〇
軽
度
の
痴
呆
老
人

0

車
イ
ス
を
利
用
し
た
り
、
手
を
借
り

れ
ば
な
ん
と
か
生
活
で
き
る
人

〇
老
夫
婦
の
二
人
暮
し
、
老
人
一
人
暮

利
用
で
き
る
人

建
〇
建
設
費
1
1

本
体
、
暖
房
、
浄
化
槽
等

一
億
三
、
三
五
七
万
円
▼
設
計
、
監

理
二
八
0
万
一
千
円
▼
備
品
費
一
、

三
四
五
万
円

圏
起
工

1
1

平
成
3

年
9
月
2
日

圏
竣
工

1
1

平
成
4
年
2
月

2
0日

0
電
話
番
号
1
1

闘
5
2
2
2

0

毎
週
月
曜
日
、
毎
月
第
2
•
第
4
木

曜
日

0

国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始

(
1
2月2
8

日
か
ら
翌
年
1
月
4
日
ま
で
）

休

｛
目

＾
且

日

〇
申
請
者
と
話
し
合
い
の
う
え
決
定
い

た
し
ま
す
。

0

一
週
間
に
一
日
の
通
所
が
原
則
で
す

が
、
ご
家
庭
の
事
情
に
よ
っ
て
、
一

週
間
に
複
数
日
通
う
こ
と
も
可
能
で

あ
り
ま
す
。

利
用
巳
の
決
定

し
で
日
常
生
活
を
す
る
の
が
大
変
な

人

テイサービスセンターのメーンである

機械浴室

平成 4 年 4 月 10 日 (6) 



立り

• 

—--▲日常動作訓練室

▲事務室

▼一般浴室

(84)5222 

利
用
す
る
だ
め
の
手
続

0

地
区
担
当
民
生
委
員
さ
ん
か
又
は
、

直
接
役
場
住
民
課
へ
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
書
を
受
理
し
ま
す
と
、
セ
ン
タ

ー
職
員
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
食
事

の
状
態
や
健
康
状
態
、
送
迎
方
法
な

ど
の
調
査
を
し
ま
す
。

午
前
9
時
3
0分
か
ら
午
後
4

時
ま
で

で
す
。 利

用

時

間

塁給
嘉嘉
しの

：ヽたと
だし

：了
す H
0 5 

゜゚▼養護室
門疇烹＿，

ご
9憂竺翌＝—
ー」

利

用

負

担

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

〇
送
迎
（
家
族
が
送
迎
で
き
な
い
人
）

〇
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
と
体
温
測
定
）

0

入
浴
（
機
械
浴
槽
に
よ
る
入
浴
と
一

般
浴
槽
に
よ
る
入
浴
）

〇
給
食
（
昼
食
の
サ
ー
ビ
ス
）

0

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

0

生
活
指
導
訓
練

▼車 庫

(7) 

• -• --• • • • • • • →ー・・・· • • • • • • • • • • • • • • • -• -• • -• • • • ·ー・—- • • -• • • -• ---• • -• • -• • • • • • • • • • • • • • • • • • • -• • • -• ·ーー・· • • • • • • • • --• • -• • 

，デイサービスセンター建設資金の一部は年金積立金からの融資を受けています。 ' 
・ー・--・· •・・・・・・・・・・・・・· • • • • ·ー・・· • • -• • • • • • • • • • • • • • • • • • • -• • • -• • • • • • • • • • • • • • • • • --• • • • -• ·ー・—· -• ·ーー・・・・・・・·····-・・ー・

平成 4 年 4 月 10 日



話題LYラLYラ

完
成
を
祝
う

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
新
築
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
増
築

落
成
式
が
、
三
月
三
十
一
日
、
県
知
事
、
衆
議
院
議
員
、
県
議
会

議
員
な
ど
の
来
賓
多
数
を
迎
え
、
ま
た
、
村
か
ら
村
長
ら
四
役
、

村
議
会
議
員
、
区
長
、
民
生
委
員
、
土
地
提
供
者
、
施
工
業
者
な

ど
の
関
係
者
七
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
は
ま
ず
、
収
入
役
の
開
式
の
辞
で
始
ま
り
、
村
長
式
辞
、
助

役
の
経
過
報
告
の
後
、
設
計
・
施
工
業
者
、
建
設
に
際
し
て
土
地

提
供
な
ど
で
ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
。

そ
し
て
、
来
賓
祝
辞
、
業
者
代
表
謝
辞
と
続
き
、
最
後
に
教
育
長

の
閉
式
の
辞
で
完
成
を
祝
う
式
典
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

圏
村
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
者

▽
昧
更
田
建
築
事
務
所
（
設
計
）
▽
荒
井
建
設
昧
（
本
体
工
事
）
▽

関
口
完
一
（
土
地
提
供
）
▽
奈
良
ふ
く
（
土
地
提
供
）
▽
大
泉
清
（
土

地
提
供
）

落
成
式

公
民
館
活
動
を
広
く
村
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
各
種
学
級
・
講

座
・
研
究
会
等
の
一
年
間
の
成
果
発
表

の
場
と
し
て
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
、

三
月
七
日
・
八
日
の
両
日
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

切
り
絵
、
生
花
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、

書
道
、
絵
画
な
ど
の
展
示
、
荼
道
、
人

形
劇
、
子
ど
も
映
画
会
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協

議
会
に
よ
る
綿
あ
め
・
ヨ
ー
ヨ
ー
風
せ
て

め静
i
,

景
ん
・
金
魚
す
く
い
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を

風
は
じ
め
、
み
そ
お
で
ん
・
や
き
そ
ば
の
を
・
・

年
バ
ザ
ー
、
そ
れ
に
講
堂
で
は
、
民
謡

.. — 

落
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
道

▲
茶

• 

た
自
慢
の
芸
を
披
露
し
、
訪
れ
た
人
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

公民館まつり

家族連れでにぎわう

▼成果発表

公民館まつり

▼わだし釣れだわ ▼軽スポーツ（グランドコルフ）

¥3 ]l 

▼出番を待つチビつ子

平成 4 年 4 月 10 日 (8) 



善
行
少
年
表
彰

平
成
三
年
度
、
善
行
少
年
表
彰
式
が

三
月
十
三
日
、
館
林
警
察
署
で
行
わ
れ

同
署
管
内
の
小
、
中
、
高
校
か
ら
推
せ

ん
さ
れ
た
二
十
一
人
と
一
団
体
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
館
林
地
区
学
校
警
察
連
絡
協

議
会
と
館
林
警
察
署
が
例
年
、
一
年
間

を
通
じ
、
勇
気
と
思
い
や
り
の
心
に
あ

ふ
れ
た
善
行
少
年
・
少
女
を
た
た
え
る

表
彰
で
す
。

今
回
、
明
和
村
で
は
小
学
生
一
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

明
中
卒
業
式

両
親
と
も
働
い
て
い
る
た
め
、
両
親

に
代
わ
っ
て
毎
日
、
保
育
園
に
弟
を
迎

え
に
行
き
、
一
緒
に
帰
宅
し
て
い
る
。

普
段
は
放
課
後
待
機
し
て
い
る
が
、

学
校
が
早
く
終
わ
っ
た
と
き
に
は
一
度

帰
宅
し
て
か
ら
迎
え
に
く
る
と
い
う
け

な
げ
さ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
友
達
と

の
諸
々
の
約
束
も
弟
の
迎
え
が
終
わ
っ

て
か
ら
に
す
る
な
ど
、
何
よ
り
も
弟
の

こ
と
を
優
先
し
て
い
る
と
い
う
毎
日
で

あ
り
ま
す
。
両
親
も
「
一
日
も
欠
か
さ

ず
何
の
不
満
も
言
わ
ず
に
や
っ
て
く
れ

る
」
と
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
行
為
は
、
家
庭
を
支
え
て
い
る

こ
と
は
勿
論
、
責
任
を
果
た
す
態
度
、

弟
を
思
い
や
る
兄
の
姿
と
し
て
、
模
範

た
る
も
の
が
あ
り
、
毎
日
弟
の
手
を
引

写
ぃ
て
歩
道
橋
を
渡
っ
て
い
く
姿
に
感
心

し

6

一□
叫
宣
[
[

年
は
表
彰
時
）

一
七
一
人
が
母
校
を
後
に

三
月
十
六
日
、
明
和
中
学
校
卒
業
式

が
同
体
育
館
で
行
わ
れ
、
一
七
一
人
（
男

九
十
四
人
・
女
七
十
七
人
）
か
晴
れ
の

卒
業
証
書
を
手
に
、
恩
師
、
父
母
、
在

校
生
ら
が
見
送
る
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
希

望
を
ふ
く
ら
ま
せ
母
校
を
後
に
し
ま
し

こ
。t
 

卒
業
生
の
進
路
状
況

館
林
商
工
高
校
3
5
名
（
男
1
8
・
女17
)

関
東
学
園
大
附
属
高
校
2
4
名
（
男
9

・
女1
5
)

館
林
高
校
1
5
名

西
邑
楽
高
校
1
4
名
（
男

7

・
女7
)

板
倉
高
校
1
4
名
（
男
1
3
・
女

1
)

足
利
学
園
高
校
7
名
（
男

1

・
女6
)

葛
生
高
校
7
名
（
男

6

・
女1
)

太
田
東
高
校
6
名
（
男

3

・
女3
)

館
林
女
子
高
校
6
名

弥
生
女
学
院
高
校
6
名

足
工
大
附
属
高
校
5
名
（
男
5
)

佐
野
日
大
附
属
高
校
5
名
（
男1
・
女4
)

上
岡
学
園
専
門
高
校
4
名
（
男
4
)

太
田
高
校
3
名

太
田
女
子
高
校
3
名

大
泉
高
校
3
名
（
女
3
)

館
林
高
等
技
術
専
門
校
3
名
（
男
3
)

花
咲
徳
栄
高
校
2
名
（
男

1

・
女1
)

足
利
高
校

1

名
（
男
1
)

足
利
女
子
高
校
1
名

足
利
南
高
校

1

名
（
女
1
)

足
利
短
大
附
属
高
校
1

名
（
女
1
)

桐
生
第
一
高
校

1

名
（
男
1
)

み
や
ま
養
護
学
校

1

名
（
男
1
)

就
職
3
名
（
男

2

・
女1
)

思い出を胸に秘めて・

春の全国交通安全運動
4 月 6 日（月）～ 4 月 15 日（水）

スローガン

「ゆずりあい
…ドアしめて

. ありがと J
 

ニ
ノ

ベルトをしめて 気をしめて…

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
初
日
の
三

月
一
日
、
村
消
防
団
（
団
長
、
砂
賀
新

一
）
で
は
、
各
分
団
の
消
防
自
動
車
な

ど
九
台
を
連
ね
、
村
内
一
円
の
車
両
パ

レ
ー
ド
で
火
災
予
防
を
訴
え
ま
し
た
。

分
団
員
一
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団

消
防
車
に
乗
車
、
横
断
幕
を
か
か
げ
、

鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
徐
行
走
行
、
日
曜

日
と
あ
っ
て
沿
道
に
は
子
ど
も
連
れ
が

出
て
手
を
振
り
、
和
や
か
な
パ
レ
ー
ド

風
景
で
あ
り
ま
し
た
。

防
火
バ
レ
ー
ド

一
、
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

「
と
び
出
す
一
歩
に
と
び
つ
く
危
険
」

①
交
通
安
全
指
導
・
教
育
の
徹
底

②
街
頭
に
お
け
る
指
導
・
保
護
活
動

の
強
化

③
運
転
者
へ
の
啓
発

二
、
若
年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

「
ベ
ル
ト
よ
し
思
い
や
り
よ
し
速

度
よ
し
」

①
無
謀
運
転
追
放
の
広
報
・
啓
発

②
安
全
運
転
指
導
の
徹
底

③
街
頭
活
動
の
強
化

三
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

「
安
全
運
転
注
意
と
ベ
ル
ト
の

す
き
が
け
」

四
、
違
法
・
迷
惑
駐
車
の
追
放

「
駐
車
し
た
そ
の
一
台
に

台
」

I——..——.. ;'; •1. 9 グ

-•一ー 一丑吋‘

た

泣
く
百

実
施
重
点
事
項

(9) 平成 4 年 4 月 10 日



生涯学習。
生きがい学習

゜

人
格
形
成
を

人
間
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
と

成
長
じ
て
い
く
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
、

身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
は
、
身

体
の
発
育
、
運
動
機
能
、
知
識
、
情
緒

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
り
ま
す

が
、
人
間
性
豊
か
な
人
格
を
形
成
す
る

た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な

999,',',',',9‘

J 

一
人
は
だ
れ
で
も
生
涯
に
わ
た
り
、
一

·
家
庭
や
学
校
や
社
会
と
い
っ
た
場
i

i
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
~

~
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
｛

｛
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
人
格
｛

~
の
形
成
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
~

~
体
験
・
学
習
を
す
る
か
が
大
事
な
｛

~
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
｛

i
で
す
か
ら
、
家
庭
、
学
校
、
社
会
一

~
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
が
、
人
間
性
豊
―

ー
か
な
人
格
形
成
に
ふ
さ
わ
し
い
環
~

＿
境
と
な
る
こ
と
こ
そ
、
生
涯
学
習
i

゜

｛
の
基
本
と
い
え
ま
し
ょ
う

r
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
,
'
,
'
,
し

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

科
学
的
に
根
拠

「
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」

婦
人
集
合
／

生
涯
学
習
…
…
人
々
が
自
己
の
充
実
・
啓
発
や
生
活
の
向
上
の
た
め
、
自
発
的
意
思
に
基
づ
い
て
、

芸
〖
目
i
圭

k
▼
乳
児
期
に
は
、
親
や
周
囲
の
人
々

に
対
す
る
信
頼
感
を
持
つ
こ
と
▼
幼
児

期
に
は
自
立
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と
▼

少
年
期
に
は
活
動
性
や
自
発
性
を
発
揮

す
る
こ
と
▼
青
年
期
に
は
自
分
の
態
度

や
行
動
に
一
貫
性
を
保
て
る
よ
う
に
自

己
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
。

最
近
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
目
も
見
え

な
け
れ
ば
耳
も
聞
こ
え
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
医
学

や
心
理
学
の
研
究
が
た
い
へ
ん
進
み
、

人
間
は
胎
児
の
時
か
ら
視
力
も
聴
力
も

働
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
時
期
の
育
ち
方
や

体
験
が
、
そ
の
後
の
身
体
の
発
達
や
性

格
の
形
成
な
ど
に
重
要
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
が
、
科
学

的
に
裏
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
家
庭

教
育
は
、
乳
幼
児
の
時
期
か
ら
お
ざ
な

り
に
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

子
ど
も
が
人
間
性
豊
か
な
人
格
の
持
ち

主
と
な
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
し

よ
う
と
す
る
意
欲
を
持
ち
続
け
る
か
ど

う
か
|
|
、
こ
れ
は
「
家
庭
教
育
」
の

あ
り
方
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で

す
。花

を
愛
す
る
あ
な
た
ヘ

村
教
育
委
員
会
で
は
新
年
度
の
新
規

事
業
と
し
て
、
花
を
愛
す
る
人
た
ち
に

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
展
開
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
の
合
っ
た
、
お
お
む
ね

1
0人
程
度

学
級
生
募
集
|
|
。
村
教
育
委
員
会

で
は
、
新
年
度

(
H
4
年
）
の
学
習
事

業
の
一
環
と
し
て
、
婦
人
を
対
象
に
「
女

性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
、
そ

の
学
級
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

食
期
日

1
1

毎
月
1

回

＊
内
容

1
1

一
般
教
養
（
施
設
見
学
、

講
話
、
手
芸
な
ど
）
の
学
習

＊
対
象

1
1

一
般
成
人
（
婦
人
）

ち
ょ
っ
と
い
い
話

生
涯
を
通
じ
て
学
び
習
う
。

の
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
地
域
、
企
業
と

い
っ
た
単
位
で
、
公
共
用
地
、
沿
道
、

余
剰
地
と
い
っ
た
地
に
、
花
を
植
え
た

り
、
種
を
ま
い
た
り
肥
培
管
理
を
し
て

く
れ
る
人
た
ち
に
、
少
額
で
は
あ
り
ま

す
が
助
成
金
を
出
し
て
、
沿
道
を

地
域
を
|
|
、
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て

い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

花
の
栽
培
、
観
賞
を
通
じ
、
住
民
間

の
心
の
ふ
れ
あ
い
、
出
逢
い
が
生
ま
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
が
主

旨
で
す
。

わ
れ
、
と
思
う
方
、
同
僚
、
隣
人
お

さ
そ
い
合
わ
せ
、
お
気
軽
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
社
会
教
育
係
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
9

ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
◊
o
o
o
◊
◊
O
O
O
◊
◊
o
o
o
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
◇
o
o
o
?
v
o
o
o
◊
ふ
◊
◊
O
O
o
◊
◊
o
o
o
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
0
2
0
O
o
o
§
v
o
o
o
◊
◊
o
o
o
◊
◊
o
o
o
◊
0
2
0
O
O
o
◊

学
級
生
募
集

玄
定
員

1
1
3
0
名
。
但
し
、
当
セ
ミ
ナ

、
ー
参
加
未
経
験
者
優
先
と
な
り
ま
す
。

玄
経
費

1
1

教
材
実
費
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

生
き
が
い
学
習
を
「
女
性
ふ
れ
あ
い

セ
ミ
ナ
ー
」
に
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。
お

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
教
育
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

平成 4 年 4 月 10 日 (I 0) 



1 組

北
友
B

チ
ー
ム
板

三
吉
バ
レ
ー
允

ボ
ー
ル
ク
ラ
プ
（

明和クラプ

ヽ
．
＇
ノ

つ
つ
み
ク
ラ
プ
干
組
(

2

 

p
¥
 

2
 

ロ
友
Aチ
ー
ム
⑮

o
M
V
A
C
C
R

唄

パープル
I 

プ

ヽ
．
＇
ノ

ル
邑
( 

明
和
ク
ラ
プ
明

、
·
'
ノ

石
打
ク
ラ
プ
邑
( 

ヽ
ー
ノ

レ
ッ
ド
フ
レ
ン
ズ
干( 

各
町
村
家
庭
婦
人
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
親
睦
を
図
り
、
併
せ
て
普
及

発
展
と
健
康
の
保
持
増
進
、
体
力
の
向

上
及
び
生
活
の
明
朗
化
を
目
的
に
、
三

月
八
日
、
第
六
回
邑
楽
郡
家
庭
婦
人
親

善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
本
村
社
会

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ロ
ロ

郡
家
庭
婦
人
親
善

ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

スポーツ

コープー

▼入賞しだ吉田くん（右）砂賀くん（左）中島くん（中）

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

屠
一
組

▽
一
位
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
（
明
和
）
▽

二
位
1
1

つ
つ
み
ク
ラ
ブ
（
千
代
田
）

圏
一
組

▽
一
位
1
1

前
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
（
邑
楽
）
▽
二
位
1
1

パ
ー
プ
ル
（
邑

楽
）

ヽ
1 組で優勝しだ「明和クラブ」チーム

村
剣
道
大
会
結
果

一@ @ 
@ .  @ 
＠む＠
靡防し言
言こ‘‘歯言
言うを言
<@>.I <@> 
@ @ 
@ @ — 

三
月
十
五
日
、
社
会
体
育
館
で
第
十

九
回
明
和
村
剣
道
大
会
が
開
か
れ
、
村

内
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
市
町
村
か
ら
も

チ
ビ
ッ
子
、
女
性
剣
士
な
ど
二
二
三
人

が
、
小
学
生
低
学
年
（
六
十
人
）
、
小
学

生
高
学
年
（
六
十
一
人
）
、
中
学
生
男
子
＿
、
お
子
さ
ん
に
、
む
し
歯
は
あ
り
ま

（
五
十
八
人
）
、
中
学
生
女
子
（
四
十
四
せ
ん
か
。

人
）
の
四
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
鍛
子
供
の
歯
は
、
全
部
で
二
十
本
あ

練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
り
、
満
二
歳
頃
に
生
え
そ
ろ
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
本
村
で
は
次
の
三
名
が
と
こ
ろ
が
三
歳
に
な
り
ま
す
と
、
十

入
賞
し
ま
し
た
。
人
の
う
ち
、
六
人
に
む
し
歯
が
あ
り
、

圏
小
学
生
低
学
年
の
部
一
人
当
り
の
む
し
歯
の
数
は
三
本
以

三
位
1
1

吉
田
直
人
（
入
賞
時
小

3
)

上
に
な
り
ま
す
。

圏
小
学
生
高
学
年
の
部
こ
の
頃
は
、
お
と
な
の
歯
が
顎
の

三
位
1
1

砂
賀
稚
彦
（
入
賞
時
小

4
)

中
で
発
育
す
る
非
常
に
大
切
な
時
期

卍
中
学
生
男
子
の
部
で
す
。
じ
ょ
う
ぶ
な
歯
を
作
る
た
め

二
位
1
1

中
島
篤
史
（
入
賞
時
中

1
)

に
小
魚
や
海
藻
、
乳
製
品
等
を
十
分

と
り
ま
し
ょ
う
。

t

.

 

．
，
二
、
む
し
歯
は
こ
わ
い
病
気
で
す
。

；
む
し
歯
ぐ
ら
い
と
思
っ
て
は
、
大

一L
'

り
日
川
田
ぃ
“
〇
変
で
す
。
子
ど
も
の
重
症
む
し
歯
は

ル
ー
：
凸
い
＼
．
｀
食
物
を
か
み
く
だ
＜
障
害
、
偏
食
や

5

慢
性
的
な
栄
養
欠
か
ん
を
ま
ね
く
だ

け
で
な
く
、
永
久
歯
の
歯
質
を
悪
く

し
た
り
、
ま
た
、
腎
臓
病
や
心
臓
病

‘
が

ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
原
因
に
な
る

，
＇
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
む
し
歯
に
負
け
な
い
強
い
子
に
育

一
) 

て
る
た
め
に

①
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
（
半
年
に
一
回
）

，r

②
歯
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

親
が
み
が
く
の
を
見
せ
て
ま
ね

を
さ
せ
、
自
分
で
も
み
が
け
る
よ

ハ
ロ
ー
健
康
①

う
に
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
で
も
、

子
ど
も
だ
け
で
は
き
れ
い
に
な
り

ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
が
必
ず
仕
上

げ
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
子
ど
も
の
お
や
つ
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

甘
い
物
は
さ
け
、
時
間
を
決
め

て
与
え
る
。
（
く
わ
し
い
こ
と
は
、

次
号
を
参
考
に
I
.
)

④
歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
に
。

歯
の
質
を
強
く
し
、
む
し
歯
か

ら
守
る
方
法
の
―
つ
が
フ
ッ
素
塗

布
で
す
。
村
で
も
平
成
3
年
度
よ

り
健
診
や
む
し
歯
予
防
教
室
に
あ

わ
せ
て
無
料
で
フ
ッ
素
塗
布
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
の
気
配
り
で
、
お
子

さ
ん
の
大
切
な
歯
を
守
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

/ 

(11) 平成 4 年 4 月 10 日



( < 
ら し の 情 報 . 案 内
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忘れすに．I 予防注射と登録

平成4年度の狂犬病予防注射と登録を次の日程で行います。あ近

くの会場で必す受けてください。犬はつないで飼いましょう。

◎登録手数料…2,100円◎注射料・・2,440円◎済票交付手数料…480円

合計…5,020円

実施月日 曜 日 時 間 場 所

午前 9 00~10 00 斗合田集落センター

4 月 15 日 水
午前 10 30~11 30 東部児童館

午後 l 00~ 2 00 江口集会所

午後 2 30~ 3 30 田島出荷所

午前 9 00~10 00 館林市農協佐貰支所

4 月 16 日 木 午前 10 30~11 30 大輪転作促進研修施設

午後 1 00~ 3 00 矢島公民館

午即 9 00~10 00 梅原集落センター

4 月 17 日 金 午前 10 30~11 30 中谷教学院

午後 l 00~ 3 00 南大島農構改善センター

4 月 18 日 土 午則 9 30~11 30 明和村役場裏庭

午前 9 00~10 00 東部児童館

5 月 1 日 金 午前 10 30~11 30 館林市農協佐貫支所

午後 1 00~ 3 00 明和村役場裏庭

5 月 2 日 土 午即 9 30~11 30 明和村役場裏庭

青年海外協力隊

募集説明会

青年海外協力隊は、国際協力事業

団の実施する国の事業です。開発途

上国のために、あなたの情熱を燃や

してみませんか。

0 日時＝ 5 月 14 日（木）

から午後 9 時まで

0場所＝太田商工会議所（太田市）

0内容＝派遣のシステムや待遇等に

ついて詳しく説明します。

また、隊員OBOGの体験発表

もあります。入場料、予約等不要

※詳しくは、県庁国際交流課外事係

合0272(23)1 111 内線2453へお問い合

わせください。

午後 6 時30分

゜

危険物取扱いの

資格を取得しては

〇準備講習会

0 日 時＝ 5 月 14 日（木）午前 9 時から

0会場＝館林市郷谷公民館

〇受講料＝ 6,600円

0試験

0期日＝ 6 月 14 日（日） （乙種第 4 類

のみ）

太田市関東学園大学他

0期日＝ 6 月 21 日（日） （甲種、乙種

全類、丙種）前橋工業高校

〇受験料＝甲種…5,000 円、

…3,400円、丙種2,700円

〇受付期間＝ 4 月 27 日（月）～ 5 月 12 日

（火）

※詳しくは、明和分署合(84)3131へお

問い合わせください。

学校教職 員人事異動
4 月 1 日付（

乙種

ー
ー
ー
職前まII

 

) 

〔
転
出
〕

▽
館
林
第
六
小
新
島
邦
彦
（
東
小
）

▽
太
田
北
中
岩
上
淳
子
（
東
小
）
▽

板
倉
南
小
青
木
良
頴
（
東
小
）
▽
館

林
第
四
小
黒
岩
光
枝
（
明
中
）
▽
太

田
韮
川
小
飯
塚
美
代
子
（
明
中
）
▽

桐
生
南
中
青
木
佳
子
（
明
中
）
▽
太

田
宝
泉
中
富
宇
賀
優
（
明
中
）
▽

太
田
毛
里
田
中
新
井
由
紀
子
（
明
中
）

▽
吉
南
陽
台
小
小
林
真
理
（
明
中
）

〔
転
入
〕

▽
東
小
丸
山
恵
（
桐
生
桜
木
中
）

▽
東
小
森
田
茂
（
桐
生
桜
木
小
）

▽
西
小
横
川
猛
（
太
田
宝
泉
東
小
）

▽
西
小
添
田
優
子
（
太
田
韮
川
小
）

▽
明
中
久
保
日
喜
代
美
（
館
林
第
一

中
）
▽
明
中
新
井
美
嘉
（
太
田
南
小
）

▽
明
中
鈴
木
稚
子
（
板
倉
南
小
）

〔
転
補
〕
（
管
内
異
動
）

▽
明
中
金
崎
豊
彦
（
東
小
）
▽
明

中
太
田
昌
男
（
西
小
）
▽
明
中
小

澤
清
子
（
西
小
）
▽
東
小
塩
田
明

村の無料法律相談

• H 

◇場

◇内

◇対

◇受

時＝ 5 月 11 日（月）

後 1 時

所＝役場会議室

容＝法律一般事項

象＝明和村民

付＝ 5 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申し込みく

ださい。定員になり次第締

め切ります。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

し、

゜

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

乳 1日
ノし

時＝ 5 月 14 日（木）

時受付

所＝保健センター

健 康

健

相

時＝ 5 月 15 日（釣

後 3 時

所＝役場会議室

時＝ 5 月 14 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

吾
ロク

午後 1 時～ 2

吾火
R火

時＝ 4 月 16 日（木）． 5 月 6 日（水）

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

午前10時～午

交通事故相談

年 金 相

時＝ 5 月 7 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

火
火

———-R 

午前10時～午

役場は第 2. 第 4 土曜

日はお休みです。

〔
敬
称
略
〕

4 月 1 1 日、

5 月 9 日、

25 日

23 日

平成 4 年 4 月 10 日 (12) 



令月の納めは、軽自動車、国民年金、水道料金です。

「食物は好き、嫌いがなく何でも食べます。特

にめん類が大好物であります。また、車が好きで、

一日中車で遊んでいます。、

将来は、健康で思いやりがあり、人に役に立つ
人間になってほしい」とお母さん。

゜

わが家の

アイドル

①
 

ヽ
‘
l
'
/

希
好
さ
ん
賀

清
子
さ
ん
の
長
男
頁

4
ノ
ノ

( 

(
2
歳
2
カ
月
）

ぉ
ち
あ
い
だ
い
き

落
合
大
希
く
ん

（紅府1：けの多い

ポリオキ｀虹11 剤＼水lo tに 5 g I りは 199l 数を削し
てドさ＼ヽ

◎
総
務
課

▽
庶
務
係
長
田
口
晴
美
（
企
画
開

発
課
企
画
係
長
）
▽
庶
務
係
谷
津
弘

江
（
議
会
事
務
局
）
▽
広
報
係
高
橋

初
美
（
庶
務
係
）
▽
消
防
交
通
係
清

水
勝
博
（
住
民
課
）

◎
税
務
課

▽
第
一
係
立
川
明
浩
（
教
委
）
▽

第
二
係
長
菌
田
征
邦
（
農
業
委
員
会

4
月
1
日
付

（
）
は
前
職

〔
敬
称
略
〕

人役

事場

異職

動 員

係
長
）

◎
住
民
課

▽
福
祉
係
長
橋
本
貴
好
（
総
務
課

庶
務
係
長
）
▽
福
祉
係
落
合
康
秀
（
経

済
課
）
▽
同
黒
沢
家
紹
（
総
務
課
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会
出
向
係
長
堀

口
正
敏
（
住
民
課
福
祉
係
長
）

◎
保
健
課

▽
保
健
衛
生
係
吉
田
博
之
（
税
務

課
）
▽
圏
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
保

健
婦
金
子
順
子

◎
経
済
課

▽
農
政
係
島
田
欣
重
（
商
工
係
）

▽
商
工
係
宮
田
高
志
（
保
健
課
）

◎
建
設
課

▽
管
理
係
長
田
端
栄
（
税
務
課

第
二
係
長
）
▽
水
道
係
長
原
口
享

゜

特産「梨」の大敵「赤星病」

撲滅に ご協力ください

類
り

号
）
ン

1
7
.
7
5

ー
シ

5
]
•
G
J
ク
汀ヤ
マ

”
宣
／
／
（
ビ
円

路

k

杓
潟
此
謬
岱

> 

染
）
）
ロ
ー
乳
叫
諷
賢

経

ロ
〖
〔
述
冬
〕

:rjJ•: 

｀
｀
□
]
 

（
冬

く消毒のや

：9；剤 名

り方＞

翡夜の 91:1)1i I その他］

村特産の一つに梨かあります。私たちの郷土、明和には田島

・南大島・千津井地区を中心に一世紀の歴史を誇る梨30ヘクタ

ールほどが栽培されています。味覚の秋にはみずみずしい香り

が一面に漂います。

梨栽培は病害虫をいかに上手に防ぐかで作柄の良い悪いが大

きく左右されるのです。ですから梨づくりは病気や害虫との戦

いといっても過言ではありません。最近になって梨の 3 大病害

といわれる「赤星病」の発生が目立っているのです。住宅が増

え、植木栽培が盛んになるに連れ、梨栽培農家にとって大きな

悩みとなっています。

というのは、赤星病は、貝塚いぶき、たまひば、ハイビャク

シン等のビャクシン類に中間寄生する病害で、この歯が風など

に乗って梨につくと著しい収穫滅になってしまうのです。農家

にとりましては、そういったビャクシン類が近辺にないこと（少

なくとも梨木から 2 キロメートル以上離れていること）、でき

れば皆無であることが好ましい栽培環境といえるのです。

赤星病は、黒星病、黒斑病と異なり上の図のような伝染の仕

方をするので農家自身力屯ピの消毒をするだけでは防ぎ切れない

面がありますので、ぜひとも皆様のご協力が不可欠なのです。

その一つとして、新興住宅地をはじめ宅地内で庭木を植える

際はビャクシン類をさけていただくこと、また、既植してある

場合は、できるだけ多くの薬剤消毒をしていただくことをお願

いしたいのです。

これ等皆様のご協力が一世紀の歴史をもつ村特産梨栽培の安

定発展につながっていくのです。ご理解、ご協力をお願い申し

上げます。

（
明
中
）

〔
新
採
用
〕

▽
東
小
桐
生
茂
雄
▽
西
小

紀
子
▽
明
中
市
川
映
子

〔
退
職
〕
（
3
月
3
1
日
付
）

▽
新
井
恒
夫
（
明
中
）

（
水
道
工
務
・
管
理
係
長
）
▽
水
道
係

奈
良
慎
司
（
水
道
管
理
係
）

◎
企
画
開
発
課

▽
企
画
開
発
係
長
吉
永
清
重
（
開

発
係
長
）
▽
企
画
開
発
係
北
島
充

（
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
）
▽
同

荒
木
佳
代
子
（
教
委
）
▽
同
村
田

安
正
（
開
発
係
）

◎
議
会
事
務
局

▽
原
島
和
子
（
総
務
課
）

◎
農
業
委
員
会

▽
係
長
立
岡
清
孝
（
建
設
課
管
理

係
長
）

◎
教
育
委
員
会

▽
学
校
教
育
係
吉
田
好
江
（
中
幼
）

▽
社
会
教
育
係
蓮
見
幸
夫
（
住
民
課
）

◎
東
小
学
校

▽
松
岡
ミ
ヨ
（
中
学
校
）

◎
西
小
学
校

▽
川
島
徳
子
（
企
画
開
発
課
）

◎
中
学
校

▽
小
久
保
春
江
（
東
小
）
▽
恩
田
照

江
（
西
小
）

◎
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣

▽
関
口
峰
之
（
建
設
課
）

〔
新
採
用
〕

▽
川
辺
登
（
建
設
課
）

▽
石
井
貞
子
（
西
小
）

〔
退
職
〕
3
月
3
1
日
付

▽
谷
津
照
子
（
西
小
）

太
田

(13) 平成 4 年 4 月 10 日
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'--'  ; 村の人口 i 
., 
; 4 月 1 B 現在 ! 
：世帯数 2,894戸！
9 9 

：人日総数 11,027 A : 
'.'  
i男 5,510人i
！女 5,517人！

' ! (3 月中の動き） ! 
i出生 7 人死亡 8 人！
''  ：転入90人転出41人：
，ヽ

''  ' -----~--------------' 

勾
館林邑楽地区 館林地区 千代田

;、:に日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

4 月 19 日
浜野病院川田（耳）医院 安楽岡医院合(72)0572 新橋病院 館林地区と

曜 合(88)5678 合 (72)3314 横田（善）医院合 (72)4970 合 (75)3011 同じです。

4 月 26 日
落合医院川村医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 館林地区と

当 合 (72)3160 合 (72) 1337 堀越医院合(73)415| 合 (72)3163 同じです。

5 月 3 日
根岸医院川田医院 増田医院合(72) 1387 慶友病院 小西医院

合(72)3262 合(72)3724 田内医院合(72)3855 合 (72)6000 合 (86)2261
番

ふ話旱で; でま与5 月 10 日
古屋病院小倉医院 須田医院合(72)0862 最上医院 館林地区と

医
合(63)616| fl (72)0606 多々良診療所 合 (72)3060 ff(74)3763 同じです。

5 月 17 日
真中医院大神医院 大塚医院合(72)0176 慶友病院 竹越医院

合(72) 1630 合 (62)2200 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 合(84)3137

始
沢
萬
知
子

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
り
ま
す
「
き

も
の
」
に
熟
い
思
い
を
傾
け
、
自
分
の

夢
と
ロ
マ
ン
を
結
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

人
間
的
な
成
長
を
伴
っ
た
真
の
意
味

で
の
一
芸
に
秀
で
た
女
性
に
な
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
着
付
研
究
会
で
は
、
村
て

民
の
方
々
が
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
に。
会

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
表

) 

内
容
は
、
立
居
振
舞
、
き
つ
け
法
、
発

,' 

き
も
の
姿
の
礼
儀
作
法
な
ど
で
、
何
も
つ

ま

な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
し
、
き
も
の
館

公

・
小
物
は
無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
民

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ト
ラ
イ
し
て
み
▼

代
表
者

着
付
研
究
会

①
 

村
文
化
協
会
加
盟
団
体

紹
介
に
あ
だ
っ
て

村
文
化
協
会
長
清
水
栄
二

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域

文
化
の
振
興
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
高
齢
化
・
情
報
化

国
際
化
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
声
高
に
さ

け
ば
れ
て
い
る
現
在
の
社
会
状
況
の
中

で
、
多
く
の
人
々
が
自
己
の
向
上
を
求

め
て
、
精
神
面
で
の
充
実
を
図
る
べ
く

そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
文
化
協
会
で
は
、
地
域
に
お

け
る
文
化
振
興
の
た
め
に
鋭
意
努
力
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

文
化
協
会
加
盟
団
体
も
今
や
3
5
団
体

融
通
の
き
か
ぬ
わ
が
性
踏
切
り
の

報
遮
断
機
ピ
ッ
タ
リ
と
横
に石

村
つ
や
子

鉄
鍋
の
重
き
感
触
久
々
に
な
べ
や
き

う
ど
ん
の
夕
飯
た
の
し
む

篠
木
よ
し

表
情
豊
か
に
写
わ
る
樹
里
の
晴
姿
あ

か
ず
見
て
居
る
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ始沢

良
子

芝
焼
き
し
畦
に
空
缶
投
げ
ゆ
き
し
若

田
芝
支
部

警
こほろぎ

短歌会

野
村
初
枝

指
先
に
引
き
出
す
繭
の
光
る
糸
手
織
紬

の
技
に
見
惚
る
る

立
H

ツ
ヤ
子

幼
き
日
に

1

ザ
ヘ
し
オ
ル
ゴ
ー
ル
ま
た

響
り
ぬ
は
な
れ
嫁
＜
娘
の
荷
造
ろ
ふ
部

屋
に

砂
賀
久
美
子

白
鳥
の
翔
待
ち
て
霜
白
き
湖
岸
に
カ
メ

う
す
え
る
ひ
と
び
と

立
川
ふ
さ

共
に
歩
む
野
の
安
ら
ぎ
を
乱
せ
る
か

荊
の
尖
り
葉
反
り
の
厚
さ
よ

野
口

者
の
背
寂
し
に
見
送
る

総
会
員
6
2
0
名
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

人
生
8
0年
代
を
生
き
生
き
と
過
ご
す

に
は
、
健
康
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

し
、
趣
味
の
あ
る
方
は
、
頭
を
使
い
体

を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
管
理
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
、
文
化
協
会
の
目
的

で
あ
り
ま
す
教
養
を
高
め
、
文
化
の
香

り
高
い
郷
土
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

各
団
体
の
活
発
な
活
動
振
り
を
、
今
月

か
ら
「
広
報
め
い
わ
」
を
通
じ
、
シ
リ

ー
ズ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
、
午
後
7
時
3
0
分
か
ら

9
時
ま
で
、
村
中
央
公
民
館
和
室
。

圏
樽
見
成
行
さ
ん
（
矢
島
）
は
3
万
円

圏
野
本
昇
さ
ん
（
千
津
井
）
は
3

万
円

圏
玉
井
一
次
さ
ん
（
江
口
）
は

1
0万
円

圏
田
口
史
枝
さ
ん
（
須
賀
）
は
5

万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

゜蓮酒島大門野戸田見井田室間本松口氏

3 月の

` 
,, 

救急車出動回数

●交通事故 1 件

●急病 12 件

●その他 3 件

●計 16 件

植
木
展
示
・
即
売
会

圏
日
時
1
1
4

月
2
9
日
困
1
5
月
5
日
閲

午
前
9
時
1

午
後
6
時

圏
会
場
1
1

村
商
工
会
館
前

圏
展
示
・
即
売
品
1
1

花
き
花
木
、
針
物
、

庭
木
な
ど
各
種
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

義俊て
巖い

政雄子

福石駒柴山橋二
山崎宮崎岸本瓶氏 ゜

タ
カ

証皇忍喬悶竺品睾名 II 尉讐埼躇紅繋祠鵞韮t；名
81 80 83 51 50 74 60 56 :ぁ良峯広忠、 9併智雅宏俊惧孝友利蓋

耕蔦史世く子義美美子三恵彦子夫弓行子敏名
帯や）長長―長長長長続

作子枝主み女女勇女男男男柄
南千大須大千中須地 II
大津 津
島井輪賀輪井谷賀区

%%%%%%¾ ％閥

中新大梅千南中地
津大

谷里輪原井島谷区

% % % % % ％弧閥

1
1

お
め
で
だ
I
I

平成 4 年 4 月 10 日 (14) 
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平成 4 年度区長さんを

はじめ各種役員決ま る

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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ヽ
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ヽ

9
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ヽ
ヽ

9
9
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ヽ

9
9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

~
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
村
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
、
ご
協
~

~
力
い
た
だ
く
各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
各
種
役
員
さ
ん
~

~
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
~

｛
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
~

｛
ぃ
し
ま
す
。
（
改
選
が
行
わ
れ
た
も
の
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
~

｛
す
。
）
〔
文
中
、
敬
称
略
〕
~

9,‘ 

十
六
区
の
区
長
さ
ん
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

．
斗
合
田
区
梁
瀬
右
左
治
（
新
）

・
下
江
黒
区
関
口
昭
一
（
再
）

•
上
江
黒
区
関
口
利
雄
（
再
）

・
千
津
井
区
野
本
久
雄
（
再
）

•
江
口
区
秋
山
吉
民
（
再
）

•
田
島
区
北
島
和
夫
（
新
）

・
南
大
島
区
小
松
原
賓
（
新
）

•
新
里
区
荒
川
安
弘
（
新
）

・
中
谷
区
内
山
勇
三
郎
（
新
）

・
梅
原
区
吉
永
五
三
次
（
再
）

・
川
俣
区
藤
野
清
吉
（
再
）

・
須
賀
区
関
根
弘
（
再
）

・
大
輪
区
村
田
清
吉
（
新
）

・
入
ヶ
谷
区
金
子
洵
五
（
再
）

・
矢
島
区
清
水
義
雄
（
新
）

・
大
佐
貫
区
篠
木
茂
雄
（
新
）

※
区
長
会
長
1
1

吉
永
五
三
次
、
副
会
長

1
1

関
口
利
雄
・
藤
野
清
吉
、
会
計
1
1

小

松
原
｛
貫結

婚
相
談
員

結
婚
相
談
事
業
に
活
躍
し
て
い
た
だ

く
相
談
員
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

区

長

衛
生
部
長

・
蓮
見
高

・
柴
崎
春
雄

・
丸
山
紋
一

•
野
本
芳
子

・
柿
沼
釣
一

•
新
井
清

•
岡
安
栄

・
帆
足
圭
二

•
石
村
く
に

・
豊
嶋
ミ
チ
子

•
江
森
松
雄

•
藤
野
清
吉

・
荒
川
春
子
―

•
田
口
末
男

•
金
子
操
治

•
奈
良
原
昭
三
郎

・
園
田
順
一

・
橋
本
亀
三
郎

・
瀬
下
恒
男

•
吉
永
五
三
次

•
関
本
宗
市

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

（
大
輪
）

（
入
ヶ
谷
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貰
）

（
知
識
珪
験
者
）

（
知
識
珪
験
者
）

（
知
識
経
験
者
）

（
知
諏
軽
験
者
）

危
険
物
収
集
を
は
じ
め
、
衛
生
全
般

に
わ
た
り
活
躍
し
て
い
た
だ
く
各
地
区

の
衛
生
部
長
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
伊
藤
道
男
（
斗
合
田
）
新

・
小
林
政
介
（
下
江
黒
）
再

•
原
島
勝
治
（
上
江
黒
）
新

・
小
久
保
喜
美
雄
（
千
津
井
）
再

・
奥
澤
一
雄
（
江
口
）
再

・
増
田
作
次
（
田
島
）
新

・
小
松
原
政
男
（
南
大
島
）
新

・
小
泉
行
雄
（
新
里
）
再

•
坂
上
八
十
一
（
中
谷
）
再

•
福
田
正
男
（
梅
原
）
新

再新再再再新再新再再再新再新再新新再再再新

^ ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  ̂  新 南田 江千上下斗
II II II 大 II II II II II II 津 II II 江！，江！，合

里 島島 口井黒黒田
ヽ一ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ

再新再再再再再再再再再新再再再再再再再再再

•
藤
倉
玉
治
（
川
俣
）
再

•
宮
城
四
海
（
須
賀
）
再

•
原
口
幸
（
大
輪
）
再

•
金
子
礼
次
郎
（
入
ヶ
谷
）
新

•
渡
邊
市
郎
（
矢
島
）
新

・
蘭
田
貫
次
（
大
佐
貫
）
新

※
衛
生
協
力
会
長
1
1

坂
上
八
十
一
▽
副

会
長
1
1

奥
澤
一
雄
・
藤
倉
玉
治

統
計
調
査
協
力
員

統
計
は
、

I
I

未
来
を
開
く
道
し
る
べ
I
J

と
し
て
大
切
な
基
礎
資
料
で
す
。

そ
の
い
ろ
い
ろ
な
調
査
を
し
て
い
た

だ
く
統
計
調
査
協
力
員
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

•
砂
賀
和
夫

・
梁
瀬
一
利

・
川
邊
平
吉

・
小
林
正
敏

・
篠
原
喜
次

・
多
田
好

・
丸
山
光
男

•
田
村
説

•
野
本
敏
夫

•
江
原
正
樹

•
石
川
恵
一

•
新
井
重
行

・
今
成
幸
一

•
福
島
一
男

•
青
木
勝
美

•
奈
良
和
男

•
島
田
晋

・
酒
井
初
男

・
帆
足
圭
二

・
小
久
保
一
男

•
堀
口
菊
治

春の行政

相談週間

5 月 10 日

~16 日

総務庁では、今年も 5 月 10 日か

ら 16 日まで、「春の行政相談週間」

を実施し、日ごろ、行政サービス

について感じていること、ご意見

ご要望を行政相談委員や最寄りの

管区行政監察局・行政監察事務所

に寄せられてはいかがでしょうか。

•
堀
口
武
徳
（
新
里
）
新

•
坂
上
佳
男
（
中
谷
）
新

•
田
部
井
政
雄
（
梅
原
）
再

・
恩
田
晴
巨

(
1
1
)

新

•
黒
澤
泰
幸

(
1
1
)

新

・
石
崎
弘
二
（
川
俣
）
再

・
渋
澤
昭
（
須
賀
）
再

•
松
本
義
一
（
大
輪
）
再

•
田
口
禎
孝
（
大
輪
）
再

・
早
川
敏
夫
(
”
)
再

•
金
子
竹
雄
（
入
ヶ
谷
）
再

・
大
津
清
（
矢
島
）
再

・
泉
田
光
一

(
1
1
)

再

・
篠
木
箕
司
（
大
佐
貰
）
再

・
中
島
幸
一
(
”
)
再

※
統
計
調
査
協
議
会
長
1
1

金
子
竹
雄
、

副
会
長
1
1

田
部
井
政
雄
・
川
邊
平
吉

平成 4 年 5 月 10 日 (2) 
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新新新新再新再再再新新再再再再新新新新新新新新新新新再新新新新

母
子
保
健
推
進
員

私
た
ち
の
健
康
管
理
の
良
き
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
た
だ
＜

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
橋
本
和
江

•
青
山
昭
子

•
江
森
ラ
ク

•
川
口
美
和
子

・
蘭
部
あ
い
子

・
飯
塚
陽
子

•
野
中
政
子

・
今
成
雪
子

•
奈
良
イ
サ
子

•
青
木
昌
子

・
小
池
冨
美
江

•
石
川
ヒ
ロ
子

・
大
塚
光
枝

・
高
橋
政
子

・
久
保
庭
か
づ
子

・
小
平
和
子

・
大
澤
喜
世
子

•
石
村
ヤ
エ

・
栗
原
敏
枝

•
本
澤
喜
美
枝

．
始
澤
す
江
み

•
吉
永
清
野

・
久
保
ち
ゑ

•
渡
邊
松
子

•
原
口
文
子

•
青
木
俊
子

•
松
本
君
子

・
須
藤
げ
ん

・
大
澤
昭
江

・
橋
本
か
ね

・
蘭
田
末
子

子
と
も
会
育
成
団
体

連
絡
協
議
会

体
育
指
導
委
員

・
篠
木
う
め
（
大
佐
貫
）
新

※
母
子
保
健
推
進
員
連
絡
協
議
会
長
1
1

石
村
ヤ
エ
▽
副
会
長
1
1

薗
部
あ
い
子
・

大
澤
昭
江

健
康
維
持
増
進
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
、
体
育
指

導
委
員
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
鈴
木
勝
夫
（
斗
合
田
）
新

•
中
村
晋
（
下
江
黒
）
新

•
原
島
重
夫
（
上
江
黒
）
新

•
奈
良
原
昭
（
千
津
井
）
新

•
岡
田
幸
三
（
江
口
）
再

・
滝
口
清
郎
（
田
島
）
新

・
武
井
英
夫
（
南
大
島
）
再

•
江
森
清
（
新
里
）
新

•
永
山
か
ず
子
（
中
谷
）
新

・
高
澤
洋
（
梅
原
）
新

.
4
川
孝
雄
（
川
俣
）
新

•
安
原
八
平
（
須
賀
）
新

•
阿
部
利
江
（
大
輪
）
再

・
蓮
見
典
四
郎
（
入
ヶ
谷
）
新

•
清
水
勝
哉
（
矢
島
）
新

．
鯉
沼
哲
雄
（
大
佐
貫
）
再

•
砂
賀
晃
（
新
里
）
再

・
大
工
原
晃
（
東
小
）
新

・
山
日
一
彦
（
西
小
）
新

・
古
瀬
衛
（
明
中
）
新

※
体
育
指
導
委
員
会
長
1
1

武
井
英
夫
▽

副
会
長
1
1

岡
田
幸
三
・
阿
部
利
江

明
和
消
防
団

（
）
は
旧
階
級

◎
第
3
分
団
（
昇
格
者
）

0

分
団
長
1
1

鯉
沼
紀
好
（
副
分

団
長
）

〇
副
分
団
長
1
1

松
本
貢
一
（
班

長
）

〇
班
長
1
1

松
本
貴
之
（
団
員
）

◎
第
3

分
団
1
班
（
新
入
団
員
）

▽
恩
田
敬
次
（
川
俣
）
▽
守

谷
幸
人
（
須
賀
）
▽
村
田
真

（
大
輪
）

子
供
た
ち
の
活
動
等
に
対
し
て
、
助

言
・
指
導
な
ど
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
、

十
六
地
区
の
子
供
会
育
成
会
長
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
梁
瀬
忠
興
（
斗
合
田
）
新

・
中
村
昭
一
（
下
江
黒
）
新

•
森
田
藤
康
（
上
江
黒
）
新

・
丸
山
一
雄
（
千
津
井
）
新

•
新
井
輝
武
（
江
口
）
再

•
田
端
義
晴
（
田
島
）
新

・
帆
足
善
市
（
南
大
島
）
新

・
谷
津
好
一
（
新
里
）
再

・
片
柳
和
子
（
中
谷
）
新

•
佐
藤
勝
味
（
梅
原
）
新

・
橋
本
猛
（
川
俣
）
新

・
今
成
章
（
須
賀
）
新
⑮
谷
津
義
男
（
自
前
）

・
篠
原
史
行
（
大
輪
）
新
⑲
面
＇
島
洋
次
郎
（
自
新
）

•
金
子
弘
（
入
ヶ
谷
）
新
®
須
永
敏
江
（
社
新
）

•
田
口
博
重
（
矢
島
）
再
小
菅
啓
司
（
共
新
）

・
神
田
静
一
（
大
佐
貫
）
新
（
無
効
二
、
三
五
一
票
）

※
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
長

1
1

谷
津
好
一
▽
副
会
長
1
1

新
井
輝
武
・

橋
本
猛

衆院補選地区別投票調べ

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 300 人 275 人 25 人 91. 67% 3 位

下江黒 260 243 17 93.46 1 

上江黒 401 347 54 86.53 , 
千津井 451 391 60 86.70 8 

江 口 475 402 73 84.63 13 

田 島 431 381 50 88.40 5 

南大島 924 786 138 85.06 12 

新里 912 683 229 74.89 15 

中 父ロ 677 499 178 73.71 16 

梅原 659 574 85 87.10 7 

JI I 俣 305 261 44 85.57 1 1 

須賀 376 335 41 89.10 4 

大輪 693 584 109 84.27 14 

入ヶ谷 94 87 7 92.55 2 

矢島 527 454 73 86.15 10 

大佐貰 448 393 55 87.72 6 

計 7,933 6,695 1,238 84.39 

一
、
二
三
八
票

八
四
・
三
九
％

院
群
馬
区

補
欠
選
挙
結
果

票

結
果

衆

衆
院
群
馬
一
一
区
補
欠
選
挙

本
県
初
の
衆
議
院
群
馬
県
第
二
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙
は
、
三
月
二
十

九
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
日
は
、
一
日
中
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
、
投
票
率
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
村
は
二
区
で
二
番
目
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

二
区
平
均
六
七
．
0
三
％
、
邑
楽
郡
平
均
七
六

•
1
0
%
、
本
村
平
均

八
四
・
三
九
％
で
し
た
。-

0六
‘
六0
0
票

八
九
、0
六
六
票

六
六
、
四
三
二
票

七
、
六
一
五
票

◎
当
日
有
権
者
数

◎
投
票
者
総
数

（
う
ち
▼
有
効
票

無
効
票
五
九
票
）

◎
棄
権
者
数

◎
投
票
率

七
、
九
三
三
人

六
、
六
九
五
人

六
、
六
三
六
票
▼

明

投和

村

の

(3) 平成 4 年 5 月 10 日



話題LYラLYラ
四
月
五
日
、
田
島
の
徳

蔵
院
で
、
御
開
脹
祭
（
本

蒻
薬
師
如
来
）
が
、
区
民

あ
げ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
、
三
十
三

年
に
一
度
開
く
例
祭
で
、

無
病
息
災
を
祈
る
お
祭
り

で
あ
り
ま
す
。

祭
典
の
メ
ー
ン
で
あ
る

区
民
児
童
の
稚
児
行
列
を

五
日
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
雨
の
た
め
中
止
と

な
り
、
本
堂
内
で
冠
な
ど

を
ま
と
っ
た
稚
児
姿
で
写

真
だ
け
撮
り
ま
し
た
。

ま
た
、
境
内
で
は
、

区

あ
る
と
き
、
六
部
が
田
島
ま
で
来
て

休
ん
だ
と
こ
ろ
、
急
に
腰
が
立
た
な
く

な
り
背
負
っ
て
米
た
薬
師
様
を
お
ろ
し

た
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
腰
が
立
っ
た
と

い
わ
れ
、
こ
れ
は
、
こ
こ
へ
薬
師
様
を

ま
つ
れ
と
い
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
と
、
薬

師
様
を
祭
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
明
和
村
誌
よ
り
）

田
島
の

薬
師
様
伝
説

民
に
よ
る
芸
能
大
会
、
模
擬
店
が
行
わ

れ
、
一
二
十
三
年
に
一
度
の
祭
典
に
よ
い

し
れ
て
い
ま
し
た
。

田
島
で

3
3年
に

度

一＊ ・一 , 

.. 

F ｷ : -• 
,-·ロ
ー・・一--,「 「

▲冠などをまとった稚児

カラオクて

生きがいを
コ—T -— 9 .. ・ニ

▲本尊薬師如来

の
御
開
帳
祭

こヘーー ＿三竺と―-
△曲るときは手を上けて

て無 ま確手員お車員 れ転新
く事皆し認信のうのとこま車一四
だ故さたな号協と運しれしの年月
さでん゜どの力‘転てはた正生十
ぃ。楽‘ ‘出を館マの‘゜し百六
し交 具し得林ナ正生 い五日
い通 体方て警 1 し徒 乗十‘
中ル 的や行察をいた り四明
学） な交わ署身交ち 方名和
校ル 指差れ‘に通に 教を中
生を 導点た村つ知車 室対学
活守 かでも交け識社 ヒ象校
をつ 行のの通て‘会 がに周
送て わ左で指も自の 行→辺
っ‘ れ右‘導ら転ー わ自で

四
月
十
九
H

、
村
内
に
居
住
す
る
六

十
歳
以
上
の
老
人
を
対
象
に
第
四
回
村

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が

開
か
れ
、
十
六
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
代

表
三
十
八
人
か
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
〔
敬
称
略
〕
ん

さ

優
勝

1
1

清
水
福
司
（
矢
島
）
、

K

準
優
勝
1
1

富
塚
文
吉
（
中
谷
）
吉

三
位

1
1

吉
永
広
次
（
梅
原
）
ん

優
秀
賞
I
I

▽
石
村
く
に
（
新
里
）
良

▽
篠
木
は
つ
（
大
佐
貰
）
▽
泉
田
肩

政
（
矢
島
）
ん

塚

特
別
賞
1
1

▽
多
田
好
民
（
上
江
黒
）
さ

▽
木
村
秀
雄
（
江
口
）
▽
吉
本
謙
富

次
（
大
輪
）
▽
田
口
千
代
（
大
輪
）

▽
大
川
ト
ク
（
千
津
井
）
▽
新
井

長
太
郎
（
江
口
）

▼左から

自
転
車
の
正
し
い

乗
I
J
方
教
室

平成 4 年 5 月 10 日 (4) 



フ
レ
ッ
―
ブ
ュ
＿
年
生

夢
を
―
I
J
l

v
＿
〇
ま
せ
て

入
り
先
生
か
ら
席
順
な
ど
の
指
示
を
受

け
、
希
望
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
不
安
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

四
月
八
日
、
東
小
、
西
小
、
明
中
で

そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
が
行
わ
れ
、
東
小
で

は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら

れ
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
五
十

四
名
の
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
誕
生
ー

西
小
で
は
八
十
八
名
、
明
中
で
は
百

五
十
四
名
が
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
校
門
を
て

ロ
[
[
口
／
；
t
[
ロ
ニ

ま
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
、
出
席
者
を
感
_
[
/

り
心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
い

Z
~

な
式
後
、
記
念
撮
影
、
そ
し
て
教
室
に
斤
一

▼
『
/
3

こと
；
，
；
：
；
；
：
＇

9
9
9
9
9
9
9
9
,
:
'
,
:
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'

こ豆
村
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
ク
リ
ー
一
ノ
作
戦

施実
利
用
す
る
施
設
は
自
分
た
ち
で
き
れ

庁
い
に
と
、
四
月
十
九
日
早
朝
、

を閉
利
根
川
総
合
運
動
場
を
中
心
に
河
川
敷

日
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、
村
体
育
施
設
利
用

曜土
団
体
協
議
会
の
人
た
ち
お
よ
そ
三
百
三

週
十
人
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
袋
や
ス
コ
ッ
プ
片
手
に
、
側
溝
、

m
 

らか
繁
み
の
中
の
空
カ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
拾
い

月
に
一
時
間
ほ
ど
汗
を
流
し
ま
し
た
。

5
 

年
日
曜
日
と
い
う
こ
と
で
子
ど
も
連
れ

本
も
多
く
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
春
風
を

ォー
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

関機
こ
れ
は
例
年
、
建
設
省
な
ど
が
提
唱

政
し
て
い
る
「
河
川
美
化
運
動
」
に
合
わ

一
了5

せ
て
同
団
体
が
自
主
的
に
実
施
し
て
い

国
る
も
の
で
す
。

三
月
二
十
五
日
、
明
和
工
業
団
地
内

碑

大
輪
公
園
で
、
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
念

コ

大
輪
工
業
団
地
完
成
を
記
念
し
て
、
ロ

ら

県
企
業
局
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。
れ

式
典
に
は
、
県
企
業
管
理
者
を
は
じ
作
-

l

 

め
村
長
ら
関
係
者
約
四
十
名
が
出
席
し
カ

ま
し
た
。
出
席
者
が
見
守
る
な
か
、
県
―
チ

企
業
管
理
者
、
村
長
、
議
長
、
地
元
区
モ

長
、
誘
致
企
業
代
表
者
ら
が
綱
を
引
き

□

始
め
る
と
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
あ
士
富

が
り
ま
し
た
。
▼

工業団地に

記念碑完成

▼記念碑の除幕を行う関係者

¥¥,¥-¥ 

‘` 

(5) 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初
日
の
六

す

日
、
館
林
警
察
署
、
村
安
全
協
会
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
田
島
地
内
で
街
頭
指
ま
しし

導
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
を
、

配
り
な
が
ら
「
安
全
運
動
実
施
中
で
す
。
願

ぉ

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
事
故
に
気
で

二
ム

を
つ
け
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

m安

び
か
け
て
い
ま
し
た
。
全

• 

街
頭
指
導
て

安
全
運
転
を
呼
ひ
か
け

平成 4 年 5 月 10 日



電波利用保護旬間 6月 1 日～10日、無線機はルールに従つて正しく使いましょう。

児が人 1 育含 卍てなとにす主
童ー養月しむ平児い育‘よるが児
ヵ~定育 2 て 18 成童ま成次り人費童
ら額し日い歳四手すお代‘に用手
＾未て以る未年当゜よの家児を当
平満い降方満はを び社庭童持は、
成のれに＾の‘受 資会に手ち
3 場ば生た児 5 け 質をお当合国
年合良まだ童歳ら 向担けをい‘
1 にいれしを未れ 上つる支‘県
月はーた ‘2 満る を児生給児‘
2 2 で児平人の人 目童活す童村
日番‘童成以児 的ののるをと
以目収は 3 上童 と健安こ養事
降の入 1 年養を し全定と育業

応
援
し
ま
す

児
童
手
当

前
回
だ
め
で
も

令
回
該
当
に
な
る
か
も

新
里
の
野
本
長
司
さ
ん
閲
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
三

年
度
群
馬
県
青
年
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
知
事
か
ら
、
人
格
識
見
と
も
優
れ
、
将
来

の
発
展
が
十
分
期
待
で
き
る
経
営
を
実
践
し
て
い
る

二
十
三
歳
か
ら
三
十
四
歳
未
満
の
模
範
と
な
る
優
良

な
青
年
農
業
者
に
与
え
ら
れ
る
名
誉
あ
る
称
号
で
す
。

長
司
さ
ん
は
、
施
設
花
き
専
業
経
営
。
施
設
花
き

は
シ
ク
ラ
メ
ン

(
1
,
9
8
0
m
z
)、
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ん

ス

(
6
6
o
r
n
z
)

、
エ
キ
ザ
カ
ム

(
6
6
o
r
n
z
)
を
栽
さ

培
。
周
年
栽
培
に
努
め
、
労
働
力
の
競
合
を
さ
け
な
鱈

予

が
ら
収
入
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本

今
後
は
温
室
の
規
模
拡
大
を
図
り
、
シ
ク
ラ
メ
ン
ロ
ニ

を
経
営
の
中
心
に
据
え
、
裏
作
に
は
色
々
な
花
き
栽
霞
一

才

1
1

培
を
し
、
ま
た
、
規
模
拡
大
に
伴
う
労
働
力
が
不
足
に
一
＿

き
i

す
る
の
で
、
雇
用
労
力
も
確
保
し
経
営
の
安
定
と
生
花

几
又

[i—-[ 

活
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

に
生
ま
れ
た
児
童
は
1

人
目
か
ら
）
5

歳
の
誕
生
月
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
は
経
過
措
置
に
よ
る
も
の
で
、

平
成
5

年
は
、
4

歳
未
満
、
平
成
6
年

か
ら
は
3

歳
未
満
が
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
自
分
の
子
で
な
く
て
も
、
そ

の
児
童
を
監
護
し
一
定
の
生
計
関
係
が

あ
れ
ば
受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

圏
支
給
額

0
1
1
2

番
目
の
児
童
1
1

月
額
5
,
0

0
0

円

0
3

番
目
以
降
の
児
童
1
1
1

人
月
額
1

0
,
0
0
0

円

な
お
、
2
月
、
6
月
、

1
0月
に
そ
れ

ぞ
れ
前
月
ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

圏
申
請
方
法
1
1

印
鑑
と
振
込
先
明
示
の

う
え
住
民
課
ヘ

圏
い
ろ
い
ろ
な
届
出
1
1

養
育
す
る
児
童

が
増
え
た
場
合
（
出
産
等
）

•
5

歳
未

満
の
児
童
が
少
な
く
な
っ
た
場
合
•
特

例
給
付
受
給
者
の
方
で
、
会
社
を
退
職

し
て
厚
生
年
金
等
の
資
格
が
な
く
な
っ

た
と
き
。

今
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
非
該
当
に

な
っ
て
い
た
人
で
、
前
年
の
所
得
が
減

少
し
た
り
、
扶
養
親
族
の
増
加
等
に
よ

り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
前
記

の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、

5

月
中
に
申
請
手
続
き
を

す
る
と
6
月
分
よ
り
支
給
と
な
り
ま
す
。

野本長司さん（新里）

青年農業士に認定

群
馬
県
子
と
も
会
安
全
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
I
.

子
ど
も
た
ち
に
館
林
市
内
の
名
所
で

あ
る
「
県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園
」
「
城
沼

総
合
運
動
公
園
」
の
写
生
を
通
じ
て
、

郷
土
愛
を
育
む
と
と
も
に
写
生
の
楽
し

さ
お
よ
び
創
造
性
を
培
う
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
ま
す
。

I
l
l日時

1
1
5

月
2
4
日
⑪
午
前
8

時

か
ら
午
後
5

時
ま
で
（
雨
天
決
行
）

子
ど
も
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
性

を
生
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
・
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
わ

い
の
が
ケ
ガ
や
災
害
で
す
。
万
一
に
備

え
、
安
全
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

群
馬
県
子
ど
も
会
安
全
会
は
、
み
ん

な
が
会
員
に
な
っ
て
お
金
を
出
し
合
い
、

そ
の
お
金
で
ケ
ガ
を
し
た
り
病
気
に
な

っ
た
と
き
に
助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
い

う
互
助
・
共
済
の
団
体
で
す
。

会
員
に
対
し
て
は
、
子
ど
も
会
活
動

中
に
負
傷
・
病
気
・
死
亡
・
廃
疾
に
な

っ
た
場
合
、
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

入
会
資
格

会
員

1
1

子
ど
も
会
員
（
小
中
学
生
）

育
成
会
員
、
指
導
者
、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

準
会
員
1
1

希
望
す
る
幼
児
（
満
3

オ
以

上
）

0

会
員
は
自
動
的
に
全
国
子
ど
も
会
安

全
会
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

準
会
員
の
方
は
全
国
子
ど
も
会
安
全
会

第
1
2回
ち
び
つ
子

写
生
大
会

〔
転
出
〕

▽
天
谷
雄
一
（
千
代
田
分
署
）
▽

角
田
英
夫
（
館
林
消
防
署
）
▽
福
田

恒
夫
（
板
倉
分
署
）
▽
片
山
勲
（
板

倉
分
署
）

〔
転
入
〕

▽
小
暮
喜
四
郎
（
千
代
田
分
署
）

▽
堀
口
勝
治
（
館
林
消
防
署
）
▽
山

本
勝
則
（
館
林
消
防
署
）
▽
田
沢

実
（
板
倉
分
署
）
▽
村
田
行
利
（
板

倉
分
署
）

明
和
分
署
職
員
人
事
異
動

〔
敬
称
略
〕

圏
会
場

1
1

城
沼
総
合
運
動
公
園
・
尾

曳
神
社
・
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
周
辺

圏
対
象

1
1

市
内
及
び
邑
楽
郡
内
の
満

5

歳
以
上
小
学
6

年
生
ま
で
の
幼
児
お

よ
び
児
童
（
で
き
る
だ
け
父
母
と
一
緒

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
）

圏
持
参
用
具
1
1

ク
レ
ヨ
ン
・
水
彩
絵
具

・
ス
ケ
ッ
チ
板
等
は
各
自
が
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

圏
問
合
せ
先
1
1

館
林
市
上
三
林
町
1
1
3

神
谷
様
ま
で

6
⑰
4
4
0
8

に
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
給
付
内

容
が
会
員
の
方
と
は
異
な
り
ま
す
。

0

会
費

1
1

会
員
は
年
額
8
0円

準
会
員
は
年
額
4
0円

0

入
会
の
手
続
き
1
1

地
区
子
ど
も
会
を

通
じ
て
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
各
地
区
子
ど
も
会
、
教

育
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

平成 4 年 5 月 10 日 (6) 



〔
協
会
長
表
彰
〕

▽
桜
井
竹
秀
⑱
・
梅
原
1
1

全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
グ
レ

コ
8
8
k
g
2
位
・
全
国
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

選
手
権
大
会
8
8
k
g
2
位
•
第
4
6
回
国
民

体
育
大
会
グ
レ
コ
8
8
k
g
3
位

▽
金
子
博
閲
・
中
谷

1
1

第
4
6
回
国

民
体
育
大
会
フ
リ
1
6
2
k
g
5
位

▽
川
合
達
夫
⑱
・
南
大
島
1
1

全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
グ

受
け
た
人
た
ち

表
彰
等
を

村
体
育
協
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

次
の
方
々
が
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

表

彰
ｷ.-._.::ｷｷ-_.:.ｷ- ｷ:ｷJ";:... _·.··•夕··.•..... •.. ：？：．：．．．．：・．．翌•.
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レ
コ
7
4
k
g
優
勝
・
第
3
4
回
全
国
高
校
選

抜
大
会
フ
リ
ー
7
4
k
g
優
勝
・
第
4
6
回
国

民
体
育
大
会
フ
リ
ー
7
4
k
g
2
位

〔
協
会
長
感
謝
状
〕

▽
蓮
見
行
男
翻
・
南
大
島
1
1

村
体
育

協
会
常
任
理
事
1
6
年

▽
新
井
恒
夫
闘
・
明
和
中
学
校
1
1

村

体
育
協
会
常
任
理
事
1
3
年

▽
坂
上
源
次
閥
・
中
谷
1
1

村
体
育
協

会
常
任
理
事
6

年

▽
柏
木
政
一
⑮
・
梅
原1
1
村
体
育
協

会
常
任
理
事
6
年

＊
期
日
1
1
5
月
．
6
月
中
の
夜
1
0
回

＊
会
場

1
1

中
央
公
民
館
（
学
科
）
．

ゴ
ル
フ
練
習
場
（
実
技
）

＊
対
象
1
1
村
民
一
般
（
男
・
女
）

＊
定
員

1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

＊
費
用
I
I
l
、
2
9
0
円

＊
申
込
み
1
1
5
月
1
2
日
か
ら
受
付
。
社

会
体
育
館
へ

コ
ル
フ
教
室
参
加
者

募
集
（
初
心
者
対
象
）

＊
期回

＊
会
場
1
1
大
輪
公
園
内
テ
ニ
ス
場

食
対
象

1
1

村
民
一
般
（
男
・
女
）

＊
定
員
1
1
3
0
人

＊
費
用
1
1
3
6
0
円
（
保
険
代
）

＊
申
込
み
1
1
5
月
2
7
日
ま
で
に
、

体
育
館
へ

社
会

＊
期
日
1
1
6
月
1
8
月
中
の
火
曜
日

夜
1
0回

＊
会
場

1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象
1
1
村
民
一
般
（
男
・
女
）

＊
定
員
1
1
3
0
人

含
費
用
1
1
3
6
0
円
（
保
険
代
）

含
申
込
み
1
1
5
月
2
7
日
ま
で
に
、

体
育
館
へ

社
会

社
会
体
育
館
へ

村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
快
い
汗
を
か

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
員
希
望
の
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会

員

会
員

ゲ
—
ト
ボ
ー
ル
協
会

募
集

＼
、、

`
'
’` IIいい

汗
か
こ
う
I
I

参護

加身

者術

募教

集室

日
1
1
5
\
7
月
中
の
日
曜
日
1
0

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
参
加

者
募
集
（
初
心
者
対
象
）

令みえない砂糖に気をつけましよう．／

砂糖をとる量の目安は、歯の健康面力らは年間一人当り12店（現在の

全国平均24kg) 1 巳約30 g以下が望ましいのです。このうち副食として

半分位とります力ら、間食としては 1 日約15 g以下に抑えることが必要

です。甘いあ菓子やジュースには 1 品20 g前後の砂糖ガ含まれています

ガら、甘い物は 2 日に 1 品ガ限度です。

己9置ニ30 g
g
 

卜

2

ツ
ー
[

ヶ
g
ス
枚
＿
フ

1
5
5

ピ
ー
＿
プ
でス
切
量

・
カ
ー
有

こ
』
三

ハ
l

弓
[
[

ア
ー
疇ショートケーキ
1 イ固 40 g 

⑥
お
や
つ
は
大
切
な
も
の

幼
児
の
お
や
つ
は
栄
養
上
、
3
回
の

食
事
で
と
り
き
れ
な
か
っ
た
分
を
補
う

と
い
う
目
的
の
ほ
か
、
情
操
を
豊
か
に

す
る
上
に
も
意
義
が
あ
り
ま
す
。

⑥
お
や
つ
は
時
間
と
量
を
決
め
て

お
や
つ
の
回
数
や
分
量
が
多
す
ぎ
る

と
、
食
事
の
時
に
空
腹
感
が
な
い
の
で

あ
ま
り
好
き
で
な
い
食
べ
も
の
は
敬
遠

さ
れ
、
偏
食
や
む
ら
ぐ
い
、
わ
が
ま
ま

一@ @ 

畠 お靡
＠や＠

汀っ国
＠の＠
＠方＠
@ @ 
@ @ 
@ @ 
＠間食キ甘食＠

一

ハ
ロ
ー
健
康
②

口
の
中
を
き
れ

を
助
長
す
る
一
方
、
か
ら
だ
に
も
悪
い

影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
時
間
を
決

め
ず
に
ダ
ラ
ダ
ラ
と
与
え
て
い
る
と
、

口
の
中
は
常
に
よ
ご
れ
っ
ぱ
な
し
で
、

細
困
の
活
動
を
さ
か
ん
に
し
て
む
し
歯

を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑥
お
や
つ
の
内
容

①
3
回
の
食
事
で
食
べ
さ
せ
に
く
い

食
品
を
と
り
入
れ
る
。

（
牛
乳
・
乳
製
品
・
く
だ
も
の
等
）

②
甘
味
や
塩
味
の
多
い
ス
ナ
ッ
ク
は

さ
け
ま
し
ょ
う
。

③
甘
く
な
い
飲
み
物
と
組
み
合
わ
せ

て
与
え
ま
し
ょ
う
。

④
奥
歯
が
は
え
て
き
た
ら
、
か
み
ご

た
え
の
あ
る
食
品
も
与
え
ま
し
ょ

゜

、
つ

※
お
や
つ
の
あ
と
は
、

、
→
)
/

ー
t

(7) 平成 4 年 5 月 10 日
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親と子のつとい

参加者募集

圏期日＝ 5 月 30 日（士）～ 31 日（日）

1 泊 2 日

圏会場＝県立金山青年の家

圏対象者＝東毛地区在住の小・中学

生とその親

圏内 容＝野外炊飯・竹細工など

圏参加費＝大人2,500円・小人2,000

円

圏携行品＝小刀、軍手、体育着など

圏申込み＝ 5 月 20 日（水）までにはがき

か電話で金山青年の家へ(〒373

太田市熊野町39-34 合(22)7956)

お申込みください。

家内労働旬間

5月21 日～5月31 日

家内労働者（内職者）の労働条件

の向上と生活の安定を図ることを目

的に本年も「手から手へ 渡す信頼

家内労働手帳．I 」のスローガンのも

と、各種の活動が実施されます。

この機会に家内労働者、委託者の

皆さんも次のことがらを再点検いた

しましょう。

1 家内労働手帳を交付して、委託

の都度記入されていますか。

2 エ賃は、現金で 1 カ月以内に支

払われていますか。

3 危険・有害な業務について、安

全装置の取り付けや文書による指

導が行われていますか。

4 設定されている最低エ賃が守ら

れていますか。

5 いわゆる「インチキ内職」につ

いては、被害があとをたたず、ま

た手口も巧妙化しておりますので

うまい話には十分注意しましょう。

※詳しくは、群馬労働基準局賃金課

合0272(31)4516ヘ

春の山野草展

群馬県職員募集

＊日 時＝ 5 月 12 日伏）～ 17 日（日）

午前 9 時～午後 5 時

0場所＝県立つつじが岡公園温室

衝内 容＝シュンラン・ショウマ・

ギンバイ等の山野草約150点が展示

されます。

蒼入場料＝大人300円、小人100円

※詳しくは、つつじが岡公園管理事

務所合(74)5233ヘ

平成 4 年度群馬県職員採用試験が

行われます。

上級試験（受付＝ 5 月 18 日～ 5 月

29 日）、初級試験（受付＝ 8 月 3 日～

8 月 21 日）、警察官試験（受付＝ A5

月 18 日～ 6 月 19 日． B 7 月 20 日～ 8 

月 21 日）です。

受験資格、試験日、試験方法等に

ついては試験種類によって異なりま

すのでお問合せください。

※問合せ先＝群馬県人事委員会事

務局云0272(23)1111 内線3955

東京消防庁

消防官募集

東京消防庁では平成 4 年度消防官

を募集しています。

専門系、 I 類（大卒程度）、 II類僚i

大卒程度・女性も含む）、の採用試験

です。受付期間、受験資格、試験日

等は種類によって異なりますのでお

問合せください。

※問合せ先＝東京消防庁人事部人

事課合03(3212) 2111 内線4433ヘ

交通遺児

奨学生募集

闘交通遺児育英会は、道路におけ

る交通事故が原因で死亡した方や重

い後遺障害がある方の子女等のうち、

経済的な理由で修学が困難な者に学

資を貸与して、教育の機会均等をは

かり、社会有用の人材を育成するこ

とを目的に、高校奨学生・大学奨学

生・大学院奨学生・専修学校および

各種学校奨学生を募集しています。

※詳しくは、財団法人 交通遺児育

英会東京都千代田区永田町1-11-

28 云03(3581)2271へ

（株和光金属

村に20万円寄付
本村斗合田地内の（樹和光金属（代

表取締役 伊藤道男さん）は、この

ほど村に、 20万円寄付されました。

村では、寄付に感謝申し上げると

ともに、有効に活用させていただ＜

ため現在、使途を検討中でございま

す。ありがとうござしヽました。

村の無料法律相談

◇日時＝ 6 月 10 日（水）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇受 付＝ 6 月 1 日から受付けします

ので総務課へお申込みくだ

さい。定員になり次第締切

ります。

※詳しくは、総務課へお問合せくださ

しヽ。

乳児健診

◇日時＝ 6 月 11 日（杓午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日時＝ 6 月 2 日閲午後 1 時～ 2

時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 6 月 15 日（月）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 6 月 18 日（月）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 6 月 4 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

役場は第 2. 第 4 土曜

日はお休みです。

5 月 9 日、 23 日

6 月 13 日、 27 日

平成 4 年 5 月 10 日 (8) 
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三輪車に乗ってごきげんの有加ちゃん

②
 

お
か
だ
ゆ
か

岡
田
有
加
ち
ゃ
ん

き
が
な

好
一
に

が
レ
人

の
力
る

ぶ
、
あ

遊
は
の

）
で
物
り

清
司
さ
ん
の
長
女IDど食
や

育
子
さ
ん
、
i
な
。
し（
ル
す
思

゜

一
ま
く

ボ
い
し
ん

、
で
さ
さ

車
ん
や
母

輪
遊
で
お

三
＜
康
と

、
よ
。
健
j

で
で
す
、
い

外
人
で
は
し

屋
一
き
来
ほ

r

、
好
将
て

で
大
っ

, 
゜

(
2歳
4
カ
月
）

広報係では、「わが家のアイドル」の登場者を

募集しています。お気軽にご廊募ください。

平成 5 年歌会始のお題は「空」

1. 詠進歌の詠進要領

(1) 詠進歌は、自作の歌で一人一首とし、未発表のものに

限ります。

(2) 用紙は、半紙（和紙）とし、毛筆で自書してください。

(3) 書式は、半紙を横長に用い、右半分にお題と歌、左半

分に郵便番号、住所、氏名（本名、ふりがなつき）、生年

月日および職業（なるべく具体的に）を縦書きで書いて

ください。（書式図参照）

2. 次の場合には、詠進歌は失格となります。

(1) 一人で二首以上詠進した場合

(2) 詠進歌が既に発表された歌と同一又は著しく類似した

歌である場合

(3) 詠進歌を歌会始の行われる日以前に、新聞、雑誌その

他の出版物、年賀状等により発表した場合

(4) 住所、氏名、生年月日、職業を書いてないものその他

この詠進要領によらない場合

3. 詠進の期間

お題発表の日から 9 月 30 日までとし、郵送の場合は、

月 30 日の消印まで有効

4. 郵便のあて先

「〒100 東京都千代田区千代田 1 番 1 号宮内庁」とし、

封筒に「詠進歌」と書き添えてください。

5月は自動車税の

納付月です。
自動車をお持ちの皆さん、 5 月は自動車税を納め

ていただく月です。

自動車税の納税通知書が届きましたら、金融機関

等の窓口で納税を済ませてください。

納期限は 6 月 1 日です。口座振替をご利用の方は、

6 月 1 日に口座から引き落とされます。なお、身体

などに障害のある方が所有または使用している自動

車は、その障害程度により減免される制度がありま

すので、 5 月 25 日（月）までに館林財務事務所または自

動車税事務所に申請してください。

※詳しくは、自動車税事務所合0272 (63) 4343 ま
たは、館林財務事務所合（72) 4461へ

' 
ヽ

いまし めた つにい 寄付をさ 役立に 年健少全将夫— 田 ク館

た゜ 検討で中 ては‘ [ れま ててく 育成 は‘ 昇央中ラ ラ林
ブ中

あ 嘉 しだのi イ 十央り でたさた オ
まには゜いめ ン 万ラt 活 霊 とのズ
用 ‘ス 悶 ク 円イあさ申 こポ ラ

りせし の 1 をブ をオ
がて上 ほツ通 ム̂ ュとし、げ ど用じ 寄ン
うた‘ 十 贔 て長
ござ だく 使途 万‘ 付ズ

円入青吉

ヽ ノ

(9) 

゜

゜

お題は 「グ
コニ」

と定められました。

（書式図）

職
業

郵
便
番
号
、
住

ふ
り

氏

所な名

生
年
月
日

が

空

（約33センチメートル）

（
約2
4セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

゜私の描く｀＇まち’'作画

コンクール作品募集

まちづくり月間10周年記念行事として「私の描く楽しい‘'ま

ち”住みたい’'まち”」作画コンクール作品を募集しています。

0募集要領＝こんな楽しいまちにしたい、こんなまちに住み

たいという想いを絵で表現してください。いまのまちの写

生ではなく、まちへの提案を絵にしてください。

Ill応募資格＝制限はなく、共同制作も可。

蒼作品＝自由。水彩、油彩の外、版画、切り絵、はり絵、パ

ッチワーク等も可。

大きさは、八ツ切りから A3 版を目安といたします。

蒼応募上の注意＝一人何点でも応募できます。何枚かの絵を

組み合わせ、ひとつの作品にすることもできます。ただし、

未発表の作品に限ります。

Ill応募締切＝平成 4 年 5 月 29 日（命必着

Ill送り先＝〒371 前橋市大手町 1 -1 -1 

群馬県土木部都市計画課

「私のまち作画コンクール係」

※詳しくは、県庁都市計画課合0272 (23) 1111 内線3403ヘ

平成 4 年 5 月 10 日
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’’ ! 村の人口 ! 
し、

! 5 月 1 日現在 i 
i泄帯数 2,986戸！

' ：人日総数 11,121 人：I.  -. -.'.  I 

i男 5,593人！
i女 5,528人！
しし

! (4 月中の動き） ! 
！出生 6 人死亡 4 人i
9 9 

：転入113人転出37人：I...  I 

' !  し-----------------

二
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

5 月 17 日
真中医院大神医院 大塚医院合(72)0176 慶友病院 竹越医院

曜 合 (72) 1630 合 (62)2200 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 合(84)3137

5 月 24 日
横田（婦）医院川田医院 記念病院合(72)3155 礫川堂医院 館林地区と

当 合 (72)0255 合 (72)3724 ゆたか医院合(73) 7308 合 (74)0184 同じです。

5 月 31 日
浜野病院川村医院 後藤（内）医院合 (72)0134 永寿堂医院 館林地区と

番
合(88)5678 合 (72) 1337 上野医院合(72)3330 合 (72)4469 同じです。

6 月 7 日
白沢医院川田（耳）医院 森下医院合(73) 7776 海宝医院 小西医院

口喜て9 : 医
合 (72) I 600 合 (72)3314 清河堂医院合(72) 3070 合 (74)0811 合 (86)2261

6 月 14 日
落合医院小倉医院 安楽岡医院合(72) 0572 新橋病院 館林地区と

含（72)3160 合 (72)0606 横田（善）医院合 (72)4970 合（75)3011 同じです。

をり化 までて輪人踊
行に祭練す‘健をとり本
い参‘習゜皆康広の＾会
踊加公の さとげふ民は、
りし民成 ん美‘れ謡
の‘館果 喜容体あ踊昭
向そま発 んにをいり和
上のつ表 で役動を一五
に都りの 練立か大を十
喜度‘場 習つす切通六

‘地と にとこにじ年
て反区し 励いと‘てに
〕‘省のて んうに仲‘発
す会夏‘ でこよ間人足
。等祭文 いとつのとし
▼公民館まつり発表会にて

公民館まつり

漣

代
表

堀
ロ
キ
ヨ
子

会

ｮ
 

4 月の

` 救急車出動回数
●交通事故 1 件

●急病 8 件

●その他 5 件

●計 14 件

俳
句
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
昭
和

五
十
五
年
本
村
に
転
入
し
、
夫
が
昭
和

五
十
九
年
に
定
年
を
迎
え
、
趣
味
も
な

く
友
人
も
い
な
い
夫
婦
、
こ
の
ま
ま
終

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
不
安
の

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
時
、
公
民
館
だ

よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
俳
句
初
歩
講

座
を
知
り
、
夫
の
名
で
申
し
込
み
ま
し

た
が
都
合
が
悪
く
な
り
、
好
奇
心
の
多

い
私
が
出
席
し
た
の
が
俳
句
と
の
出
合

い
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
、
先
生
の
「
教
え
上
手

ほ
め
上
手
、
俳
句
は
誰
で
も
作
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
全

く
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
文
学
に

代
表
山
下
ふ
で

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
）

＊
島
田
巖
さ
ん
（
大
輪
）
は

5
万
円

〇
酒
井
俊
雄
さ
ん
（
千
津
井
）
は3
万
円

〇
蓮
見
義
政
さ
ん
（
南
大
島
）
は
1
0
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
〇

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
俳
句
会

②
 

縁
の
な
い
私
が
俳
句
を
こ
の
よ
う
に
し

て
始
め
ま
し
た
。

始
め
て
み
れ
ば
面
白
い
も
の
で
す
が

字
を
書
く
の
が
苦
手
な
私
は
書
く
こ
と

に
困
り
ま
し
た
。
俳
句
は
「
書
」
で
な

い
と
言
わ
れ
る
先
生
で
す
か
、
や
は
り

字
は
書
け
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
、
公

民
館
の
書
道
教
室
に
参
加
し
な
が
ら
俳

句
を
書
い
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
は
、
八
名
で
、
初
め
か
ら

習
っ
た
人
達
ば
か
り
で
、
生
き
が
い
の

あ
る
充
実
し
た
生
活
を
過
ご
す
た
め
に

俳
句
を
続
け
個
人
と
和
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
生
涯
学
習
が
声
高
に
さ
け
ば

れ
て
い
る
現
在
、
あ
な
た
も
俳
句
を
や

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
一
、
第
二

水
曜
日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
村
中

央
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
お
問
合

せ
は
村
中
央
公
民
館
へ
。

明
関磯黒蓮
様田澤見氏

茂
木氏

大
津

関河柿
根内沼
み山

書！合塵濯澪羹！名

石
川

1
1

あ
く
や
み
I
I

新優安ツ名
作子ル

` 
亀
鳴
く
や
こ
の
世
夢
の
世
な
か
ほ
ど
に

結
論
の
出
ぬ
事
一
っ
山
笑
う

は
か

句
の
友
の
予
期
母
ぬ
計
ら
い
夕
桜

●
J
く
ざ
す
す

紅
梅
の
窓
へ
客
座
を
勧
め
け
り

マ
ネ
キ
ン
平
成
り
江
頷
の
春
輝

御
況
湘
に
詫
び
て
農
止
む
卯
月
か
な

黄
水
仙
一
束
捧
パ
双S填

書
倶
や
視
由
に
谷
中
湖
余
り
け
り

妙
義
嶺
の
鵠
ソ
。
フ
ラ
ノ
桜
咲
く

和

俳

句

会

あ岳和憧楊誠名康美郁千正 X
ず ｝奈母
さ男子市子幸］修子雄睛美名

長長二長長長続
女女男男女女柄

年
齢
世
帯
主

6
0
邦
男

8
3

高

4
6
行
正

7
0
金
之
蒸松

本
夜
詩
夫

野
沢
芳
子

荒
井
み
ね
子

H

名
子
春
実

高
橋
三
重
子

江
原
さ
い

森
戸
ひ
ろ

山
下
富
治

山
下
ふ
で

須千梅斗地
津合

賀井原田区

芯％％ ％］喜

大中新大矢新地
佐
貫谷里輪島里区

% % % % % ％闘

1
1

あ
め
で
だ
I
I

平成 4 年 5 月 10 日 (10) 
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▲議会風景

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

圏
収
入

▽
事
業
収
益
…
一
億
三
、
一
0
0
万

円
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益
な
ど
）
▽

事
業
外
収
益
…
五
九
0
万
円
（
受
取
利

息
）

奎
支
出▽事

業
原
価
…
一
億
七
、
六
七
0
万

円
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価
な
ど
）
▽

販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
…
七
六
〇

万
円
▽
事
業
外
費
用
…
一
千
円
（
支
払

平
成
四
年
度
明
和
村

土
地
開
発
公
社
予
算

-------------------------------------: 

第
二
回
村
議
会
定
例
会
は
、
五
月
十
九

日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
平
成
四
年
度

明
和
村
土
地
開
発
公
社
予
算
の
報
告
の
ほ

か
専
決
処
分
な
ど
六
件
（
村
長
提
出
）
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

村
税
条
例
の
’• 

部
改
正
な
ど
可
決

第
一

• 

回
村
議
会
定
例
会

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
税
条
例
の

一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
村
労
働
環
境

整
備
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
改

正
）

〇
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
三
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

0

村
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

0

平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

区
長
さ
ん
の
補
佐
役
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
＜
副
区
長
さ
ん
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
四
年
度
か
ら
、
二
百
五

十
戸
以
上
の
行
政
区
に
つ
い
て
は
、
副

区
長
さ
ん
が
二
人
と
な
り
ま
し
た
。

．
斗
合
田
区
砂
賀
柾
夫
（
新
）

・
下
江
黒
区
中
村
伊
二
（
再
）

・
上
江
黒
区
森
原
宏
（
再
）

・
千
津
井
区
田
村
正
雄
（
再
）

•
江
口
区
関
日
与
志
男
（
再
）

•
田
島
区
新
井
幹
一
（
新
）

•
南
大
島
区
本
澤
萬
吉
（
新
）

•
南
大
島
区
本
澤
輝
雄
（
新
）

•
新
里
区
野
本
長
松
（
新
）

利
息
）
•
新
里
区
小
田
木
正
弘
（
新
）

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】
・
中
谷
区
坂
上
八
十
一
（
新
）

圏
収
入
・
中
谷
区
清
水
留
吉
（
新
）

▽
長
期
借
入
金
…
二
億
一
、
四
五

0

・
梅
原
区
始
澤
重
信
（
再
）

万
円
・
川
俣
区
池
浦
一
雄
（
再
）

卍
支
出
・
須
賀
区
田
口
稔
（
新
）

▽
公
有
地
取
得
事
業
費
…
二
億
一
、
・
大
輪
区
松
本
芳
雄
（
新
）

四
五
0
万
円
▽
長
期
借
入
金
償
還
金
…
•
入
ヶ
谷
区
金
子
操
治
（
再
）

九
‘
1
0
0
万
円
・
矢
島
区
渡
邊
和
夫
（
新
）

※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
・
大
佐
貫
区
鯉
沼
忠
男
（
新
）

対
し
て
不
足
す
る
額
九

‘
1
0
0

万
円
〔
敬
称
略
〕

は
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で

補
て
ん
す
る
。

村
税
条
例
の

一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
村
税

条
例
の
改
正
で
主
な
内
容
は
次
の
と
お

上
程
議
案

6 月 7 日は

計量記念日

適正な計量は、円滑な

経済社会のルールです。

お買物の際、注意してみ

てはいかがでしょうか。

副

区

長

平成 4 年 6 月 10 日 (2) 



地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
で
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
課
税
限
度
額
現
行
4
4
万
円
が
4
6
万
円

に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
四
割
軽
減
の
基
準
額
現
行
2
2
万
円
が

2
2
万
5
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

条
例
の

部
改
正
口( 

国
民
健
康
保
険
税

円）

り
で
す
。

◎
個
人
村
民
税
所
得
割
お
よ
び
均
等
割

の
非
課
税
限
度
額
が
引
上
げ
ら
れ
ま
し

こ
。t
 

◎
平
成
六
年
度
分
の
個
人
村
民
税
か
ら
、

み
な
し
法
人
課
税
を
選
択
し
た
場
合
の

課
税
の
特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◎
村
民
税
の
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額

の
加
算
措
置
額
が
3

万
2
千
円
か
ら
6

万
4
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
村
内
の
字
の
区
域
、
そ
の
他
の
一
定

の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の
地
縁
に

基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
団
体
が
発
足
し

た
場
合
の
法
人
均
等
割
の
課
税
措
置
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
六
年
度
分
か
ら
み
な
し
法
人
課

税
を
選
択
し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
の

廃
止
に
伴
う
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事

業
所
得
の
課
税
特
例
規
定
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。

◎
個
人
村
民
税
の
所
得
割
非
課
税
限
度

額
の
加
算
措
置
額
が
1
5
万
円
か
ら
1
9
万

円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

, 目
選 開 投

票 票 職

挙 竿目 竿目

理 理 名

甕 長 者 者

日 日 日 日 畠額 額 額 額

^一ノヽヽ ....L. /‘ 、 E 八 王八 t八 報
一八 >§五o9 三o o >> 酬

ど言 額

（）は改正即

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の

基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
村
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
国
の
改

正
基
準
に
あ
わ
せ
て
、
投
票
管
理
者
等

の
報
酬
額
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

条
例
の

部
改
正

弁
償
に
関
す
る

村
報
酬
お
よ
び
費
用

県
と
の
協
調
融
資
制
度
の
改
正
で
、

取
扱
金
融
機
関
の
拡
大
を
図
る
た
め
「
群

馬
県
労
働
金
庫
」
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

条
例
の

部
改
正

資
金
融
資
促
進

村
労
働
環
境
整
備

平
成
三
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
七
0
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額
五
月
二
十
日
、
利
根
加
用
水
土
地
改

を
三
一
億
五
、
七
六
0
万
円
に
し
ま
し
良
区
総
代
選
挙
が
行
わ
れ
、
村
内
選
挙

た
。
区
か
ら
次
の
二
十
四
人
が
当
選
さ
れ
ま

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

【
歳
入
】
（
）
は
補
正
後
の
総
額
（
無
投
票
当
選
）

0

村
税
：
五
0
0
万
円
(
+
二
億
九
、

■
第
4

選
挙
区
（
旧
佐
貫
地
区
）

八
四
九
万
円
）

0

田
口
政
男

(
7
9歳・
大
輪
）
再

〇
寄
附
金
…
二
0
0
万
円
（
七
六
四
万

0

早
川
四
郎

(
6
9歳
・
大
輪
）
再

五
千
円
）

0

松
本
芳
雄

(
6
3歳・
大
輪
）
再

【
歳
出
】

0

田
口
七
三
郎

(
6
8歳・
須
賀
）
再

0

土
木
費
…
七
0
0
万
円
（
七
億
0

、

0

大
塚
雅
勇

(
6
6歳・
大
佐
貫
）
新

―
ニ
―
万
五
千
円
）
〇
篠
木
紀
雄

(
6
6歳・
大
佐
貰
）
新

0

金
子
操
治

(
5
9歳・
入
ヶ
谷
）
新

0

藤
野
松
雄

(
6
4歳・
川
俣
）
新

〇
泉
田
公
一
郎

(
6
6歳・
矢
島
）
新

平
成
四
年
度

0

石
川
寅
雄

(
6
5歳・
矢
島
）
新

■
第
6

選
挙
区
（
旧
梅
島
地
区
）

一
般
会
計
補
正
予
算

0

黒
沢
道
良

(
7
2歳・
梅
原
）
再

0

吉
田
重
信

(
6
7歳
・
梅
原
）
再

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
、
歳
出

0

坂
上
喜
太
郎

(
7
8歳・
中
谷
）
再

そ
れ
ぞ
れ
一
三
四
万
円
を
減
額
し
、
総

0

栗
原
利
夫

(
6
6歳
・
南
大
島
）
再

額
を
三
五
億
一
、
八
六
六
万
円
に
し
ま

0

関
本
宗
市

(
6
9歳・
南
大
島
）
新

し
た
。

0

小
久
保
一
男

(
5
8歳
・
南
大
島
）
再

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

堀
口
正

(
7
6歳・
新
里
）
再

【
歳
入
】
（
）
は
補
正
後
の
総
額

0

小
平
喜
章

(
6
4歳・
新
里
）
再

〇
繰
越
金
…
一
三
四
万
円
減
額
（
五
、

■
第
7
選
挙
区
（
旧
千
江
田
地
区
）

七
一
四
万
四
千
円
）

0

奈
良
喜
一
郎

(
6
6歳・
田
島
）
新

【
歳
出
】

0

柿
沼
釣
一

(
6
5歳
・
江
口
）
新

0

民
生
費
：
一
六
三
万
五
千
円
減
額
（
四

0

森
田
芳
郎

(
7
7歳・
上
江
黒
）
再

億
九
、
七
三
二
万
円
）

0

荻
野
清

(
6
9歳
・
下
江
黒
）
再

0

教
育
費
…
二
九
万
五
千
円
（
四
億
八
、

0

蘭
部
七
郎

(
6
2歳
・
千
津
井
）
新

三
六
四
万
五
千
円
）

0

橋
本
正
道

(
7
0歳・
斗
合
田
）
再

総

代

利
根

き 加

ま 用

る 水

原
口
角
次
郎
さ
ん

こ
の
ほ
ど
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
が

開
か
れ
、
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
し
た

同
委
員
会
委
員
長
、
安
見
智
尋
さ
ん
（
新

里
）
の
後
任
に
原
口
角
次
郎
さ
ん
（
大

輪
）
が
、
委
員
互
選
で
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
歴
代
6
番
目
の
委
員
長
と
な
り
ま
す
。

委
員
会
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
委
員
長
1
1

原
口
角
次
郎
▽
委
員
長
職

務
代
理
者
1
1

田
島
弘
▽
委
員

1
1

奈
良

原
英
夫
・
横
塚
弥
一

〔
敬
称
略
〕

人
権
擁
護
委
員
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民

間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕

生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま

り
で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
六
月
一
H

を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し

て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
一
層
の
人
権

思
想
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
村
に
は
、

村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
法
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
た
二
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

お
り
ま
す
。
〔
敬
称
略
〕

◎
始
澤
重
信
（
梅
原
・
6
闘
3
6
3
1
)

◎
瀬
下
昭
一
（
新
里

•
6闘
3
6
1
8
)

村
選
管
委
員
長
に

(3) 平成 4 年 6 月 10 日
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▼ドラムカンで橋を作り始める

五
月
五
日
、
新
里
の
地

蔵
寺
で
一
ヵ
月
遅
れ
の
「
花

祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

周
辺
の
子
ど
も
な
ど
三
十

人
近
く
が
集
ま
り
、
住
職

の
安
見
智
尋
さ
ん
か
ら
お

釈
迦
さ
ま
の
誕
生
な
ど
「
花

祭
り
」
の
こ
と
に
つ
い
て

の
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
、
浦
上
紀
子
さ
ん

ら
読
み
聞
か
せ
の
グ
ル
ー

プ
の
人
た
ち
が
、
紙
芝
居
、

人
形
劇
な
ど
を
行
い
、
甘

荼
や
お
菓
子
を
口
に
し
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

川俣て区民のmれあいと親睦

五
月
五
日
、
川
俣

地
区
で
は
、
区
民
の

ふ
れ
あ
い
と
親
睦
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、

第
二
回
親
睦
会
が
区

公
民
館
で
行
わ
れ
、

老
若
男
女
百
人
余
り

が
参
加
し
、
屋
外
で

は
子
ど
も
、
老
人
た

ち
の
お
手
玉
遊
び
。

そ
し
て
焼
き
そ
ば
、

お
好
み
焼
き
な
ど
の

模
擬
店
も
開
か
れ
、

室
内
で
は
カ
ラ
オ
ケ

で
自
慢
の
の
ど
を
披

露
し
楽
し
い
一
H

を

過
ご
し
ま
し
た
。

` 
▼人形劇を真剣に見ている子どもたち

◄

お
手
王
で
遊
ふ
子
ど
も
と
老
人

◄

開
会
式
の
よ
う
す`d

 

砂
賀
造
船
所

柴
崎
食
品

斎
藤
憲

▼花祭りに参加した子ども

ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
野
営
大
会
開
か
れ
る

五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
本
村
利

根
川
河
川
敷
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
野
営

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
四
年
に
一
度
開
か
れ
、

今
回
で
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

太
田
地
区
内
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
か

一
堂
に
会
し
、
協
力
し
な
が
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
友
情
を

築
き
、
さ
ら
に
豊
か
な
経
験
を
身
に
つ

け
口
限
り
な
い
創
造
と
夢
多
き
明
日
へ

の
希
望
を
持
ち
つ
つ
、
未
米
へ
は
ば
た

く
こ
と
を
目
的
に
十
六
団
体
、
二
百
五

十
人
余
り
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
参
加

し
ま
し
た
。

ほ
く
ら
の
ワ
ン
パ
ク
ラ
ン
ド
「
希
望
、

創
造
そ
し
て
明
日
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、

ド
ラ
ム
カ
ン
で
橋
を
作
り
、
枝
で
担
架

を
作
り
、
ロ
ー
プ
で
木
と
木
を
結
ん
だ

り
し
て
、
基
本
的
技
能
と
専
門
的
技
能

の
修
得
に
、
輻
広
い
活
動
を
行
い
ま
し

こ
。t
 なお

、
こ
の
太
田
地
区
野
営
大
会
に

ご
協
力
、
ご
援
助
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
次
の
会
社
等
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
太

田
地
区
協
議
会
長
か
ら
感
謝
状
か
送
ら

れ
ま
し
た
。

◎
株
式
会
社

◎
有
限
会
社

◎
明
和
村
長

地薦寺（新里）て花祭＇3

平成 4 年 6 月 10 日 (4) 
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本
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
先
に
行

わ
れ
た
「
衆
議
院
群
馬
県
第
二
区
選
出

議
員
補
欠
選
挙
1
1

四
年
三
月
二
十
九
日

執
行
」
の
投
票
優
良
地
区
の
表
彰
式
を

五
月
十
二
日
、
中
央
公
民
館
で
行
い
ま

し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
た
地
区
は
次
の
と

お
り
で
す
。

＊
一
位
1
1

下
江
黒
＊
二
位
1
1

入
ヶ
谷

竺
二
位
1
1

斗
合
田

◎
努
力
賞
（
前
回
の
投
票
率
を
上
回

っ
た
区
）
1
1

該
当
な
し

選
拳
投
票

擾
良
地
区
表
彰

下
江
黒
な
ど
三
地
区

▼表彰を受ける下江黒区長さん

千
葉
県
八
日
市
場
市
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
愛
好
会
二
十
三
人
と
本
村
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
四
十
三
人
の
交
流
会

が
五
月
十
二
日
、
利
根
川
総
合
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
大
会
（
種
目
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
）
で
知
り
合
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
以
来
続
け
て
い
る
交
流
会
で
す
。

皆
さ
ん
、
気
心
も
知
れ
て
い
る
の
で

混
合
メ
ン
バ
ー
で
十
六
ホ
ー
ル
を
和
気

あ
い
あ
い
の
内
に
プ
レ
ー
を
終
了
し
、

昼
食
時
に
は
手
作
り
豚
汁
で
舌
づ
つ
み

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

▼和気あいあいとプレーを楽しむメンバー

ク
ウ
ン
ド

コ
l
I
J
フ
て
交
流
会

ラ

▼三の丸芸術ホールでの首長サミット

・出況芯：年正口水都じ］，，'92 8市町村首長サミット
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多
彩
な
イ
ベ
ン
r
展
開
さ
れ
る

上
毛
新
聞
社
創
刊
1
0
5
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
「
水
都
ピ
ア

加
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
邑
楽
館
林
移
動
編
集
局
が
4
月

2
4
日
か
ら
2
6
日
ま
で
の3
日
間
県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園
内
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

移
動
編
集
局
で
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
、
新
聞
談
議
—
私
と
新
聞
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
レ
デ
ィ

ー
ス
ゴ
ル
フ
教
室
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

教
室
、
私
の
家
族
写
真
展
、
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
写
真
展
、
出
版
書

籍
展
、
人
形
劇
、
そ
し
て
移
動
編
集
局
の
核
で
あ
る
六
市
町
村

の
首
長
に
よ
る
サ
ミ
ッ
ト
が
、
2
4
日
館
林
市
三
の
丸
芸
術
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
各
地
域
が
抱
え
る
問
題
点
な
ど
を
踏
ま
え
今
後

の
街
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
。
工
業
、
農
業
振
典
な
ど
地

域
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
討
論
を
展
開
し
、
集

ま
っ
た
五
百
人
余
り
が
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
対

＊
場

含
定

玄
日 村

教
育
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
小

学
4
.
5
.
6

年
生
で
す
。
夏
の
思
い

出
を
ー
|
‘
小
学
校
時
代
の
ア
ル
バ
ム

に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
か
ざ
ろ
う
。

＊
期
日

1
1
8

月
4
.
5
.
6

日

(
2

泊
3

日
）

象
1
1

小
学
校
4
.
5
.
6

年
生

所
1
1

「
太
田
金
山
の
森
」
キ
ャ

ン
プ
場

員
1
1
3
0
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
定
員
を

超
え
た
場
合
、
初
参
加
者

を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
）

程
1
1
1

日
目
…
施
設
見
学
（
東

毛
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
）

2

日
目
…
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど3
日
目
…
ぐ
ん
ま
こ
ど
も

の
国
な
ど
見
学

予
定
で
す
の
で
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

＊
参
加
費
1
1
5
,
0
0
0

円

＊
受
付

1
1
6

月

2
0日
か
ら
村
教
育
委

員
会
で
受
け
付
け
ま
す
。

6
闘
4
4
9
1

へ

※
指
導
者
（
引
率
者
）
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
（
高
校
生
な
ど
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
、
）
プ
に
：

：
参
加
し
よ
う

(5) 平成 4 年 6 月 10 日



7月 1 日は「国民安全の日Jです。

県
民
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
祭
に
長
年
に
わ

た
り
参
加
さ
れ
ま
し
た
そ
の
功
績
に
よ

り
村
体
育
協
会
長
か
ら
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

▽
吉
田
元
紀
（
梅
原
）

▽
黒
澤
千
枝
子
（
梅
原
）

▽
瀬
下
嘉
彦
（
新
里
）

◎
期
日
1
1
6
月

2
1
H

◎
会
場
1
1
利
根
川
総
合
運
動
場

◎
対
象
1
1
村
内
在
住
・
在
勤
者
で
、

4
0
歳
以
上
の
者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

◎
参
加
費
1
1
3
,
0
0
0
円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
1
1
6
月

1
6

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

村
体
育
協

功
労
者
表

会

彰長

A ブロック優勝の「新里ソフトボールクラブ」

ー・→ ー― n,.-99999●店，；＇，，；；，心麗墓'’’'函，匹―で．ヽi,`h·----面｀ゲ‘;.,—こ

B ブロック優勝の「大佐貫ソフト」
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◎
期
日
1
1
7
月

1
9
日

◎
会
場
1
1
利
根
川
総
合
運
動
場

◎
対
象
1
1
村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編

成
す
る
チ
ー
ム

◎
参
加
費
1
1
3
,
0
0
0
円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
1
1
7
月

1
0

日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ

第
1
6
回
パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

圏
A

ブ
ロ
ッ
ク

▽
一
位
1
1
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
▽
二
位
1
1
田
島
ソ
フ
ト
愛
好
会

®
B
ブ
ロ
ッ
ク

▽
一
位
1
1
大
佐
貰
ソ
フ
ト
▽
二
位
1
1

川
俣
愛
好
会

第
7

回
村
長
杯
野
球

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

歯
の
清
掃
は
、
む
し
歯
予
防
の
大
切

な
条
件
の
―
つ
で
す
。
む
し
歯
の
原
因

と
な
る
細
菌
の
活
動
を
抑
え
る
た
め
に
、

歯
み
が
き
、
う
が
い
で
食
べ
か
す
や
歯

垢
を
と
り
の
ぞ
き
ま
し
ょ
う
。
飲
食
の

あ
と
必
ず
歯
を
み
が
く
の
が
最
良
で
す

が
、
で
き
な
い
場
合
は
、
う
が
い
だ
け

で
も
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歯
み
が
き
は
、
子
ど
も
だ
け

で
は
上
手
に
で
き
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん

が
必
ず
仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
（
小
学
生
低
学
年
位
ま
で
）
大

き
く
な
っ
て
か
ら
で
も
、
時
々
、
口
の

中
を
見
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

一

『
畠歯＄
＄を

＄塁
I'5 

日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ

ハ
ロ
ー
健
康
③

く歯プラシについて）

歯プラシの選び方
---------------------------------

四皿—-

ロび

ぉ口にあった歯プ

ラシの大きさは、

2 本の指に歯プラ

シの毛がかくれる

くらいのものです。

歯ブラシのかえ時期
---------------------------------
• 1 ヶ月に 1 度はとりかえましょう

襄噌
後からみて毛がはみだしたら新しい

歯プラシにとりかえましょう＇

歯みがき剤は
---------------------------------

こ父亡

四
少しでよいのです。

つけすぎに注意しましょう。
ノ‘

▼
歯
垢
染
め
出
し
液
っ
て
知
っ
て
い
ま

す
か
？

よ
く
み
が
い
た
つ
も
り
で
も
、
案
外

み
が
き
残
し
は
あ
る
も
の
で
す
。
そ
の

み
が
き
残
し
を
調
べ
る
の
が
こ
の
液
゜

大
き
な
ス
ー
パ
ー
や
薬
局
で
買
え
ま
す
。

綿
棒
な
ど
で
液
を
歯
に
ぬ
り
、
軽
く
う

が
い
を
し
ま
す
。
す
る
と
歯
垢
が
付
い

て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
、
赤
く
染
ま
る
の

で
す
。
赤
く
染
ま
っ
た
歯
垢
を
も
う
一

度
よ
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
再
び
液

で
確
認
。
お
母
さ
ん
の
手
の
ク
セ
が
分

か
る
の
で
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
歯
ブ
ラ
シ
を
も
っ
て
み
が

く
練
習
を
は
じ
め
る
。
不
充
分
で
す
か

ら
お
母
さ
ん
が
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
す
。

歯
ブ
ラ
シ
は
子
ど
も
の
口
の
大
き
さ
に

あ
っ
た
も
の
を
え
ら
び
、
歯
み
が
き
粉

は
つ
か
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

▼
上
の
歯
が
は
え
始
め
だ
ら

水
を
含
ま
せ
た
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
脱

脂
綿
を
指
先
に
ま
き
つ
け
て
歯
の
表
面

の
よ
ご
れ
を
軽
く
ふ
き
と
っ
て
や
り
ま

す
。
粘
膜
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
す
。

▼
あ
誕
生
を
迎
え
だ
ら

少
な
く
と
も
朝
晩
の
二
回
は
小
さ
な

や
わ
ら
か
い
歯
ブ
ラ
シ
で
歯
面
を
軽
く

こ
す
っ
て
よ
ご
れ
を
と
っ
て
や
り
ま
す
。

▼
二
歳
す
ぎ
だ
ら

乎成 4 年 6 月 10 日
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第 1 土耀日は少年の日、第 1 日曜日は家庭の日

圏
受
験
資
格
1
1

学
歴
お
よ
び
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
次
の
者
は
試
験
に
合

格
し
て
も
責
任
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

①
年
齢
が
1
8
歳
に
満
た
な
い
者

②
精
神
病
者
ま
た
は
麻
薬
・
大
麻
・

あ
へ
ん
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
中
毒
者

③
目
が
見
え
な
い
者
、
耳
が
聞
こ
え

な
い
者
、
口
が
き
け
な
い
者
、
ま
た

は
色
盲
の
者

④
毒
物
若
し
く
は
劇
物
ま
た
は
薬
事

に
関
す
る
罪
を
犯
し
、
罰
金
以
上
の

刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
り

ま
た
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経

毒
物
劇
物
取
扱

責
任
者
試
験
の
実
施

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

で
は
、
施
設
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め

学
校
利
用
期
間
以
外
の
一
般
貸
出
し
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〇
使
用
で
き
る
人
1
1

明
和
村
や
太
田
市

な
ど
東
毛
広
域
圏
内
に
居
住
の
人

0
林
間
・
使
用
で
き
る
期
間

◎
7

月
2
1
日1
8

月
1
2
日
、8
月
1
7
日

1
3
1
日
の
間

0
臨
海
・
使
用
で
き
る
期
間

◎
8
月
1
4
日
1
2
4日
の
間

圏
場
所

1
1

林
間
…
群
馬
県
赤
城
山

臨
海
：
•
新
潟
県
出
雲
崎
町

金
1
1

▼
宿
泊
（
一
泊
）
小
中
学

圏
料

東
毛
広
域
（
太
田
市
、
館
林
市
、
尾

東
毛
の
名
所
・
旧
跡

め
ぐ
り
に
参
加
し
て
は

林
間
・
臨
海
学
校
を

一
般
開
放
し
ま
す

生
3
0
0

円
、
高
校
生
5
0
0

円
、

一
般
1
,
0
0
0

円
▼
食
事
(
-
食
）

4
3
0

円
1
6
4
0

円

奎
受
付
開
始
期
日

◎
林
間
1
1
6

月
2
3
日

◎
臨
海
1
1
7

月
3

日

＊
申
込
方
法
1
1

電
話
に
て
申
し
込
み
の

う
え
、
後
日
申
請
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

卍
申
込
先
1
1

太
田
市
役
所
内
東
毛
広

域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
事
務
局

6
⑬
8
1
8
1

内
線
3
4
8
.

3
4
9

へ
。

過
し
て
い
な
い
者

0
試
験
の
種
類
I
I

一
般
・
農
業
用
品
目

特
定
品
目

0
試
験
科
目
1
1

箪
記
試
験
・
実
地
試
験

®
試
験
日
時
1
1
8

月
2
7
日
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で

蒼
試
験
会
場
1
1

県
立
勢
多
農
林
高
校
（
前

橋
市
日
吉
町
2
|
5
0
0
)

奎
受
付
期
間
1
1
7

月
6

日
か
ら
8

日
ま

で
の
3
日
間

亜
受
付
場
所
1
1

館
林
保
健
所

〇
提
出
書
顆
1
1

受
験
願
書
・
写
真
・
住

民
票
の
写
し
・
診
断
書

奎
試
験
手
数
料
1
1
6
,
7
0
0

円

※
詳
し
く
は
、
県
衛
生
環
境
部
薬
務
課

6
0
2
7
2
閲
ー
1
1
1

内
線
2
6

7
1

へ
。

島
町
、
新
田
町
、
板
倉
町
、
明
和
村
、

千
代
田
町
、
大
泉
町
、
邑
楽
町
）
で
は
、

「
と
う
も
う
め
ぐ
り
」
と
称
し
て
、
圏
域

内
の
名
所
・
旧
跡
め
ぐ
り
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

0
期
日

1
1
8

月
1
8
日
と
2
0
日
の
両
日

圏
集
合
時
間
1
1

午
前
7
時
4
5分

奎
集
合
場
所
1
1

館
林
市
役
所
（
正
面
玄

関
）

〇
募
集
条
件
1
1

圏
域
内
の
親
と
子
（
小
一

学
生
）
の
2
人
1
組
を
対
象

〇
募
集
組
数
1
1
1
H

に
2
6
組
(
5
2人）

圏
参
加
費
1
1

無
料
（
昼
食
、
飲
物
を
東

広
圏
で
用
意
し
ま
す
）

圏
申
込
方
法
1
1

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
（
親
と
子
の
氏
名
と
年
齢
）
、
電

話
番
号
、
参
加
希
望
日
を
明
記
の
こ

と国
民
金
融
公
庫

中
元
資
金
受
付
中

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
現
在
中
元
資

金
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

圏
国
の
事
業
ロ
ー
ン
．

◎
融
資
額
1
1
4
,
0
0
0

万
円
以
内

◎
返
済
期
間
1
1

運
転
資
金
…
5
年
以
内

設
備
資
金
…
1
0
年
以
内

◎
利
率

1
1

年
6
.
0

％
（
固
定
金
利
）

圏
経
営
改
善
貸
付

◎
融
資
額
1
1
5
0
0

万
円
以
内

◎
返
済
期
間
1
1

運
転
資
金
…
3
年
以
内

設
備
資
金
…
5
年
以
内

◎
利
率

1
1

年
5
.
7
5
％
（
固
定
金
利
）

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
前
橋
支

店

6
0
2
7
2
悶
7
3
1
1

へ
。

圏
申
込
期
限
1
1
7

月

2
4日
…
当
日
消
印

有
効

衡
申
込
先
1
1

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
〒

3
7
3太
田
市
浜
町
2

|
3
5

太
田
市
役
所
内

6
個
8
1

8
1

内
線
3
4
9

へ
。

保
母
試
験
の
実
施

県
で
は
、
平
成
四
年
度
の
保
母
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

圏
受
験
資
格
I
I

①
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
に
2
年
以
上
在
学
し
て
六
十
二

単
位
以
上
修
得
し
た
方
ま
た
は
、
一

年
以
上
在
学
し
年
度
中
に
六
十
二
単

位
以
上
修
得
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
方

②
平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
、

郵
便
局
で
も
水
道
料
金

の
口
座
振
替
で
き
ま
す

平
成
4
年
7
月
か
ら
郵
便
局
で
も
水

道
料
金
の
日
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
金
融
機
関
で

も
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

館
林
市
農
協
佐
貫
支
所
・
梅
島
支
所

•
千
江
田
支
所
、
群
馬
銀
行
館
林
支
店

・
館
林
南
支
店
・
館
林
西
支
店
・
板
倉

支
店
、
足
利
銀
行
館
林
支
店
・
館
林
南

支
店
、
第
一
勧
業
銀
行
館
林
支
店
、
さ

く
ら
銀
行
館
林
支
店
、
東
和
銀
行
館
林

支
店
、
館
林
信
用
金
庫
南
支
店
・
明
和

支
店詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
建
設
課
水
道

係
、
ま
た
は
、
各
金
融
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村の う ご き

6 月

10 日

14 日

15 日

19 日

21 日

22 日

無料法律相談

第34回村民野球大会

人権・行政・心配ごと相談

村社会を明るくする運動実施委員会

第12回壮年ソフトボール大会

農業委員会

※予定ですので変更になる場合もあります。

(7) 

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校
を
卒
業
し

た
方
な
ど

＊
試
験
期
日
・
科
目

◎
7
月
2
8
日
・
2
9
日
…
筆
記
試
験

◎
7

月
3
0
日
•
3
1
日
…
実
地
試
験

圏
試
験
会
場

◎
前
橋
市
立
工
業
短
期
大
学
（
前
橋
市

上
佐
鳥
町
）
…
筆
記
試
験

◎
県
立
保
育
大
学
校
（
前
橋
市
光
が
丘

町
）
…
実
地
試
験

圏
受
験
願
書
受
付
期
間
1
1
6

月
1
1
日1

2
2
日
…
当
日
消
印
有
効

〇
受
験
顧
書
の
配
布
場
所
1
1

県
庁
婦
人

児
童
課
お
よ
び
県
庁
内
県
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
県
庁
婦
人
児
童
課

6

0
2
7
2

⑬
1
1
1
1

内
線
2
4

3
4

へ
。

平成 4 年 6 月 10 日



( 
くらしの情報 . 案内 ヽ
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館林地区消防組合

消防職員募集
館林地区消防組合では、平成 5 年

度採用の消防職員を募集します。

〇募集人員＝若干名

圏応募資格＝消防組合管内に住んで

いる大学卒業（卒業見込みを含む）
の方で、昭和43年 4 月 2 日から昭

和46年 4 月 1 日までに生まれた日

本国籍を有する方。また短大卒業

（卒業見込みを含む）の方で、昭和

45年 4 月 2 日から昭和48年 4 月 1

日までに生まれた日本国籍を有す

る方。

ただし、管外に住んでいても、

家族が管内に住んでいれば応募で

きます。

卍応募期間＝ 6 月 24 日～ 7 月 8 日

0試験日＝第 1 次試験 8 月 2 日（日）

第 2 次試験 9 月上旬

※詳しくは、館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係合（72)3171へ。

「仕事と育児」

体験記作文募集
本年 4 月 1 日から「育児休業法」

が施行されました。

これは、 21世紀に向けて、仕事と

育児の両立を図るための環境整備策

の中核となるものです。

そこで県では、男女を問わず仕事

と育児を両立している方の体験記を

募集いたします。

圏テーマ＝仕事と育児

®応募資格＝県内に働く男女で育児

の経験を持つ人であれば、どなた

でも応募できます。

蒼応募方法＝400字詰め原稿用紙（ B

5 版ヨコ書き） 5 ～ 6 枚程度とし、

応募作品には題名・住所・氏名・

生年月日・勤務先・電話番号を明

記してください。

〇応募期限＝ 6 月 30 日まで

圏問い合わせ先＝県商工労働部労務

課勤労婦人係合0272(23)1111へ。

個人住宅建設資金

融資申込受付
〇受付期間＝平成 4 年 4 月 22 日（水）～

6 月 19 日倹

屠融資金利（固定金利） = 4.9% • 

5.25% • 5.6% • 5.7% 

※詳しくは、住宅金融公庫北関東支

店云0272(32)6656へ。

` 
役場職員
募集

明和村役場では、平成 5 年度

採用の職員募集を次のとおり予

定しています。

＊職種＝専門職員（土木）お

よび一般事務職員

＊採用人員＝若干名

玄県が行う統一試験

＊試験日＝ 9 月 20 日（日）

食試験場所＝県立前橋商業高校

（前橋市南町）

※願書受付、受験資格等につい

ては追って当広報紙等でお知ら

せします。お問い合わせは役場

総務課合(84) 3111へ。

館林厚生病院

職員募集
邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では、理学療法士・看護助手

・看護婦（臨時職員）を募集してい

ます。

＊職種＝理学療法士・看護助手・看

護婦（臨時職員）

圏募集人員＝各職種とも若干名

圏応募資格

・理学療法士＝有資格者及び平成

4 年度卒業予定者で30歳までの方

・看護助手＝ 20歳～40歳未満の男

女

・看護婦＝有資格者（準看護婦含

む）で20歳～45歳未満の女性の方

圏願書締切＝ 7 月 20 日旧）

蒼提出書類＝履歴書、免許の写し（有

資格者）

圏試験＝面接試験． 8 月 5 日（水）

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

庶務課人事係云（72)3140へ。

警察官募集（大卒）

®受験資格＝ ►学歴…大学を卒業し

た方（平成 5 年 3 月卒業見込みを

含む） ►年齢・性別…昭和40年 4

月 2 日から昭和46年 4 月 1 日まで

に生まれた男子（平成 5 年 4 月 1

日現在で22~27歳の男子）

圏受付期限＝ 6 月 19 日まで

圏試験日＝ 7 月 19 B （日）

圏試験会場＝県総合交通センター（前

橋市元総社町）

※詳しくは、館林警察署合(72)5454

村の無料法律相談

゜◇日時＝ 7 月 10 日（鉗午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 7 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

乳児健診

◇日時＝ 7 月 9 日困午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日 時＝ 7 月 7 日閲• 7 月 16 日（杓

午前 9 時30分～ 10時30分

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 7 月 15 日（水）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 7 月 16 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 7 月 2 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

むし歯予防教室

◇日時＝ 6 月 18 日（杓午後 1 時～ 1 

時30分受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 2 歳児希望者

ヘ゜

平成 4 年 6 月j0 日 (8) 
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蒼期日

◎第 1 期＝ 7 月 4 日～ 5 日

◎第 2 期＝ 9 月 19 日～20 日

◎第 3 期＝ 10 月 17 日～ 18 日

◎第 4 期＝ 11 月 28 日～ 29 日

いずれも 1 泊 2 日です

0会場＝県立金山青年の家

圏定員＝30人

而対象者＝原則として東毛地区在住

または在勤する18歳以上の青年（男

・女）

圏受講料＝無料、ただし、食事代等

8,500円は自己負担。

圏内 容＝青年団体、グループ、サ

ークルのリーダーを養成する。

圏その他＝全日程終了者には、県子

供会指導者初級資格等が与えられ

ます。

而申込方法＝ 6 月 21 日までに、はが

きか電話で、県立金山青年の家ま

でお申し込みください。

〒373 太田市熊野町39-34

合 (22)7956へ。

゜

(
2歳
2

カ
月
）

さ
お
り

澁
澤
沙
織
ち
ゃ
ん

農休 H は 7 月 3·4·5 日です

今年の「農作業標準賃金」

区分 作 業 柑重 目 単 位 標準額
一日土二 1','i 1 木9A目- 600円

（稲・：r-代含むHI革'j)

水
耕 起 1当0アールり 6,000 

（トラクター）

ィt ヵヽ き ff 6,000 （トラクター）

| 桔浚 械
" 18,000 稲 田植え (,','i持ち）

1 機(1','i月 IJ)械 " 6,500 
メ IJ り（コンパイン耳）又 り

" 16,000 作
脱 声禾又几 II 10,000 
セ（メIJり M又り •1/ll*立'ツ・ 9:しと灼た・モミすり） 卜 II 28,000 

業 乾燥・調整のみ 1(俵60k当g)り 1,500 

調整のみ（モミすり） ff 700 
耕 起 1当0 アーJりレ 7,000 

（トラクター）

麦 施肥O1It番心」・種II四料（・種ド・r· 代リはJ別レ） 1番） " 4,500 
作 覆 土

" 2,800 
（トラクター）

メ IJ り（コンパイ耳ン）又 り
" 15,000 業

セ （刈り取りか‘らソ乾燥・岡整） 卜

" 26,000 
巫ヵ 農 繁 期 巫ヵ 賃 1 日当り 6,500 

賃 農繁期以外の労賃 " 5,000 

詳細は農業委員会（役場内）に問い合わせください。

緑化

Ill 日

11]場

講 座 開催

時＝ 7 月 9 日午前10時～正午

所＝県緑化センター

邑楽町大字中野3924- 1 

Ill募集人員＝ 35人

Illテーマ＝「レックス・ベゴニアの

植え替えと繁殖」をテーマに行い

ます。

Ill申込先＝県緑化センター

7188へ。

(9) 

ff (88) 

集い学びて明るい人生

県老人大学学生募集

人生80年代の到来、それは高齢者

の方たちの地域社会における主役と

しての活躍が大いに期待される時代

の訪れです。

みのりある豊かで生きがいのある

日々ー地域の仲間たちとともに学習

するこの老人大学大利根学園に参加

しませんか。

Ill 日 時＝ 9 月 8 B~11 月 28 日まで

の計14 日間午前10時～午後 3 時

Ill場所＝館林市文化会館小ホール

Ill入学資格＝県内に居住する満60歳

以上（昭和 7 年 3 月 31 日以前に出

生）の学習意欲があり通学の可能

な方。

Ill授業内容＝社会福祉関係、郷土の

歴史や偉人について、一般教養科

目、園外学習（史跡見学など）、課

外活動（俳句など）

Ill授業料＝無料。（入場料等の実費は

負担していただきます。）

Ill申込方法＝地区の老人クラブ会長

ヘ 7 月 10 日までに願書を提出して

ください。
. 

※詳しくは、住民課

県
受
青
講
年
生

ff (84)3111へ。

大
募
学
集

県立金山青年の家では「群馬県青

年大学」の受講生を募集しています。

6 月中に

児童手当

提出を

現況届

児童手当または児童手当の特例給

付を受けている人は、忘れず「現況

届」を提出してください。提出期限

は 6 月 30 日までです。

現況届は手当が受けられるかどう

かを確認する大切な手続きです。

提出しませんと、手当が受けられ

なくなりますので、注意しましょう。

なお、該当者には役場から通知す

る予定です。

※詳しくは、住民課 合(84) 3111へ。

群馬県老人の主張

コンクール作品募集

高齢者の豊富な知識、経験に基づ

く建設的な意見を一般に訴え、世代

間の連帯と共通の理解を深めること

を目的にコンクールの作品を募集い

たします。

圏応募資格＝県内に居住する満60歳

以上の方（昭和 7 年 3 月 31 日以前

に生まれた方）

圏応募方法＝400字詰め原稿用紙 4 枚

以内、縦書き。一人一編に限りま

す。応募作品には、表題・住所・

氏名・年齢・性別・職業・勤務先

・連絡先・電話番号を明記。

圏応募期限＝ 6 月 30 日まで

圏問い合わせ先＝闘群馬県長寿社会

づくり財団・コンクール係 fi0272 

(43) 1165へ。

平成 4 年 6 月 10 日
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館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻・科 内 科外科 明和地区

6 月 14 日
落合医院小倉医院 安楽岡医院合(72) 0572 新橋病院 館林地区と

曜 合(72)3160 合（72)0606 横田（善）医院合(72) 4970 合 (75)3011 同じです。

6 月 21 日
根岸医院大神医院 大石医院合(74) 2362 岡田医院 竹越医院

当
合 (72)3262 合 (62)2200 堀越医院合(73)415| 合 (72)3163 ff(84)3137 

6 月 28 日
古屋病院川田（耳）医院 増田医院合(72) 1387 慶友病院 館林地区と
合 (63)616| 合 (72)3314 田内医院合(72) 3855 合 (72)6000 同じです。

番

:] 
7 月 5 日

真中医院川村医院 須田医院合(72) 0862 最上医院 館林地区と

医
合 (72) 1630 合 (72) 1337 多々良診療所 ff (72) 3060 ff (74) 3763 同じです。

7 月 12 日
浜野病院）II 田医院 大塚医院合(72)0176 慶友病院 館林地区と
合(88)5678 合 (72)3724 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 同じです。

▼練習しているようす

代
表
斉
藤
忠
直

詩
芭
愛
好
会

詩
吟
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
詩
吟
は
、
百
数
十 ⑤

 

明
和
カ
ト
レ
ア
会

牛
久
保
美
江

琴
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て
、
集
ま
っ
て

ー
）会

た
仲
間
が
「
明
和
カ
ト
レ
ア
会
」
（

高
貴
な
音
色
で
好
き
な
曲
を
弾
く
こ
表
発

と
が
で
き
た
ら
と
、
月
二
回
公
民
館
を
り

ま

練
習
の
場
と
し
て
励
ん
で
い
ま
す
。
つ

発
足
し
て
す
で
に
七
年
余
り
。
メ
ン
館。
民

バ
ー
も
変
わ
り
ま
し
た
が
道
は
同
じ
ー
公

ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
「
よ
く
続
け
▼

ら
れ
た
」
と
感
無
最
に
な
り
ま
す
。

練
習
曲
か
ら
始
ま
り
、
流
行
歌
に
入

年
の
長
い
歴
史
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
、
武
士
階
級
の
人
達
か
ら
始
ま
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
漢

詩
や
中
国
の
唐
詩
か
ら
で
き
て
い
る
の

で
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
ま
た
、
腹
式

呼
吸
発
声
の
た
め
健
康
に
よ
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
し
、
大
き
な
声
で
吟
ず

る
た
め
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
役
立
ち
ま

す
。
現
在
、
月
三
回
練
習
の
教
室
を
開

き
昼
の
部
、
夜
の
部
に
分
か
れ
て
い
て

都
合
の
良
い
教
室
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
場
と
し
て
、
公
民
館
ま
つ
り

文
化
祭
、
近
隣
市
町
村
の
発
表
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
奉
仕
活
動
と
し
て
老
人
ホ
ー

ム
に
月
二
回
訪
問
し
、
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。詩

吟
に
興
味
の
あ
る
方
は
公
民
館
で

教
室
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
の

ぞ
い
て
見
ま
せ
ん
か
。
会
員
一
同
心
よ

り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

5 月の

` 2 救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 10 件

●その他 2 件

●計 18 件
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こほろぎ

短歌会

り
、
今
は
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド
を
入
れ
て
、

弾
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

合
奏
曲
に
も
挑
戦
し
、
県
大
会
に
、

平
成
四
年
四
月
二
十
五
H

に
は
、
全
国

大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

考
え
て
み
ま
す
と
、
こ
こ
ま
で
続
け

ら
れ
た
の
は
、
一
っ
に
は
、
「
琴
を
弾
く

こ
と
が
好
き
」
、
二
つ
に
は
、
「
途
中
で

投
げ
出
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

け
い
こ
に
は
「
が
ん
ば
り
」
こ
そ
欠

か
せ
な
い
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
「
明
和
カ
ト
レ
ア
会
」
の

名
を
今
後
長
く
残
し
た
い
と
願
う
十
三

人
で
あ
り
ま
す
。

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
）

圏
蓮
見
邦
雄
さ
ん
（
斗
合
田
）
は1
0
万
円

〇
原
口
角
次
郎
さ
ん
（
大
輪
）
は
1
0
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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□
長
女
梅
原
％

み
ゆ
き

吉
永
美
由
紀
＂
ロ
ニ
女
梅
原
芯

山
形
佳
代
美
紅
江
長
女
梅
原
％

佐
々
木
智
之

□
代
豆
長
男
斗
合
田
芯

北
島
和
希
“
げ
長
女
田
島
％

山
野
井
理
紗
い
□
長
女
南
大
島
尻

清
水
優
衣
輝
げ
二
女
矢
島
％

梁
瀬
詩
織
正
詞
二
女
斗
合
田
％

岡
田
麻
里
い
汀
二
女
江
口
逃

ゆ
ほ

田
部
井
優
穂
法
猛
枝
長
女
田
島
麗

奈
良
卓
朗

□
佐
鐸
二
男
田
島
％

1
1

あ
く
や
み
I
I

年
齢
世
帯
主
地
区
J
H
EE
l

6
3
政
義
川
俣
％

6
3
悦
子
矢
島
％

8
4

弘
南
大
島
％

4
4
千
代
美
斗
合
田
％

認
め
ぐ
み
上
江
黒
％

8
9
房
雄
千
津
井
％

7
6

繁
下
江
黒
殆

小横小大森渡高
林塚林塚尻邊木氏
清
次龍好正源丑こ名
郎子市雄二戊と

離
り
住
む
子
の
洗
濯
な
ど
雨
の
日
は
ガ

ラ
ス
戸
越
し
に
思
ひ
巡
ら
す

福
田
初
江

旬
の
ミ
ツ
バ
汁
の
実
に
ひ
と
握
り
に
広

ご
り
若
き
等
嫌
ふ

原
口
文
江

背
番
号
凜
し
く
附
け
て
コ
ー
チ
を
囲
む

婦
人
等
若
か
り
新
萌
の
中

泉
田
政
子

転
び
し
勢
み
に
右
手
首
骨
折
り
し
こ
の

一
月
余
首
に
吊
せ
し
ギ
プ
ス
は
重
し

奈
良
照
子

平成 4 年 6 月J0 日 (10) 
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投
票 7
 
26 H
 参議院通常選挙

投 票所（表ー①）

第 第 第 第 第 第 第 投
7 6 5 4 3 2 1 示声

[ < 旦長 , < 悶長 旦百 区

名

入 閾ヽ ヽ ; 覧 上

囚田ケ 江
クロヽ

須カ只ロ
の

農
里』•' ‘ヽ 投

羹 贔 の

井』、 ] 鳳の

盟
奇貫 饂 黒 示声

の 江
の

鳳 ロ 鯰 区
の

閾塁 域の

鯰
大 西 転 康曲 商 東 下

1左
作 構

江 投小 促 改 小
工毎只 進 善 黒

f本 f本 示声

東 研 セ 集
二円 修 ン

ムコニ
コ自

光
施 夕

荷 P斤

寺 館 吾n几又 I 餌官 鮮官 P斤

r,','999999999999999999999999999999999‘,',',',',',' 

｛
七
月
二
十
六
日
は
、
参
議
院
議
員
通
｛

母
E
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
国
の
方
向
を
~

決
め
る
国
政
選
挙
、
わ
た
し
た
ち
の
一
｛

声
示
は
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
の
貴
重
~

な
”
意
思
表
示
”
ー
。
し
っ
か
り
と
見
｛

極
め
て
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
~

ー
よ
う
。

r
,
'
’
’
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
4

投
票
の
で
き
る
人

二
十
歳
以
上
（
昭
和
4
7
年7
月

2
7
H

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
平
成
4

年

4
月

7

日
以
前
（
4
月
7

日
付
で
転
入

届
を
し
た
人
を
含
む
）
か
ら
、
明
和
村

内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

投
票
所
名
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
確
か
め
て
か
ら

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

i
投
票
日
の
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

投
票
に
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
入
一
の
や
む
を
得
な
い
理
由
で
投
票
所
へ
行

場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
一
け
な
い
人
は
、
前
も
っ
て
不
在
者
投
票

i
が
で
き
ま
す
。

一
◎
期
間
1
1
7

月
8
日
か
ら

7
月

2
5日

投
票
所
入
場
券
一
い
ず
れ
も
午
前

8
時
3
0
分
か
ら
午
後

-
5

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
で

各
地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
家
i
す
。
）

庭
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。
i
◎
場
所

1
1

明
和
村
役
場

も
し
、
入
場
券
か
届
か
な
い
人
は
、
i
◎
も
ち
も
の

1
1

入
場
券
、
印
か
ん

早
め
に
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
―
（
入
場
券
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
紛

務
課
内
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
i
失
し
た
場
合
で
も
投
票
が
で
き
ま
す

i
の
で
、
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
）

一
◎
不
在
者
投
票
を
す
る
と
き
は
、
投
票

日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
理
由
を
書

い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
か
で
き
ま
す

i
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
指
定
し
た
病

i
院
な
ど
に
入
院
中
の
人
は
、
病
院
長
に

i
投
票
し
た
い
旨
を
申
し
出
れ
ば
、
そ
の

一
病
院
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

i
早
め
に
病
院
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ

一
い
。
（
請
求
は
、
病
院
長
へ
）

病
院
な
と

で

も

地区名
登録者数

男 女 計

斗合田 148 149 297 

下江黒 134 126 260 

上江黒 192 204 396 

千津井 226 227 453 

江 日 234 243 477 

田 島 222 210 432 

南大島一 455 475 930 

新 里 478 480 958 

中 クロ 382 346 728 

梅 原 327 340 667 

JI I 俣 155 154 309 

須 賀 178 204 382 

大 輪 347 350 697 

入ヶ谷 46 48 94 

矢 島 266 266 532 

大佐貰 293 231 524 

合計 4,083 4,053 8,136 

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
い
た

だ
け
れ
ば
代
理
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

代

投
票
所
は
、
村
内
7

か
所
に
設
け
ら

れ
ま
す
。
（
表
ー
①
）

投
票
時
間
は
、
午
前
7

時
か
ら
午
後

6

時
ま
で
で
す
。

投

票

所

午
前
7
時
ー
午
後
6
時

投

票

時

間

不

理
在

選挙人名簿登録者数
（平成4.7.7現在）

いろいろな

投票制度

者
投

投

票 票

平成 4 年 7 月 10 日 (2) 
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▲役場住民課窓ロ

村
で
は
、
平
成
五
年
四
月
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

村
政
に
情
熱
あ
る
皆
さ
ん
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
受
験
資
格

0

日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
人

`;E·’ 
こ
、

1
H

・

し
ー
も

0

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を
昭

和
6
3
年
2
月
2
8
日
以
降
に
卒
業
し
た

人
ま
た
は
平
成
5
年
3
月
3
1
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

0

昭
和
4
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
0
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〇
採
用
予
定
職
員

一
般
的
な
書
記
的
業
務
ま
た
は
補
助

業
務
お
よ
び
土
木
関
係
な
ど
の
専
門

業
務
…
…
…
…
…
…
…
…
…
若
干
名

衡
試
験

0

第
1
次
試
験
教
養
試
験
（
高
卒
程

度
で
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
）

0

第
2
次
試
験
口
述
試
験
、
作
文
試

験
、
身
体
検
査
（
第
1
次
試
験
合
格

者
の
み
実
施
い
た
し
ま
す
。
）

0
試
験
日
あ
よ
び
場
所

0

第
1
次
試
験
9
月
2
0
日
⑪
県
立

前
橋
商
業
高
等
学
校

0

第
2
次
試
験
1
0
月
下
旬
予
定
・
（
詳

細
に
つ
い
て
は
、
第
1
次
試
験
合
格

者
に
通
知
し
ま
す
。
）

0
合
格
者
の
発
表

8
月
3

日
か
ら
2
4日
ま
で
申
し
込
み
受
け
付
け

試
験
日
は
9

月
2
0日

村
職
員
を

0

第
1
次
試
験
1
0
月
中
旬
一

0

第
2
次
試
験
（
最
終
）
1
1
月
中
旬
i

〇
結
与

給
与
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
一

ま
す
。

屯
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間
・
時
間
一

〇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先
i

・
役
場
総
務
課

・
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
封
筒
の
一

裏
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
i

求
」
と
朱
書
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
一

て
六
十
二
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
i

封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
i

〇
受
付
期
間

8

月
3
日
⑪
か
ら
8

月
2
4
日
⑪
ま
で
i

（
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
き
一

ま
す
。
）

郵
便
は
8
月
2
4
日
（
当
日
消
印
有
効
）
一

〇
受
付
時
間

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
i

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
6
闘
3
1
i

1
1
内
線
3
3
2
へ
。

募

平
成
5

年
度

集

役場は 8 月から

毎週土曜日が

休みになります

役場は、 8 月からすべての土曜日を閉庁

することになりました。

土曜閉庁の実施にあたっては、事務の簡

素化、効率化や公務能率の向上に努めなが

ら、行政サービスを低下させることのない

よう十分配慮していきますので、ご理解と

ご協力をお願いいたします。

なお、次の機関については、今までどお

り業務を行います。

0 中央公民館 0社会体育館 〇老人福

祉センター 0 デイサービスセンター 。

保育園 〇幼稚園

(3) 

身
体
が
不
自
由
で
投
票
所
へ
行
け
な

い
人
の
う
ち
、
重
度
の
身
体
障
害
者
で

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
て
い

る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
と

き
は
、
必
ず
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
選
挙
期
日
の

4
日
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
人
や
、
更
新
（
有
効

期
間
は
4
年
）
さ
れ
る
人
は
、
証
明
書

交
付
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

郵便による不在者投票ができる人

不
在
者
投

票

郵
便

に

よ
る

\ 両下肢、体幹、
心臓、じん臓、呼吸

器、ほうこう、直腸、
移動機能の障害

小腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 特別項症から第 3

法による戦傷病者 2 項症まで 項症まで

平成 4 年 7 月 10 日
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▲自炊をしているトム

「
朝
食
」

「
起
床
」

昨
年
八
月
、
自
治
体
国
際
化
協
会
の

活
動
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事

業
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
来
村
し
だ

中
学
生
英
語
指
導
助
手
ト
ム
・
ボ
イ
ド

さ
ん
の
1

日
を
ご
紹
介
い
だ
し
ま
す
。

自
炊
生
活
の
た
め
、
今
日
の
朝
食
は

ハ
ム
エ
ッ
グ
、
ト
ー
ス
ト
、
サ
ラ
ダ
、

牛
乳
で
あ
り
ま
す
。

｀裏―m-
▲ 2 年生の授業のようす

授
業
は
、
各
ク
ラ
ス
週
一
回
の
割
合

で
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
英
語
の
先

生
と
一
緒
に
教
え
て
い
ま
す
。

「
生
徒
と

緒
に

ク
ラ
ブ
活
動
」

一
午
後4
時

授
業
終
了
後
、
生
徒
と
一
緒
に
ス
ポ

ー
ツ
で
汗
を
流
し
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め

て
い
ま
す
。

今
日
は
、
卓
球
部
の
生
徒
に
交
じ
っ

て
ハ
ッ
ス
ル
。

「
授
業
開
始
」

一
午
前8
時
5
0分

「
授
業
終
了
」

一
午
前7
時
3
0分

一
午
後3
時
3
0分

一
午
前7
時

▲いつも愛用している自転車で出勤

一
午
前8
時
1
5分

「
出
勤
」

ト
ム
. 
ボ
イ
ド
さ
ん
の

英
語
指
導
助
手

日

▲ 3 年生の授業のようす

一
午
後6
時
3
0分

近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
週
三
回
は
ど
買

物
を
し
ま
す
。

「
就
寝
」

▲社会体育館で 1 時間余りのトレーニング

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」「

買
物
」

一
午
後7
時
3
0分

夕
食
は
主
に
、
鳥
の
か
ら
揚
げ
・
ね

ぎ
と
ろ
・
豆
腐
・
サ
ラ
ダ
・
ピ
ザ
な
ど

で
、
も
ち
ろ
ん
自
炊
で
す
。

一
午
後1
時

夕
食
後
、
授
業
の
予
習
、
テ
レ
ビ
観

賞
な
ど
し
て
過
ご
し
、
午
後

1
1時
に
は

就
寝
し
ま
す
。

一
午
後5
時
3
0分

「
夕
食
」

▲卓球部の生徒と汗を流す

▲夕食を作っている
ーク←ぅ勾

▲スーパーで買物

平成 4 年 7 月 10 日 (4) 



7 月は「労働者派遣事業適正逼営推進月間です」
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の
学
月
中
と
書
厄
人
ご
―

校
中
力
の
だ
を
ま

5

に
．

｛
子
、

1
1
活
し
文
生
も
i

中
て
て
生
を
想
己
年
と
i

―
し
つ
の
験
感
し

3

と
~

ら
と
だ
で
体

か
手
あ
本
な
で
畔
ば
叙
。
一

月
助
に
日
ろ
の
だ
表
の
す
―

8

導
導
、
い
す
だ
代
ら
ま

年
指
指
ぎ
ろ
ま
い
を
か
し
~

昨
語
の
過
い
い
て
徒
方
介
~

~
英
生
が
で
思
い
生
の
紹
―

r
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
し

昨
年
8

月
か
ら
、
村
教
育
委
員
会
に

英
語
指
導
助
手
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
明
和
中
学
校
生
徒
の
英
語
教

育
の
向
上
と
村
の
国
際
交
流
の
推
進
の

た
め
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
私
は
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
本
村
に
来
て
か
ら

1
1カ
月
が
過
ぎ
た
今
、
日
本
の
生
活
に

も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

私
は
中
学
校
で
、
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
に
各
ク
ラ
ス
週
一
回
の
割
合
で
一

年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
に
英
語
の
先
生

と
一
緒
に
教
え
て
い
ま
す
。
授
業
が
な

い
時
は
日
本
語
の
漢
字
を
練
習
し
、
新

聞
も
大
体
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
週
第
2
•

第
4
金
曜
日
に
は
村
民

を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
を
公
民
館

で
行
い
、
村
民
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

私
の
出
身
地
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
は
、

和
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
く
あ
り
ま
す

の
で
和
食
に
は
慣
れ
て
い
ま
す
が
、
料

理
は
う
ま
く
作
れ
ま
せ
ん
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
比
較
す
る
と
、

最
初
は
違
う
と
こ
ろ
が
多
く
戸
惑
い
ま

し
た
が
最
近
で
は
慣
れ
て
き
ま
し
た
が

ま
だ
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
日
本
の
物
価
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
か
な

り
高
く
生
活
が
大
変
で
あ
り
ま
す
。

私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
で
す

※
 

ト
ム
は
私
に
と
っ
て
三
人
目
の

A
E

T

で
し
た
。
だ
け
ど
、
ト
ム
は
今
ま
で

の
人
と
違
っ
て
日
本
語
も
と
て
も
う
ま

く
、
初
め
て
会
っ
た
時
に
は
「
よ
ほ
ど

ア
メ
リ
カ
で
勉
強
し
て
き
た
ん
だ
な
あ
。
」

と
思
い
感
心
し
ま
し
た
。
授
業
中
も
冗

談
を
と
ば
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
風
景

の
写
真
集
を
わ
ざ
わ
ざ
公
民
館
か
ら
借

り
て
き
て
見
せ
て
く
れ
た
り
し
て
、
と

て
も
楽
し
い
英
語
の
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
時
々
廊
下
で
会
っ

た
り
し
た
時
に
ギ
H^
e
l
l
o
"
と
声
を
か
け
る

と
気
軽
に
"
H
e
l
l
o
"

と
、
に
こ
に
こ
し
な

が
ら
答
え
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
好

感
が
も
て
ま
し
た
。
た
だ
時
々
調
子
に

乗
り
す
ぎ
て
「
困
る
な
ぁ
」
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
根
は
と
て
も
良

い
人
な
の
で
き
っ
と
悪
気
は
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
ト
ム
ヘ
「
あ
り
が
と
う
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

そ
う
言
い
た
い
で
す
。

3年A組

阿部紀子さん

の
で
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
る
時
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
時
は
気
分
転
換
に
努

め
て
い
ま
す
。

英
語
指
導
助
手
と
し
て
の
契
約
期
間

は
一
年
間
で
す
の
で
、
こ
の
七
月
で
私

の
任
務
は
終
わ
り
ま
す
が
、
残
さ
れ
た

日
々
を
大
切
に
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か

け
て
一
生
懸
命
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ム
が
去
年
の
夏
に
来
て
、
私
達 3年C組

斉藤久美子さん

ト
ム
が
僕
達
の
学
校
に
米
て
、
も
う

一
年
近
く
た
ち
ま
し
た
。
最
初
に
ト
ム

を
見
た
時
は
、
と
て
も
ま
じ
め
そ
う
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
っ
し

ょ
に
勉
強
し
て
み
る
と
、
と
て
も
ユ
ニ

ー
ク
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、

ト
ム
と
の
勉
強
が
毎
回
毎
回
楽
し
み
で

し
た
。
そ
れ
に
僕
は
、
英
語
が
得
意
な

の
で
、
ト
ム
と
の
会
話
の
時
、
い
つ
も

ほ
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
僕
は
そ
の
こ

と
を
う
れ
し
く
、
そ
し
て
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。
僕
は
こ
れ
か
ら
も
ト
ム
に

学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
、
も
し
外
人
と

会
話
を
す
る
時
が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
を

思
い
だ
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
と
い
う
と
て
も
短
い
期
間
で

し
た
が
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
明
和
中
学
校
で
の
一
年

間
を
と
て
も
良
い
思
い
出
と
し
て
、
心

の
中
に
し
ま
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

さ
よ
う
な
ら
。

3年B組

鯉沼寛之君

年
生
は
、
A
E
T

か
三
人
目
。
初
め
て

の
明
和
中
だ
け
の
A
E
T

。
私
は
、
ま

さ
か
外
人
が
日
本
語
な
ん
て
勉
強
し
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
職
員
室
に
行
く
と
プ
リ
ン
ト
の
裏

な
ど
に
、
漢
字
の
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
ね
。
私
が
今
習
っ
て
い
る
漢
字
を
練

習
す
る
以
上
に
、
漢
字
の
練
習
な
ど
を

が
ん
ば
っ
て
い
た
ト
ム
。
私
は
、
感
心

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
私
達
と

一
緒
に
な
っ
て
日
本
語
を
話
し
て
く
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
ト
ム
が
ア
メ
リ
カ

に
帰
っ
た
ら
、
も
う
会
う
こ
と
が
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
彼
女
と
デ
ー
ト

し
た
り
、
旅
行
に
行
っ
た
り
し
て
、
毎

日
元
気
で
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ト
ム
が
明
中
に
米
て
く
れ
て
、
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。
今
度
明
和
村
に
来

た
時
、
明
和
町
に
な
っ
て
い
た
り
、
ど

こ
か
が
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
よ
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
…
…
。

一
年
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、

ト
ム
と
友
達
に
な
れ
た
日
々
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

二
年
生
の
時
は
あ
ま
り
英
語
が
好
き

で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ト
ム
と
全
然
話

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
ト
ム
が
い

つ
も
話
し
か
け
て
く
れ
る
の
で
、
今
で

は
ト
ム
と
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

3年D組

大谷直子さん

ト
ム
が
私
に
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
を
紹
介

し
て
く
れ
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
長
く
続
く
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
通
訳
の
仕
事

が
で
き
た
ら
。

ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
と

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

I
 

h
a
v
e
 t
o
 ta
k
e
 m
y
 h
at
 

off t
o
 

y
o
~ー
i
o
r

スw
o
r
kin
g

s
o
 hard. 

藤
真
須
先
生
、
本
当
に
す
ご
い
と
思

い
ま
す
。
藤
真
須
先
生
は
、
一
生
懸
命

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
で
、
僕
も

勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
を
見
習
わ
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

藤
真
須
先
生
と
の
思
い
出
、
僕
は
い

っ
ぱ
い
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
廊
下
で

会
っ
た
ら
1
^
H
e
l
l
o
"

と
言
っ
て
話
を
し
た

の
は
、
何
回
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

部
活
で
『
H
O
R
S
E』
を
覚
え
て
い
ま
す

か
。
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

Y
o
u
 are a
l
w
a
y
s
 ki
n
d
 t
o
 me
.
 

最
後
ま
で
、
親
切
に
英
語
を
教
え
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ひ
ま
が
あ
っ
た
ら
、
遊
び
に
米
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
。

G
o
o
d
'
b
y
e
!
 
M
r. 
T
o
m
.
 

一
菜A
E
T
ど
は
、
、
英
語
指
導
助
手
の
，
一

一
こ
と

r
,
'
,
'
,
'
 

ヽ
メヽ

3年E組

木村仁君

(5) 平成 4 年 7 月 10 日
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東
幼
稚
園
・
親
子
お
ん
ぶ
騎
馬
戦

斤
/

0

 

一

一
l
 

l

-

l
dぃ

•] 
` 

•
一

芝

女
性
ふ
れ
あ
い

セ
ミ
ナ
ー
学
級
生

花
々
t
植
え
込
む

親
子

X
ろ

つ

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
六
月
の

休
日
に
ミ
ニ
運
動
会
が
西
幼
稚
園
、
東
幼
稚
園
で
行
わ
れ
、

親
子
リ
レ
ー
、
綱
引
き
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
親
子

で
楽
し
み
ま
し
た
。

と
か
く
仕
事
に
追
わ
れ
、
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
り
が

ち
な
お
父
さ
ん
方
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
父
親
健
在
と
奮

闘
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
満
喫
し
た
よ
う
す
で
流
れ
る

汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

て
快
じ
汗

ゴIしつ教室

合年も盛況

恒
例
の
ゴ
ル
フ
教

室
が
、
村
教
育
委
員

会
の
主
催
で
、
五
・

六
月
の
夜
間
延
べ
十

日
間
、
館
林
市
内
の

ゴ
ル
フ
練
習
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

勤
め
帰
り
の
O
L

や
主
婦
が
多
く
、
受

講
生
二
十
人
中
半
数

以
上
が
女
性
と
あ
っ

て
華
や
か
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
事
業
の
一
環
と
し
て
、

女
性
を
対
象
に
女
性
ふ
れ
あ
い
セ

ミ
ナ
ー
が
六
月
十
一
日
、
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に

級

季
節
の
花
々
を
植
え
込
み
ま
し
た
。
生

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
会
の
急
速
学

に
即
応
で
き
る
知
識
、
技
能
を
身
一

ナ

に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

L“ 

ミ

毎
年
開
講
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
セ
‘

は
「
現
代
社
会
に
対
応
で
き
る
婦
二

人
の
生
き
方
を
求
め
て
・
環
境
問
t

題
に
つ
い
て
考
え
る
」
が
年
間
の
植
―

テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。
仕
一

今
回
植
え
込
み
し
た
の
は
、
べ
花
／

コ
ニ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
で
、
▼

k
`
,
'

今
後
は
、
キ
ク
や
コ
ス
モ
ス
な
ど

を
育
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
増
や
し

て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

本
村
で
は
、
花
を
愛
す
る
人
た

ち
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
中
で
す
。

平成 4 年 7 月 10 日 (6) 
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▼募金を前に東小児童代表

l] 9 

広
く
消
費
者
の
食
品
衛
生
に
関
す
る

意
見
、
要
望
等
を
求
め
て
、
こ
れ
を
食

品
衛
生
行
政
に
反
映
し
、
そ
の
向
上
に

資
す
る
た
め
県
で
は
、
本
年
五
月
一
日

か
ら
新
た
に
食
品
衛
生
モ
ニ
タ
ー
を
制

食
品
衛
生
モ
ニ
タ
ー 柿沼みさ子さん

こ
の
ほ
ど
東
小
（
校
長
・
佐
藤
紀
一
）

の
児
童
は
ユ
ニ
セ
フ
（
国
際
連
合
児
童

基
金
）
に
二
七
、
四
三
七
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
全
校
児
童
が
自
分
た
ち
の
小

遣
い
な
ど
を
節
約
し
募
っ
た
も
の
。
自

分
ら
と
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
栄
養

不
足
や
、
安
全
な
飲
み
水
が
な
い
た
め

に
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
学
校
へ
行
け

な
い
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。
少

し
で
も
、
栄
養
不
足
の
子
ど
も
を
減
ら

し
、
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
と
、
同
校

で
は
数
年
前
か
ら
ユ
ニ
セ
フ
募
金
を
行

っ
て
い
ま
す
。

橋本文江さん

: : のと ここす新聞: 王 7 サ
りの 月 ＾、マ
など 宝く 朝▲刊~—·· ~ ~ 2B 0 振別梅ジ1 
にじ （月）
使ゎ 明の 紙くか 興宝 市ャ上はられ ] る収益

表発にさ 2月日70 予約受付 く村町 塁ンま金
す゜ みは
よ市 ど＜し、旧; れ（月） ^ 
街中 まの申 じ

(7) 

翠

堀ロキヨ子さん

ユ
ニ
セ
つ
募
金

県
で
は
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
度
は
、
本

村
で
は
次
の
二
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
県
政
モ
ニ
タ
ー
ヘ
お
話
し
く

だ
さ
い
。
〔
敬
称
略
〕

橋
本
文
江
（
中
谷
）

6
闘
2
0
8
3

柿
沼
み
さ
子
（
江
口
）
6
闘
2
0
7
2

東
小
児

童

県
政
モ

-■ 
ヽ—

タ
ー

度
化
し
、
委
嘱
し
ま
し
た
。
今
後
一
年

間
に
わ
た
っ
て
食
品
等
に
つ
い
て
、
消

費
者
と
し
て
注
意
を
は
ら
い
、
食
品
衛

生
上
不
良
と
認
め
ら
れ
る
も
の
ま
た
は

そ
の
疑
い
が
あ
る
も
の
を
発
見
し
た
と

き
は
、
保
健
所
に
連
絡
す
る
な
ど
の
ほ

か
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
協
力
な
ど
、
消
費
者
意
識
の

高
揚
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
四
年
度
は
、
本
村
で
は
次
の
方

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

堀
ロ
キ
ヨ
子
（
新
里
）C
闘
2
6
2
9

i
平
成
5
年
3
月
、
大
学
・
短
大
・
高

一
専
・
専
修
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
皆
様
へ
、

一
県
・
公
共
職
業
安
定
所
・
（
社
）
県
総

一
合
労
働
力
対
策
協
会
の
主
催
に
よ
る
集

叫
団
求
人
説
明
会
が
左
記
の
と
お
り
行
わ

[
れ
ま
す
。

i
圏
日
時1
1
7

月
2
9
日
困
午
後1
時
か
ら

-
0
会
場
1
1

太
田
市
社
会
教
育
総
合
セ
ン

一
タ
ー
（
太
田
市
熊
野
町2
3
_
1
9
)

一
※
詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所

呻

6
⑰
4
3
6
5
へ
。

一
扇
風
機
は
使
用
前
に

i
必
す
自
己
点
検
を

一
そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍
す
る
季
節
。

血
安
全
に
使
う
た
め
、
十
分
な
点
検
を
行

旧
い
ま
し
ょ
う
。
羽
根
の
回
転
や
モ
ー
タ

一
部
の
熱
、
ニ
オ
イ
、
音
な
ど
に
異
常
が

一
あ
っ
た
ら
次
の
チ
ェ
ッ
ク
を
。

一
▼
プ
ラ
グ
が
抜
け
て
い
な
い
か
▼
夕

叩
イ
マ
ー
ツ
マ
ミ
が
「
切
」
に
な
っ
て
い

叩
な
い
か
▼
ガ
ー
ド
が
変
形
し
て
い
な
い

一
か
▼
ガ
ー
ド
や
羽
根
の
取
り
付
け
が
ゆ

一
る
ん
で
い
な
い
か
な
ど
。

一
そ
れ
で
も
異
常
が
あ
れ
ば
、
発
煙
•
発

一
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に

呻
フ
ラ
グ
を
抜
い
て
使
用
を
中
止
し
て
く

だ
さ
い
。
再
使
用
の
際
に
は
必
ず
販
売

店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

集
団
求
人
説
明
会

来
春
卒
業
さ
れ
る
皆
様
へ

平成 4 年 7 月 10 日
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晶

ハ
ロ
ー
健
康
④

七
月
一
日
か
ら
1

カ
月
間
、
法
務
省
な
ど
が
主
唱
で
、
全
国
一
斉
に
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
展
開
中
で
す
。

「
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
」
と
す
る
も
の
で
す
。

歯
な
ら
び
の
悪
い
子
ど
も
が
、
最
近

増
え
て
い
ま
す
。
原
因
の
ひ
と
つ
に
、

現
代
っ
子
は
軟
食
を
好
む
た
め
に
、
あ

ま
り
か
ま
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
大
き

く
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
か
め
ば
、
い
ろ
ん
な
効
用
が
あ

り
ま
す
。
か
み
ご
た
え
の
あ
る
食
品
を

一
ロ
2
0
1
3
0
回
以
上
か
み
ま
し
ょ
う
。

＊
か
む
こ
と
の
効
用

①
食
物
の
消
化
を
助
け
る

②
あ
ご
の
発
達
を
う
な
が
す

③
脳
の
は
た
ら
き
を
活
発
に
す
る

④
味
や
歯
ご
た
え
を
楽
し
み
、
満
足
感

を
与
え
る

⑤
気
持
ち
が
お
ち
つ
き
、
イ
ラ
イ
ラ
を

解
消
す
る

⑥
食
べ
す
ぎ
を
抑
え
る

⑦
だ
液
の
分
泌
が
よ
く
な
る

⑧
歯
ぐ
き
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
歯
肉
炎

を
防
ぐ

第42回

“社会を明る＜

する運動”

ふ
れ
あ
い
と
対
話
か
築
く
明
る
い
社4

＊
か
み
ご
だ
え
の
あ
る
食
品

⑨
が
ん
を
予
防
す
る

⑲
ボ
ケ
を
防
ぐ

だ
液
中
の
あ
る
物
質
が
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
痴
呆
症
を
防
ぐ
物
質
に
変

わ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が

あ
り
ま
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
も

う
一
度
か
む
と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か

り
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
か
む
習
慣
を
養
う
だ
め
に

1

乳
児
期

母
乳
を
吸
わ
せ
る
こ
と
で
口
を
き
た

え
る
。

2

離
乳
期

月
令
に
応
じ
て
徐
々
に
硬
さ
を
増
す
。

3

幼
児
期

奥
歯
が
は
え
て
き
た
ら
か
み
ご
た
え

の
あ
る
も
の
を
与
え
る
。

フ：二需響
夏）／：ま‘し
いり豆

ピーナッッ スルメ

ロニ三
平成 4 年 7 月 10 日 (8) 



◎
日
時

1
1
7

月
1
1
0
月
ま
で
の
期
間

計
1
3回

午
前
9
時
3
0
分
か
ら
1
1
時
3
0
分

◎
会
場

1
1

社
会
体
育
館
他

◎
対
象
者
1
1
6
0
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

◎
募
集
人
数
1
1
5
0
人

◎
内
容

1
1

各
種
軽
ス
ポ
ー
ツ
他

◎
参
加
費
i
i
無
料
（
た
だ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
代
3
6
0
円
が
か
か
り
ま
す
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
7

月

2
1
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集

m 
I
I
い
い
汗か

こ
う
I
I

前
日
か
ら
の
雨
で
、
会
場
を
敷
島
公

園
県
営
陸
上
競
技
場
か
ら
県
総
合
体
育

セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
開
催
。
競
技
も
市

町
村
対
抗
の
男
子
綱
引
き
だ
け
と
な
り

ま
し
た
が
、
人
気
の
種
目
と
あ
っ
て
会

場
は
熟
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

本
村
か
ら
も
、
役
員
、
選
手
合
わ
せ

て
五
十
人
余
り
が
参
加
し
、
健
闘
し
ま

し
た
が
、
2
回
戦
で
敗
退
い
た
し
ま
し

こ
。t
 

▽
監
督
1
1

武
井
英
夫
、
選
手
1
1

風
間

徳
教
、
吉
永
雄
二
、
関
口
武
美
、
磯
野

茂
、
原
島
重
夫
、
石
橋
一
郎
、
野
木
村

第
9

回
票
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
結
果

大須江南梅新千田

輪 口大原 津

島 A 里井島A
 
賀 A
 

▽
一
位
1
1

新
里
老
人
ク
ラ
ブ
▽
二
位

1
1

南
大
島
老
人
ク
ラ
ブ
B

▽
三
位
1
1

須

賀
八
千
代
会
▽
四
位
1
1

田
島
高
砂
会

第
1
1回
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

▲優勝した「新里老人クラブ」

.. ^.--' 

• B ブロック優勝の「リリーズ」

印
I
I
い
い
汗か

い
だ
I
I

◎
日
時

1
1
8

月
の
期
間
計
9
回

午
前
9
時
3
0
分
1
1
1
時
3
0
分

◎
会
場

1
1

社
会
体
育
館

◎
対
象
者
1
1

村
内
在
住
で
健
康
な
家
庭

婦
人

◎
募
集
人
数
1
1
3
0
人

◎
内
容

1
1

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基
本

◎
参
加
費
1
1
無
料
（
た
だ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
代
3
6
0
円
が
か
か
り
ま
す
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
7

月

3
1
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

--
’’'" •. "m  -

▲優勝した「ドラゴンズ」

薫
、
丸
山
六
男
、

策
、
落
合
芳
雄
、

作
、
薗
部
精
治
、

清
、
千
葉
譲
、

一
、
篠
木
英
治

石
川
明
男
、
田
口
昭

田
村
則
男
、
田
口
栄

中
島
幸
一
、
中
島

篠
木
道
夫
、
立
川
祐

〔
敬
称
略
〕

▽
一
位
1
1

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
▽
二
位
1
1

大

佐
貰
▽
三
位
1
1

新
里
・
体
育
指
導
委
員

• A ブロック優勝の「キャッツ愛」

〔A
ブ
ロ
ッ
ク
〕

▽
一
位
1
1

キ
ャ
ッ
ツ
愛
▽
二
位
1
1

明

和
ク
ラ
ブ

〔B
ブ
ロ
ッ
ク
〕

▽
一
位
1
1

リ
リ
ー
ズ
▽
二
位
1
1

大
佐

貰
ク
ラ
ブ

(9) 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者
募
集

第

3
4
回

野
球
大

会
村
民

結
果

第
1
7回
春
季
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
結
果

平成 4 年 7 月 10 日



( 
くらしの情報

館林地区消防組合
消防職員募集
館林地区消防組合では、平成 5 年

度採用の消防職員を募集します。

®募集人員＝若干名

圏応募資格＝消防組合管内に住んで

いる高校卒業（卒業見込みを含む）

の方で、昭和47年 4 月 2 B から昭

和50年 4 月 1 日までに生まれた H

本国籍を有する方。

ただし、管外に住んでいても、家

族が管内に住んでいれば応募でき

ます。

蒼応募期間＝ 8 月 5 日～ 8 月 26 日

0試験 B ＝第 1 次試験 9 月 20 日（日）

第 2 次試験 10月上旬

※詳しくは、館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係合（72) 3171 

. 案内 ヽ
ー
ノ

コンピューター講座
館林商工高校で開催

圏日 時＝ 8 月 8 日～ 10 月 31 日の期

間の土曜日（全10回） 午後 2 時

から 5 時まで

圏会 場＝県立館林商工高校（南大

島地内）

圏対象者＝ 18歳以上の県内在住、在

勤者

0定員＝35人（超えた場合抽選）

奎内 容＝ワープロとコンピュータ

ーを使った表計算の講座

〇受講料＝無料

〇受付期間＝ 7 月 13 日～ 7 月 28 日

全申込先＝村教育委員会

※詳しくは、村教育委員会合（84)

4491へ。

放送大学学生募集
放送大学では、平成 4 年度第 2 学

期入学生を募集しています。

〇募集人員

全科履修生＝ 2,000人

選科履修生・科目履修生＝6,000人

0出願受付＝ 7 月 15 日～ 8 月 15 日

蒼申し込み・問い合わせ先

〒371 前橋市若宮町 1 -12-26 

放送大学群馬学習センター

合0272 (32) 5381へ。

ぐんま長寿学園
受講者募集

0 日 時＝ 8 月 25 日から 12 月 14 日ま

での合計17回午後 1 時～ 4 時

衝会場＝東毛学習文化センター・

太田市勤労会館

〇対 象＝おおむね55歳以上の方で

17回受講でき通学可能な方

圏定 員＝ 60名（定員になり次第締

め切ります。）

圏受講料＝原則として無料

圏受付期間＝ 7 月 10 日～ 8 月 5 日

※申し込み・問い合わせ先＝東部教

育事務所社会教育課 ぐんま長

寿学園係合 (31) 7151へ。

高齢者福祉推進員

が配置される
高齢者団体の指導援助などを担当

する福祉推進員が配置されました。

どなたでもお気軽にご相談ください。

※詳しくは、邑楽福祉事務所（館林

市）合（73) 2141 へ。

平成 4 年 7 月 10 日

ヘ゜

東京消防庁
消防官募集（高卒）
圏受験資格＝昭和40年 4 月 2 B から

昭和50年 4 月 1 日までに生まれた

男子

0試験日・試験場＝ 9 月 23 日（水）東京

会場

0試験＝教養試験、作文試験、適正

検査

圏申し込み＝ 7 月 1 日から 8 月 8 日

までに東京消防庁人事部採用係

〇詳しくは、同人事部採用係 合03

(3212) 2111へ。

物価啓発通信講座

受講生募集
県では物価問題に関心を持ちなが

ら、いろいろな事情で講演会などに

参加できない方のために、通信教育

により学習できる物価啓発通信講座

「くらしと物価」を開講します。

0学習期間＝ 9 月から 12月まで

〇応募資格＝県内に居住する 18歳以

上の方

圏募集人員＝ 100名

圏受講料＝無料

〇受付期間＝ 7 月 31 日まで

圏申込方法＝往復はがきに住所・氏

名・年齢・性別・職業・電話番号

を記入してください。

〇申し込み・問い合わせ先＝〒371

前橋市大手町1-1-1 県民生活課

合0272 (23) 1111 内線2463へ。

村の無料法律相談

◇日時＝ 8 月 10 日（月）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受 付＝ 8 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

乳児健診

◇日時＝ 8 月 12 日（水）午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日時＝ 8 月 4 日因午後 1 時～ 2 

時

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

8 月は都合により休ませていただき

ます。

交通事故相談

◇日時＝ 8 月 13 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 8 月 6 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

身体障害者巡回診査

◇日時＝ 7 月 20 日(fJ)午前11時～午

後 2 時受付

◇場所＝村デイサービスセンター

◇内 容＝医学診断（肢体）、義肢・補

聴器修理

身体障害者個別相談会

◇日時＝ 7 月 13 日(Ji)午後 1 時3紡｝～

3 時受付

◇場所＝村デイサービスセンター

(10) 
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いつも元気な和樹くん

の
は
な

物
車
に

宝
な
人

て
き
い

ベ
好
広

並
番
の

）
と
一
じ

賢
二
さ
ん
の
長
男
谷
然
で
な

美
智
子
さ
ん
中
整
中
あ
（
に
の
の
屋
車
り
。

部
動
や
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、
自
い
さ

で
。
思
母

き
す
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で
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好
ま
す
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が
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健
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車
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、
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動
し
集
は
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自
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収
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う
ミ
将
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よ
ゴ
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゜
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4
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あ
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ず
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渥
美
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く
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職業ガイダンス移動
相談所が開設されます

勤労青少年および大学生や専門学校生などを対象

に、相談所が開設されます。

卍日時＝ 7 月 25 日（土）・ 26 日（日）

午前10時から午後 4 時まで

0会場＝キンカ堂館林店 1 階

0相談内容など

(1)カウンセラーによる職業相談

(2) コンピューターによる適性検査

(3)職業生活設計などに関する相談

(4)適職探索のための情報提供

〇費用＝無料

※詳しくは、群馬雇用促進センターff0272(35)6100

水の事故防止
夏休みを迎え、水辺で遊ぶ子供たちの姿が目につ

くようになりました。

毎年この季節は、水の事故が心配されます。次の

事に注意しましょう。

◎子供から目を離さない。

◎危険な河川や池・沼などで遊ばせない。

◎危険な水遊びをしていたら注意して止めさせる。

献血にこ協力ください

夏は、暑さなどのために献血者が滅少しがちで

す。皆さん、ぜひ献血にご協力ください。

0 日時＝ 7 月 24 日（鉗午前10時30分～午後 3 時

圏場所＝中央公民館

7月は「愛の血液助け合い運動」の期間です。

0
:

り

.
0
.
.
.
.
.
.
~
.
.、
.. 
"
 

特定疾患に該当される方申請ください

村では、毎年 8 月と 12月に、原因が不明で治療法も確立し

ていないうえ、長期の療養を必要とする難病・表ー①（特定疾

患）に悩まされている患者または家族に対し、その精神的負担

の軽減と、福祉の増進を図るため見舞金を支給しています。

該当する方（表一①参照）は、 7 月 20 日までに「特定疾患
医療受給者証」と印かんを持参のうえ、役場住民課へ申請＜

ださい。

※詳しくは、住民課

( 

特定疾患医療給付対象疾病（表一①）

疾 患 名 疾 患 名

1 ベーチェット病 18 劇症肝炎

2 多発生硬化症 19 悪性関節リウマチ

3 重症筋無力症 20 パーキンソン病

4 全身性エリテマトーデス 21 アミロイドーシス

5 スモン 22 後縦靱帯骨化症

6 再生不良性貧血 23 ハンチントン舞踏病

7 サルコイドーシス 24 ウィリス動脈輪閉塞症

8 筋萎縮性側索硬化症 25 ウェゲナー肉芽腫症

9 強皮症・皮膚筋炎及び多発生筋炎 26 特発性拡張型（うっ血型）心筋症

10 特発性血小板減少性紫斑病 27 シャイ・ドレーガー症候群

11 結節性動脈周囲炎 28 表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型）

12 潰瘍性大腸炎 29 膿疱性乾癬

13 大動脈炎症候群 30 広範脊柱管狭窄症．

14 ビュルガー病 31 原発性胆汁性肝硬変

15 天疱癒 32 重症急性膵炎

16 脊髄小脳変性症 33 特発性大腿骨頭壊死症

17 クローン病

きゆうに

シートベルト着用 92 特別対策の実施
これから夏にかけて暑さ、だるさ、気のゆるみなどから、

交通事故が急増すると予想されます。

過去 5 年間の四輪乗用中の死亡事故の内容を分析した結果、

シートベルトを着用していれば助かったと思料される事故が

極めて多い状況にあります。ちなみに平成 3 年度県内の四輪

乗車中死者は106人、その内シートベルト非着用者92人 (84.4%) 

の内シートベルトを着用していれば54人 (58. 7%) の人が命

を落とさずにすんだと思われます。

このようなことから県警では、シートベルト着用の向上を
きゅうに

図るため、 7 • 8 • 9 月の 3 か月間を「シートベルト着用92

特別対策」と銘打って実施いたします。

（平成 3 年中四輪乗車中の死者106人の分析結果から）

Q
 

ff (84) 3111 にお問い合わせください。

シーfベノ外は盆綱必ず着屑ばしょう）

(11) 平成 4 年 7 月 10 日
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i 村の人口 ! I.  ~ --~. -- l 
! 7 月 1 日現在 i 
！世帯数 2,995戸！
I _ ___ __ i 
：人日総数 11,157人i
: = --, -". I 
i男 5,604人｝
i女 5,553人i
i (6 月中の動き） i 
！出生10人死亡 6 人i
l 

i転入71人転出27人i
ヽ

L_————-=-——————————--——————————--} 

ご
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日
産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

7 月 12 日
浜野病院川田医院 大塚医院·合(72)0176 慶友病院 館林地区と

曜 合(88)5678 合 (72)3724 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 同じです。

7 月 19 日
横田（婦）医院小倉医院 記念病院合(72)3155 礫川堂医院 小西医院

当
合 (72)0255 合 (72)0606 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)0184 合 (8ら） 2261

7 月 26 日
白沢医院大神医院 後藤（内）医院合 (72)0134 永寿堂医院 竹越医院
合(72) 1600 ft(62)2200 上野医院合(72)3330 合 (72)4469 合 (84)3137

番

ふ話：でで; ま与8 月 2 日
落合医院川田（耳）医院 森下医院合(73) 7776 海宝医院 館林地区と

医
合 (72)3160 ff(72) 3314 清河堂医院合(72)3070 合 (74)0811 同じです。

8 月 9 日
根岸医院川村医院 須田医院合(72)0862 新橋病院 館林地区と

合 (72) 3262 合 (72) 1337 横田（善）医院合 (72)4970 合 (75)30 I I 同じです。

6 月の

` つ37救急車出動回数

●交通事故 9 件

●急病 4 件

•その他 6 件

●計 19 件

代
表
薗
部
し
げ
子

ひ
ま
わ
り
会

⑦
 

代
表
坂
上
若
栄

書
道
ク
ラ
ブ

昭
和
五
十
七
年
五
月
、
教
育
委
員
会

で
書
に
つ
い
て
基
本
を
身
に
つ
け
、
日

常
生
活
に
生
か
し
、
心
に
潤
い
の
あ
る

暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
な
学
習
の
目
標

で
、
定
期
講
座
と
し
て
書
道
教
室
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
が
、
一
年
で
卒
業
の

た
め
、
以
後
続
け
た
い
と
い
う
希
望
者

が
多
く
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
に
鈴
木

好
男
先
生
を
講
師
に
迎
え
書
道
ク
ラ
ブ

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

書
の
内
容
は
、
楷
書
、
行
書
、
草
書
、

か
な
等
各
個
人
の
好
み
を
親
切
丁
寧
な ⑥

 
指
導
の
も
と
に
練
習
を
し
て
、
そ
の
成

果
を
文
化
祭
、
公
民
館
ま
つ
り
に
展
示

し
、
村
民
の
方
の
観
覧
を
い
た
だ
い
て

ひ
ま
わ
り
会
も
誕
生
し
て
早
六
年
目

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
達
も
、
色
々
の
分
野
で
そ
の
都
度

練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
野
本
ハ
ル

さ
ん
の
指
導
の
も
と
に
踊
り
を
、
鈴
木

喜
代
子
さ
ん
の
三
味
線
に
の
せ
て
民
謡

を
、
ま
た
、
大
正
琴
を
勉
強
し
、
文
化

祭
、
公
民
館
ま
つ
り
、
村
民
体
育
祭
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

―
つ
の
行
事
が
終
る
た
び
に
反
省
会

を
開
き
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
、
楽
し

み
方
を
話
し
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
色
々
と
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
人
間
関

係
を
深
め
て
、
こ
の
明
和
村
に
生
き
る

こ
と
を
誇
り
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
先
生
方
、
先
輩
の
皆
様

方
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

行
っ
ち
ゃ
い
や
と
拗
ね
つ
つ
掘
り
て
賜

ひ
た
る
忘
勿
草
よ
空
色
に
ひ
か
る

立
岡
正
夫

春
嵐
吹
き
荒
る
る
夜
半
覚
め
し
目
に
叔

父
の
後
姿
お
ぼ
ろ
に
ぞ
顕
つ瀬

下

か
ほ
や
が
沼

一
江

こほろぎ

短歌会

お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
、
書
の
苦
し
み
か
ら
書
の

面
白
さ
に
入
り
た
い
と
、

N
H
K

の
書

道
検
定
に
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

五
月
か
ら
二
十
名
近
く
の
方
が
大
東
書

道
に
明
和
支
部
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
二
十
二
名
。
公
民
館
の

第
二
会
議
室
で
、
毎
月
第
一
、
第
三
日

曜
日
の
月
二
回
、
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
の
二
時
間
、
練

習
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。
私
達
会
員

一
同
は
、
文
化
向
上
の
一
翼
に
寄
与
し

た
い
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
]

圏
黒
澤
高
さ
ん
（
梅
原
）
は

5
万
円

圏
横
塚
房
雄
さ
ん
（
千
津
井
）
は5
万
円

0
渡
邊
徹
さ
ん
（
矢
島
）
は

5

万
円

〇
館
林
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
（
理
事
長

栗
原
良
二
さ
ん
）
は
1

万
円

圏
野
本
久
雄
さ
ん
（
千
津
井
）
は3
0万
円

〇
小
林
め
ぐ
み
さ
ん
（
上
江
黒
）
は5
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

1
1

あ
め
で
だ
ー

氏
名
父
母
名
続
柄

横
塚
美
保
宙
心
紅
子
長
女

吉
田
『
叩
史
汀□
三
男

田
中
良
一
騨
輝
長
男

っ
ぽ

岡
本
翼
日
日
諭
代
長
男

さ
や

戸
ケ
崎
沙
也
豆
□
長
女

は
る
ひ
こ

江
塚
温
彦
H
I
J
寿
汀
長
男

し
ょ
ヘ

高
澤
翔
旺
輝
長
男

ゅ
ぃ

福
田
結
衣
慣
み
豆
長
女

み
さ
と

東
美
里
と
ば
子
二
女

内
山
翔
心
し
豆
長
男

村
田
博
基
麟
か
厄
二
男

ー
あ
く
や
み
I
I

名
年
齢
世
帯
主

正
名
9
5

み
つ

6
8

さ
く

7
7

榮
二
6
4

評
江

7
3

保
雄

6
7

江
森
政
美

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

戸
隠
に
来
て
食
む
手
打
ち
の
そ
ば
汁
に

相
好
く
ず
す
亡
父
の
顔
浮
く奈良

原
き
く
の

花
見
酒
に
酔
ふ
夫
の
肩
の
花
び
ら
を
背

高
き
孫
が
後
よ
り
吹
く

柿
沼
ま
つ

黒
枠
の
弟
目
顔
に
「
頼
む
よ
」
と
言
い

い
る
ご
と
し
心
に
響
く

吉鯉矢野新篠
永沼澤中井木氏

か力喜
純忠一
つン郎

梅大南江江南地
佐大 大

原貫島口口島区

% % % % % % i喜

大南南
大大

輪島島谷原

中梅新大大矢新千地

里間区
% %8 %5 % % り堂% % % % % 

里輪輪

% 

島

平成 4 年 7 月 1、0 日 (12) 
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▲表彰式風景

平成3年度組合別納税額・完納回数

＼組合名＼区＼分、 収入済額 連続

組合員 税 額 完納回数

斗合田 88 人 33,569,400円 29 回

下江黒 83 37,064,400 28 

上江黒 132 33,143,500 20 

千津井 140 45,820,700 4 

江 口 149 47,501,600 22 

田 島 144 38,344,900 32 

南大島 318 85,757,300 15 

新 里 358 97,942,600 

中 クロ 258 70,394,600 

梅 原 220 75,061,100 3 

J 11 俣 111 29,089,800 25 

須 賀 121 27,745,700 20 

大 輪 221 46,477,200 

入ケ谷 36 8,066,000 33 

矢 島 171 79,814,700 

大佐貫 165 48,347,800 

計 2,715 804,141,300 

ト
ッ
プ
の
入
ヶ
谷
、

(0 村（県）民税 〇固定資産税
玄対象としだ税 〇軽自動車税 0 国民健康保険税（特徴、法人、村外分等除く） ) 

平
成
三
年
度

平
成
三
年
度
村
税
完
納
表
彰
式
が
七

月
二
十
七
日
、
中
央
公
民
館
で
村
内
十

六
納
税
組
合
長
（
区
長
）
を
は
じ
め
、

来
賓
の
村
議
会
議
長
、
館
林
税
務
署
長
、

館
林
財
務
事
務
所
長
、
そ
の
他
関
係
者

3
3回
連
続
完
納

村
税
完
納
表
彰
式

多
数
か
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
年
度
は
十
六
組
合
（
行
政
区
）
中
、

十
一
組
合
が
完
納
、
入
ヶ
谷
の
三
十
三

回
連
続
完
納
を
ト
ッ
プ
に
、
田
島
の
三

十
二
回
、
斗
合
田
の
二
十
九
回
、
下
江

黒
の
二
十
八
回
と
続
き
ま
す
。

一
方
、
大
佐
貫
が
十
三
回
で
ス
ト
ッ

プ
、
新
里
、
中
谷
、
大
輪
、
矢
島
は
引

き
続
き
完
納
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
等
の
成
果
は
、
納
税
者
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
得
ら
れ

る
も
の
で
す
。

式
で
は
、
こ
れ
等
の
ご
労
苦
に
対
し
、

村
長
の
感
謝
の
こ
と
ば
、
来
賓
の
方
々

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
村
か
ら
完

納
さ
れ
た
組
合
に
表
彰
状
と
金
一
封
を
、

そ
の
ほ
か
の
組
合
に
は
努
力
賞
を
贈
り

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
保
つ

た
め
、
交
通
安
全
施
設
な
ど
を
点
検

整
備
す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
正
し

い
利
用
と
愛
護
思
想
を
普
及
し
、
道

路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に

使
用
す
る
機
運
を
高
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

期
間
中
は
、
交
通
安
全
施
設
・
危

険
個
所
の
点
検
整
備
や
、
不
法
に
道

路
を
占
用
し
、
通
行
の
障
害
や
道
路

環
境
の
悪
化
を
き
た
し
て
い
る
広
告

物
な
ど
の
撒
去
を
行
い
ま
す
。

る
月
間

L

で
す

八
月
は
「
道
路
を
ま
も

「
電
気
使
用

安
全
月
間

L

電
気
知
識
の
普
及
と
、
夏
季
の
電

気
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
月
間
で
す
。

電
気
の
安
全
は
お
使
い
に
な
る
皆

さ
ん
が
主
役
で
す
。
電
気
機
器
を
安

全
に
使
う
た
め
次
の
五
つ
の
約
束
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

〇
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
あ
な
た
を

守
る
漏
電
遮
断
器
。

0

し
っ
か
り
付
け
よ
う
ア
ー
ス
線
。

o
w
.
〶
マ
ー
ク
は
安
全
マ
ー
ク
。

〇
必
ず
取
扱
い
説
明
書
を
読
み
ま
し

ょ
う
。

〇
ぬ
れ
た
手
で
電
気
製
品
に
さ
わ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

で
す

八
月
は

平成 4 年 8 月 10 日 (2) 



回村議会臨時会

役場の完全週休
第 2

2
 
B 制

実施に伴 ニ
ノ条例改正を可決

平
成
三
年
度
明
和
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

道
路
橋
り
ょ
う
費
（
六
億
三
、
〇
九

三
万
七
千
円
）
の
翌
年
度
繰
越
額
四
、

報

▲議会風景

明
和
村
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の

部
改
正
に
つ
い
て

八
三
二
万
八
千
円
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
村
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
四
年
第
二
回
村
議
会
臨
時
会
ガ
、
七
月

三
巳
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
役
場
の
完
全
週

休
二
日
制
実
施
に
伴
う
条
例
改
正
や
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
な
と
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

完
全
週
休
二
日
制
の
導
入
に
よ
り
、

八
月
か
ら
す
べ
て
の
土
曜
日
が
村
の
休

日
と
な
り
ま
し
た
。

明
和
村
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

明
和
村
の
機
関
の
完
全
週
休
二
日
制

実
施
に
伴
う
条
例
の
改
正
で
、
一
週
間

の
内
の
勤
務
日
を
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
と
し
、
勤
務
時
間
も
週
四
十
時
間

に
改
正
さ
れ
、
七
月
三
日
か
ら
三
カ
月

以
内
の
う
ち
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

明
和
村
の
機
関
の
完
全
週
休
二
日
制

実
施
に
伴
う
条
例
の
改
正
で
、
土
曜
日

の
宿
直
は
午
後
か
ら
翌
朝
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
日
直
と
し
て
勤
務

す
る
た
め
、
条
文
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。じ

ん
芥
清
掃
車
の
運
転
用
務
等
に
従

事
す
る
者
に
対
し
て
一
日
千
円
の
旅
費

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
平

成
四
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま

し
た
。

明
和
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
四
年
度
明
和
村
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

0
七

羊
我

———
-R 

案

明
和
中
学
校
南
校
舎
大
規
模
改
造
工

事
を
行
う
た
め
、
建
設
業
者
五
社
に
よ

る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
一
億
一
、

三
一
七
万
円
（
消
費
税
含
む
）
で
、
荒

井
建
設
株
式
会
社
（
大
佐
貫
）
と
工
事

請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
五
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
三
五
億
二
、
一
―
六
万
円
に
し
ま
し

た
。
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

【
歳
入
】

▽
繰
入
金
：
・
四
九
七
万
一
千
円
〔
四
億

八
、
四
九
七
万
三
千
円
〕

▽
繰
越
金
…
二
四
七
万
一
千
円
減
額
〔
五
、

四
六
七
万
三
千
円
〕

【
歳
出
】

▽
商
工
費
…
二
五
0
万
円
〔
四
、

九
万
六
千
円
〕

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
二
八
万
三
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
億
四
、
八
九
八
万
円
に
し
ま

し
た
。
〔
〕
は
補
正
後
の
総
額

【
歳
入
】

▽
繰
越
金
…
六
二
八
万
三
千
円
〔
六
四

一
万
円
〕

【
歳
出
】

▽
諸
支
出
金
…
六
二
八
万
―
二
千
円
〔
六

ニ
八
万
八
千
円
〕

(3) 

告

平
成
四
年
度
明
和
村
一
般
会
計

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

平成 4 年 8 月 10 日
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第 12 回明和消防団
ポンプ操法競技大会

．、,..... ~. ~ 

--------
機
械
器
具
等
の
基
本
的
な
取
扱
い
と

操
作
の
方
法
を
習
得
し
、
も
っ
て
火
災

防
ぎ
ょ
の
万
全
と
有
事
即
応
の
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
明
和
消
防

団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
が

七
月
十
二
日
、
東
洋
運
輸
抹
駐
車
場
（
矢

島
）
で
行
わ
れ
、
成
績
は
次
の
通
り
で

し
た
。

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し

た
第
三
分
団
第
二
班
は
、
平
成
元
年
か

ら
四
年
連
続
の
優
勝
で
あ
り
ま
す
。

0
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

▽
優
勝
…
第
二
分
団
第
一

班
▽
二
位
…
第
三
分
団
第
一

班
▽
―
二
位
…
第
一
分
団
第
一

班圏
同
（
個
人
）

▽
優
秀
賞
1
1

指
揮
者
…
荒

川
雅
男
（
斗
合
田
）
、
一
番
員

·
：
本
澤
雅
樹
（
南
大
島
）
、
ニ

番
員
：
松
本
誠
（
大
輪
）
、

三
番
員
：
・
篠
原
和
浩
（
下
江

黒
）
、
四
番
員
：
唐
沢
浩
一
（
南

大
島
）

蒼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

▽
優
勝
…
第
三
分
団
第
二

班
▽
二
位
…
第
一
分
団
第
二

員
班
▽
三
位
…
第
二
分
団
第
二

班

団るす
圏
同
（
個
人
）

訊
▽
優
秀
賞1
1指
揮
者
…
石

土
兄て

川
功
（
矢
島
）
、
一
番
員
：
·

作
浅
見
修
（
中
谷
）
、
二
番
員

動な
…
奈
良
高
志
（
田
島
）
、
三
番

敏
員
：
篠
木
英
治
（
大
佐
貫
）

機▲
〔
敬
称
略
〕

迅
速
な
行
動
と
、

▲小型ポンプの部（団体）優勝の第 3 分団第 2 班の皆さん

\ 

.l 

区

▲小型ポンプの部（個人）優勝の皆さ

▲自動車ポンプの部（団体）優勝の第 2 分団第 1 班の皆さん

噌•·`＇ッ.

確
実
な
動
作
と
、
チ
ー
ム
ワ
—
ク
…
…

/ 

平成 4 年 8 月 10 日 (4) 



参院選明和村地区別投票状況

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 297 人 241 人 56 人 81.14% 4 位

下江黒 260 232 28 89.23 2 

上江黒 395 301 94 76.20 7 

千津井 452 362 90 80.09 5 

江 口 477 322 155 67.51 15 

田 島 429 321 108 74.83 , 
南大島 925 690 235 74.59 10 

新里 954 645 309 67.61 14 

中 谷 726 454 272 62.53 16 

梅原 666 490 176 73.57 1 1 

J I I 俣 307 253 54 82.41 3 

須賀 382 299 83 78.27 6 

大輪 697 526 171 75.47 8 

入ヶ谷 94 86 8 91.49 1 

矢島 526 382 144 72.62 12 

大佐貫 522 363 159 69.54 13 

計 8,109 5,967 2,142 73.58 

中
苗
口
根
氏

国
連
平
和
維
持
活
動

(
P
K
o
)
協

力
法
、
政
治
倫
理
・
政
治
改
革
、
景
気

対
策
な
ど
を
争
点
に
し
た
第
十
六
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
は
七
月
八
日
公

示
、
二
十
六
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 群馬

県
選
挙
区
で
は
、
二
議
席
を
め

ぐ
り
四
人
が
立
候
補
、
激
し
い
選
挙
戦

を
展
開
—
|
。
そ
の
結
果
、
中
曽
根
弘

文
氏
と
上
野
公
成
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

一
方
、
投
票
率
（
県
下
）
は
、
前
回

平
成
元
年
七
月
の
第
十
五
回
参
院
選
よ

り
一
四
・
五
四
％
低
下
し
ま
し
た
。

本
村
の
投
票
率
は
、
七
三
・
五
八
％

と
平
成
元
年
の
第
十
五
回
参
院
選
よ
り

1
0
•
四
六
％
低
下
し
ま
し
た
が
、
邑

楽
郡
内
で
は
も
ち
ろ
ん
、
全
県
下
で
も

常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
、
今
回
も
県
平
均

五
六
・
六
九
％
を
一
六
・
八
九
％
も
上

回
る
好
成
績
で
し
た
。

. 

参院選比例代表上位15
※明和村分

政党等名 得票数

自由民主党 2,761票

日本社会党 878 

公 明 邑兄 607 

日 本 新 た兄 27 4. 567 

民 社 た兄 181 

スポーツ平和党 172 

日本共産党 124 

第二院クラブ 115 

年 金 邑兄 58 

老人福祉党 52 

モーター新党 48 

教 コ目 } 兄 42 

新 自 由 た兄 29 

社会民主連合 21 

発 明 政 治 20 

国 民 邑兄 20 

※投票率 73.57% 

二
0
四
票

〔
敬
称
略
〕

上
野
氏
当
選

〇
候
補
者
別
得
票
数

中
曽
根
弘
文
⑱
・
自
前

上
野
公
成
闘
・
自
新

一
、
九
三
0
票

茜
ヶ
久
保
淑
郎
闘
・
合
新一

、
〇
四
九
票

小
野
寺
慶
吾
闘
・
共
新

五
八
0
票

0
参
院
選
（
選
挙
区
）

〇
当
日
有
権
者
数

0

投
票
者
総
数

（
有
効
票

（
無
効
票

（
不
受
理

〇
棄
権
者
数

0

投
票
率

八
‘
1
0
九
人

五
、
九
六
七
人

五
、
七
六
三
票
）

二
0
四
票
）

0
票
）

二
、
一
四
二
人

七
―
―
-
•
五
八
％

明
和
村
の
投
票
結
果

明
和
村
分
（
得
票
順
）

参
院
選
選
挙
区
結
果

第
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

▲開票作業風景

な
り
ま
し
た

こ
の
一
年
間
、
明
中
で
英
語
指
導
助

手
と
し
て
、
一
年
生
か
ら
一
―
一
年
生
ま
で

の
生
徒
に
英
語
を
教
え
、
ま
た
、
村
民

に
英
会
話
教
室
で
英
語
を
教
え
て
き
ま

し
た
。

特
に
、
英
語
が
大
嫌
い
と
い
う
生
徒

と
大
好
き
と
い
う
生
徒
と
友
達
に
な
れ

た
こ
と
が
た
い
へ
ん
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

生
徒
達
は
一
生
懸
命
英
語
を
勉
強
し
た

よ
う
で
、
私
と
英
語
で
話
そ
う
と
し
た

生
徒
達
を
私
は
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
達
の
未
来
の
た
め
に
英
語
は
大
切

だ
か
ら
、
私
の
影
響
が
生
徒
達
の
英
語

学
習
に
よ
い
経
過
を
も
た
ら
す
こ
と
を

望
む
と
と
も
に
、
外
国
の
文
化
や
言
葉

に
興
味
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

生
活
様
式
の
違
い
で
辛
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

明
和
村
で
の
思
い
出
も
た
く
さ
ん
で

き
ま
し
た
。
役
場
の
職
員
旅
行
や
明
中

職
員
と
の
旅
行
な
ど
、
生
涯
、
明
和
村

で
の
思
い
出
は
ど
こ
へ
行
っ
て
も
私
の

心
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。

お
世
話
に

トム・ポイトさん

(5) 平成 4 年 8 月 10 日
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今
ま
で
に
参
加
し
な
か
っ
た
新
人
の

方
々
に
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
願
い
、

カ
ラ
オ
ケ
の
持
つ
楽
し
み
、
喜
び
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
七
月
四
日
、
老

人
禍
祉
セ
ン
タ
ー
で
新
人
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
開
か
れ
三
十
五
人
が
自
慢
の
の
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次

の
通
り
で
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

含
優
勝
：
大
橋
祐
男
（
大
輪
）

玄
準
優
勝
：
折
原
昭
三
郎
（
大
佐
貰
）

さ
二
位
：
矢
島
優
一
（
田
島
）

合
特
別
賞
：
·
▽
関
口
重
市
（
中
谷
）

▽
瀬
下
光
子
（
新
里
）
▽
田
中
し
ゃ

う
（
矢
島
）
▽
笠
原
利
三
郎
（
大
輪
）

▽
関
口
与
志
男
（
江
口
）
▽
石
川
寅

雄
（
矢
島
）

力

『.
l
'

i

T

h

l

 
ー

▲左から矢島さん、大橋さん、折原さん

心り代 をん級
おを‘と昔図ぱ生七
年高お共かりや＾月
寄め年にらまお村六
りよ寄忘伝し手内日
がうりれわた玉の‘
手とと去る゜作老中
先行のら行 り人央
をゎ交れ事 でた幼
器れ流よや 世ち稚
肛までう遊 代ー園

土］ ［贋とし悶 閂ヵヽ、墨
か。にて‘ 交竹寿
し、 関お時 流と学

う
オ
ケ
で

喜
ひ
t

六
月
二
十
七
日
、
明
和
中
学
校
体
育

館
で
第
一
回
P
T
A

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ

れ
、
P
T
A

役
員
、
青
少
年
育
成
補
導

推
進
員
、
生
徒
指
導
担
当
教
諭
な
ど
五

十
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

P
T
A

役
員
が

青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
の
役
割
と
活

動
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
情
報
交
換
を
行

す
い
中
学
生
の
よ
り
一
層
の
健
全
育
成
に

、
-
」
い
役
立
て
る
と
と
も
に
、
夏
休
み
、
九
月

一
ノ
1
の
か
ら
始
ま
る
学
校
週
五
日
制
実
施
に
向

` 
-
l
―
け
て
の
説
明
、
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ナミ
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
対
し
て

P
T
A

役
員
の
関
心
は
高
く
、
予
定
時
間
を
超

セ
• 

過
し
て
熟
心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

，
ヽ
ヽ

9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9

幼稚圃児がお年寄りと交流
▼お手玉をお年寄りと一緒に作る園児

明
中
P
T
A
役
員
が
セ
ミ
ナ
ー
で
情
報
交
換

次
々
と
作
り
上
げ
る
の
を
興
味
深
そ
う

に
見
学
し
た
り
、
作
り
方
を
教
わ
っ
た

り
し
、
出
来
上
が
っ
た
お
手
玉
で
さ
っ

そ
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

竹
と
ん
ぱ
や
お
手
玉
が
出
来
る
と
、

お
礼
に
園
児
が
竹
踊
り
を
披
露
。
そ
し

て
、
園
児
か
種
か
ら
育
て
た
ア
サ
ガ
オ

の
鉢
植
え
を
一
人
ひ
と
り
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

こ
。
t
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買物害にシーt-ベlut-の
着用を呼ひ掛 lプ

社
明
遍
動
に

駅
や
街
頭
で
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
を
展
開
し
て
い
る
村
更

生
保
護
婦
人
会
（
代
表
、
江

森
政
美
さ
ん
）
は
、
七
月
一

日
、
そ
の
一
環
と
し
て
役
場

を
訪
れ
、
明
日
を
担
う
青
少

年
を
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
悪
か

ら
守
り
蝉
か
し
い
未
来
を
自

ら
ひ
ら
き
、
希
望
に
満
ち
た

明
る
い
社
会
実
現
に
一
層
の

努
力
を
ー
ー
と
「
社
会
の
母
」

な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
村
長
に

渡
し
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

夏
の
県
民
交
通
安
全
運

動
・
レ
デ
ィ
ス
交
通
安
全

旬
間
初
H

の
七
月
一
H

、

村
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、

村
交
通
安
全
協
会
婦
人
部

の
協
力
を
得
て
、
フ
ジ
マ

ー
ト
明
和
店
前
で
買
物
客

（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
マ
マ
）
に

対
し
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
義

務
・
着
用
効
果
の
啓
発
を

行
い
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
し
た
。

七
月
十
二
日
早
朝
、

村
体
育
施
設
利
用
団

体
協
議
会
の
人
た
ち

口
百
六
十
人
余
り
が
、

利
根
川
総
合
運
動
場

を
中
心
に
河
川
敷
を

一
時
間
ほ
ど
か
け
て

清
掃
し
、
日
曜
日
と

あ
っ
て
子
ど
も
連
れ

も
多
数
参
加
、
快
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

第
三
十
三
回
県
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
が
七
月
九
日
、
県
歯
科
保
健
教
育
セ

ン
タ
ー
（
前
橋
市
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
館
林
市
・
邑
楽
郡
を
代
表

し
て
、
小
学
生
男
子
の
部
に
参
加
し
た

高
瀬
裕
介
君
（
東
小
六
年
）
が
準
県
一

位
に
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
児
童
、
生
徒

の
歯
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
日
常
生

活
の
中
の
健
康
つ
く
り
を
実
践
し
て
い

た
だ
こ
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
小
学
生
、
中
学
生
各
二
十
八
人
か

参
加
し
、
歯
や
健
康
に
関
す
る
学
科
試

験
と
歯
ぐ
き
や
歯
並
び
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
の
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
厳
し
い
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
よ
歯
の

高
瀬
裕
介
君
（
東
小
六
）
が
準
県
一
位

(7) 

し‘

コ

ン

ク
ー

)レ

で

こ
理
解
を

スポー',}団体が奉仕作業

平成 4 年 8 月 10 日
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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J

一
七
・
八
月
は
夏
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
一

」
で
す
。
各
地
区
か
ら
お
は
や
し
や
子
｛

:
U
も
み
こ
し
の
か
け
声
が
こ
だ
ま
し
~

｛
て
い
ま
す
。

~
ま
だ
、
最
近
で
は
自
慢
の
の
と
を
~

一
奴
露
す
る
カ
ラ
オ
ケ
が
祭
り
気
分
を
｛

~
盛
上
げ
、
熱
唱
に
声
援
が
送
ら
れ
地
~

]
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
＿
麿
~

~
深
ま
つ
て
い
ま
し
だ
。

,' 

疇
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固
而
凶
“
ば
「
音

こ［ロ

令つり

圏
期
日

1
1
9

月

1
2日
山

圏
会
場

1
1

県
立
金
山
青
年
の
家

圏
対
象
者
1
1

東
毛
地
区
在
住
者

圏
定
員

1
1
5
0
人
、
‘

圏
チ
ー
ム
編
成
1
1

一
チ
ー
ム
の
人
数

は
三
人
か
ら
八
人
ま
で
と
し
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
三
ー
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
歩
け
る
人

〇
参
加
費
I
I

一
人
三
0
0
円

圏
申
込
方
法
1
1

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
ら
か
に
し
て
、
ハ
ガ
キ

か
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

圏
申
込
期
間
1
1
8

月
1

日
＼

9

月
6

日
圏
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1

県

立
金
山
青
年
の
家
〒

3
7
3太
田

市
熊
野
町

3
9
|
3
4
6⑫
7
9
5

゜

6

ヘ

世
代
間
交
流
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
参
加
者
募
集

村
で
は
、
左
記
の
と
お
り
成
人
式

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
村
在
住
で
な
く
て
も
出
身
で
あ

札
ば
、
出
席
で
き
ま
す
の
で
郷
里
で

成
人
式
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

圏
期
日

1
1
9

月
2
3日
（
秋
分
の
日
）

圏
会
場

1
1

中
央
公
民
館
講
堂

圏
該
当
者
1
1

昭
和
4
7年
4
月
2

日

1

4
8年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
※
詳
し
く
は

公
民
館
内
）

教
育
委
員
会
（
中
央

6
闘
4
4
9
1

へ
。

二
十
歳
の
旅
立
ち

成
人
式
に
出
席
を

平成 4 年 8 月 10 日 (8) 



◎
期
日

1
1
9

月

1
3
日
回
・2
0日
⑪

◎
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

◎
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編

成
す
る
チ
ー
ム

◎
参
加
費
1
1
1
,
0
0
0

円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
9

月

5
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

第
1
5回
村
民
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

◎
期
日

1
1
9

月

1
0
日
困

◎
会
場

1
1

明
和
中
学
校
校
庭

◎
対
象

I
I

一
般
村
民

◎
参
加
料
1
1

無
料

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
8

月

3
0
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

u
 

~--­▲優勝した「新里老人クラブA 」

▲ B ブロック優勝した「明和愛好会」

第
1

回
村
民
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

カ
ロ
ッ

テ
ィ
大
会
結
果

▽
一
位
1
1

新
田
と
人
ク
ラ
ブ
A

▽
―
―

位
1
1

須
賀
八
千
代
会
1

▽
三
位
I
i
南
大

島
上
ど
人
ク
ラ
ブ
A
▽
四
位
1
1

大
佐
貫

と
人
ク
ラ
ブ

一社会体育館 ｀―ヽ、合84←462,6..

第
6

回
老
人
ク
ラ
ブ
ポ
ー
ル

▲ A ブロック優勝した「明和クラブ」

◎
期
日

1
1
9

月

1
3
日
⑪

◎
会
場

1
1

社
会
体
育
館

◎
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者
で
編

成
す
る
チ
ー
ム

◎
参
加
贄
1
1
1
,
0
0
0

円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
9

月

5

日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

【A
ブ
ロ
ッ
ク
】

▽
一
位
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
▽
二
位
1
1

キ

ャ
ッ
ツ
愛

【B
ブ
ロ
ッ
ク
】

▽
一
位
1
1

明
和
愛
好
会
▽
二
位
1
1
リ

リ
ー
ズ

第
3
6回
村
民
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

ノ＜

ん

レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
結
果

私
た
ち
の
食
生
活
は
、
今
や
食
べ
た

い
と
思
う
物
は
、
な
ん
で
も
口
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
豊
か
に
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
食
べ
た
い
物
は

何
で
も
食
べ
ら
れ
る
時
代
だ
と
い
う
の

に
、
厚
生
省
の
調
査
に
よ
る
と
日
本
人

の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
は
、
定
め
ら
れ

た
一
日
の
所
要
量
で
あ
る
6
o
o

r
n
g
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
自
分

の
健
康
に
と
っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い
う

栄
養
素
の
持
つ
重
要
さ
に
つ
い
て
認
識

が
不
足
し
て
い
る
せ
い
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
健
康
に
と
っ
て
、

「
カ
ル
シ
ウ
ム
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
人
体
に
最
も
多
く
含

ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
で
、

9
9

％
が
人
間

の
骨
格
を
形
成
す
る
骨
や
歯
に
含
ま
れ
、

残
り
の
1

％
が
血
液
や
細
胞
液
の
中
に

溶
け
こ
ん
で
い
ま
す
。
血
液
や
細
胞
液

の
中
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
人

間
の
体
が
正
常
に
営
む
う
え
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
け
が
を
し
た
と
き
血
液
を
固
ま
ら

●カルシウムが多く含まれる食品例

牛乳

プロセスチース

脱脂粉乳（国産）

ごま

高野豆腐

油揚げ

大豆（乾燥）

干しえび（皮付）

煮干し

いわし（丸干し）

100 

630 

1100 

1200 

590 

300 

240 

2300 

2200 

1400 

食
物
か
ら
の

カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
用

（可食部 I00 g,中

(9) 

単位呵）（四訂食品成分表より）

@ 
言 ヵ国
畠考ル畠
言えシ畠
言よウ国

i .3 含i
一①

骨
を
丈
夫
に
す
る
。

…
…
…
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

②
カ
ル
シ
ウ
ム
は
自
律
神
経
に
働
き
、

精
神
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
く
れ
る
。

…
…
…
精
神
安
定
剤
効
果

③
不
眠
を
解
消
し
て
く
れ
る
。
（
牛
乳
）

…
…
…
安
眠
作
用

④
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
の
多
い
人
は
、

血
圧
が
低
い
。

•
…
…
•
•
高
血
圧
予
防

⑤
カ
ル
シ
ウ
ム
は
血
管
の
老
化
を
防
ぎ

動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
。

…
…
・
・
・
ボ
ケ
予
防

⑥
妊
娠
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は
胎
児

に
悪
影
響
を
お
よ
ぽ
す
。

… 
.. 

胎
児
の
骨
発
育
不
全
の

予
防
と
歯
の
質
に
関
与

第

36 

回

マ

マ

さ

ハ
ロ
ー
健
康
⑤

せ
た
り
、
神
経
や
筋
肉
の
働
き
を
保
つ

の
も
カ
ル
シ
ウ
ム
の
役
目
で
す
。

平成 4 年 8 月 10 日



ー一 ` 戸［口"’三□震h□□三）
看護助手・看護婦募集

館林厚生病院

邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では、看護助手・看護婦を募

集しています。

昼職種・人員

〇看護助手•••若干名（正規職員）

〇看護婦…若干名（臨時職員）

＊応募資格

〇看護助手は、年齢は20歳～40歳

未満の男女

〇看護婦または准看護婦の有資格

者で年齢は20歳～45歳未満の女性

の方

奎願書締切＝ 8 月 20 日（木）

屠提出書類＝履歴書、看護婦または

準看護婦の免許の写し（有資格者）

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

庶務課人事係合（72) 3140へ。

県有施設を見学

してみませんか
（やまとり号一日見学）

県では広く県民に県の施設や事業

を知ってもらおうと次のとおり見学

会を予定し参加者を募集します。

lll期日＝ 10月 2 日（金

圏参加者＝第 1 班…明和・板倉・館

林の住民。 18歳以上

0定員＝100人（ 1 • 2 班とも 50人）。

超える場合は抽選

0乗物＝大型バス

蒼費 用＝無料（昼食等は参加者負

担）

圏見学先＝電力中央研究所（宮城村）、

フラワーパーク（宮城村）、 ぐんま

こどもの国（太田市）

圏恭 乗＝県職員が添乗します。

0所要時間＝明和村中央公民館午前

7 時45分集合出発、帰宅同公民館

に午後 5 時10分着（予定）

圏応募方法＝往復ハガキに、住所・

氏名・年齢・職業・電話番号・過

去参加の有無を明記し 9 月 14 日ま

でに、〒374 館林市仲町11-10

館林財務事務所地域振興室あて送

付ください。

※詳しくは、館林財務事務所地域振

興室合（72) 4461へ。

群馬県職員募集（初級）
群馬県職員採用初級試験 (5 年度）

が行われます。

圏受験資格＝ ►年齢（甲）昭和46年

4 月 2 日から昭和50年 4 月 1 日ま

でに生まれた方（乙）昭和42年 4

月 2 日から昭和46年 4 月 1 日まで

に生まれた方

►学歴は問いません。

► 日本国籍を有し、地方公務員法

の欠格事項に該当しない方

圏試験区分＝一般事務、警察事務、

公立学校事務、農業・林業・電気

•土木・建築の専門事務

圏試験日＝ 9 月 27 日（日） （一次）

0試験会場＝県立前橋高等学校他

屯申し込み・問い合わせ先＝ 8 月 21

日までに県人事委員会事務局任用

係合0272 (23) 1111 内線3955

ヘ゜

群馬県警察官

婦人警察官募集
群馬県警察官・婦人警察官採用試

験 (5 年度）が行われます。

圏受験資格＝ ►年齢…昭和40年 4 月

2 日から昭和50年 4 月 1 日までに

生まれた方

► 日本国籍を有し、地方公務員法

の欠格事項に該当しない方

＊試験区分・採用予定＝警察官 B 約

10名、婦人警察官約 5 名

圏試験日＝ 9 月 20 日（日） （一次）

圏申し込み・問い合わせ先＝ 8 月 21

日までに県人事委員会事務局任用

係合0272 (23) 1111 内線3955

ヘ゜

行方不明の人を捜す
相談所が開設されます
唖開設期間＝ 8 月 3 日（月）～ 31 日（月）

圏開設時間＝午前 9 時から午後 5 時

まで（月曜日から金曜日まで）

圏開設会場＝群馬県警察本部刑事部

鑑識課（前橋市元総社町523)

圏内 容＝ ►働きまたは旅行などに

出たまま消息のわからない人 ►病

気などを苦にして家出している人

・・・・..などで、心配、 お困りの方は

お気軽にご相談ください。

※詳しくは、館林警察署 合 (74)

5454へ。

村の無料法律相談

◇日時＝ 9 月 10 日（木）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項
◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受 付＝ 9 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

乳児健診

◇日時＝ 9 月 10 日（杓午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日時＝ 9 月 1 日（灼午前 9 時3の｝～

10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配こ‘‘と相談

◇日時＝ 9 月 16 日（水）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝役場相談室

交通事故相談

◇日時＝ 9 月 17 日（木）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 9 月 3 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

3 歳児健診

◇日時＝ 9 月 9 日（水）午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 3 歳児対象者

平成 4 年 8 月 10 日 役場の電話番号は (84) 31 1 1 です (I 0) 
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ブランコで遊ぶ麻衣ちゃん

み
ね
ざ
き
ま
い

峯
崎
麻
衣
ち
ゃ
ん

(
2
歳
7

カ
月
）

事
に
る

る
物
れ

す
な
か

の
ろ
好
。

）
人
い
も
ん

政
史
さ
ん
井
大
ろ
ら
さ

の
長
女
津
、
い
か
母

千
で
、
誰
お

ヒ
ロ
ミ
さ
ん

（
格
た
で
と

性
ま
康
J

い
、
。
健
い

こ
り
す
に
し

つ
な
ま
共
ほ

な
く
い
身
て

人
た
て
心
っ

く
し
つ
、
育

る
も
持
は
に

明
で
を
来
子

r

何
味
将
の

を
興
女

、9'

/' 

んさン

•
ノ

＇
ロドグランブイ

七
月
、
中
学
生
の
英
語
指
導
助
手
と

ブ
ラ
ド
リ
ー
・
イ
ン
グ
ム
ン
ソ
ン
で
す
。

中
学
校
英
語
指
導
助
手

明
和
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く

し
て
、
カ
ナ
ダ
か
ら
、
イ
ン
グ
ム
ン
ソ

ン
・
ブ
ラ
ド
リ
ー
・
デ
ビ
ド
さ
ん
が
来

村
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ド
リ
ー
・
イ
ン
グ
ム
ン
ソ
ン
さ

ん
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
出
身
で
、
ク
ウ

イ
ン
ス
大
学
を
卒
業
。
体
育
と
芸
術
の

歴
史
の
学
士
号
を
持
ち
、
本
村
に
来
る

ま
で
母
校
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

一
九
六
九
年
一
月
五
日
生
。
二
十
三
歳
・

独
身
。

明
和
村
に
は
七
月
か
ら
一
年
間
滞
在

し
ま
す
の
で
、
み
か
け
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

明
和
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
…
…
。

村
で
は
9
月
に
老
人
福
祉
大
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
席
上
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
顕
彰
を
行
い
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
は
、
昭
和
7
年

1
2
月
3
1
日
以
前
に
結
婚
し
た
方
、
今
年

の
金
婚
者
は
、
昭
和
1
7
年
1
月
1
日
か

ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
結
幡
し
た
方

で
す
。
該
当
者
は
8
月
2
5
日
ま
で
に
役

場
住
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・

金
婚
者
は
届
出
を

(11) 

学校週

が始ま

5

り

日制
ます

9 月から毎月第 2 土曜日が休業日

今年 9 月から、毎月第 2 土曜日を休業日とする学校週 5 日

制が、幼稚園、小学校、中学校で実施されることになりまし

た。

1 子供たちに心のふれあいや社会的体験を

学校週 5 日制は、子供たちに自由な時間を与えて、家族の

ふれあいを深めたり、地域で身近な自然に触れたり、スポー

ツ・文化・奉仕や家事の手伝いなどの社会的体験をとおして、

人間形成を目指すことにあります。

そのため、地域社会で有意義に過ごせるよう、施設の開放

や、地域での学校外活動を支援していただく関係団体の協力、

指導者、ボランティアをお願いすることとしています。

2 学校の教育活動の充実

学校では、これまで以上に、教育活動を充実するためのエ

夫・改善に努め、自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応

できる能力の育成を重視することとしています。

土曜日が休業日になっても、年間の授業時数が従前と同様

に確保できるように、また、子供たちの学習負担増のないよ

う、時間表等の工夫を図ることとしています。

3 家庭・地域社会の理解・協力

学校週 5 日制は、学校、家庭、地域社会がそれぞれの教育

機能を発揮し、子供たちの健やかな成長を目指すものであり、

家庭・地域社会の方々のご理解、ご協力をお願いします。

なお、塾関係の方には、学校週 5 日制の趣旨をご理解いた

だき、塾通いが増えないように、ご協力をお願いすることと

しています。

「特別・児童扶養手当」要件を満だして

いる人は申請してください。

〔児童扶養手当（母子家庭）〕

父母の離婚などにより父親と生計を同じくしていない母子家

庭等の18歳未満の児童の母または養育者に支給されます。

公的年金を受けている人や、前年の所得が定められた額以上

である場合は支給されません。

〔特別児童扶養手当（障害児）〕

精神または身体に障害をもつ満20歳未満の子供の父・母また

は養育者に支給されます。

児童が障害を支給事由とする公的年金を受給していたり、施

設に入所（通所は除く）している場合または前年の所得が定め

られた額以上である場合は支給されません。

支給要件を満たしながら、まだ支給を受けていない人は、役

場住民課で手続きをしてください。

※詳しくは、住民課におたずねください。

役場の電話番号は (84) 31 1 1 です 平成 4 年 8 月 10 日



r----- —­
!.L...L -- I.... l ! 村の人口 i 
! 8 月 1 日現在 i 
i i:!!:帯数 2,992 
！人日舟

i男 5,602
i女 5,544

i 
! (7 月中の動き）
i出生 8 人死亡 6

i転入27人転出40

冨
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

古屋病院川田医院 新橋病院 小西医院

いi ;すま‘ 

8 月 16 日
云 (63)616| ff (72)3724 大石医院合(74)2362 云 (75)3011 ft(86)2261 曜

8 月 23 日
横田⑱）医院大神医院 増田医院合(72) 1387 慶友病院 館林地区と

当
合 (72) 0255 合(62)2200 田内医院ff(72) 3855 ff (72) 6000 同じです。

8 月 30 日
真中医院小倉医院 安楽岡医院ff(72)0572 最上医院 竹越医院

ff (72) 1630 ff (72) 0606 多々良診療所 ft(72)3060 ft(74)3763 ff(84)3137 の
番

る話; て ; 9 月 6 日
浜野病院川村医院 大塚医院ff(72)0176 慶友病院 館林地区と

医
合 (88)5678 合 (72) 1337 神尾医院ff(75) 1288 ft (72) 6000 同じです。

9 月 13 日
白沢医院川田国）医院 記念病院ft(72)3155 礫川堂医院 館林地区と

云（72) 1600 合 (72)3314 ゆたか医院 ff(73)7308 ff(74)0184 同じです。

刀
剣
部
は
昭
和
四
十
二
年
結
成
し

代
表
帆
足
治
男

刀
剣
部

⑨
 

梱
若
会
第

民
謡
は
心
の
ふ
る
さ
と
。
民
謡
と
は

庶
民
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
祖
先

か
ら
口
伝
え
に
謡
い
継
が
れ
て
き
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

民
謡
に
は
土
地
性
が
あ
り
、
そ
の
土

地
の
山
・
川
・
人
情
な
ど
を
心
に
映
す

も
の
で
、
ふ
る
さ
と
の
情
緒
が
心
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

現
代
日
本
の
三
大
楽
器
と
い
わ
れ
る

琴
、
三
味
線
、
尺
八
な
ど
は
元
来
日
本

三
十
四
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
日
本
刀
は
神
代
の
昔
か
ら
家
宝

第
一
等
と
し
て
守
り
伝
え
ら
れ
、
我
国

独
特
の
鍛
刀
法
で
製
作
し
た
も
の
で
、

個
性
が
あ
る
か
ら
文
化
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
千
二
、
三
百
年
前
は
直
刀
で
し

た
が
平
安
時
代
に
は
反
り
を
つ
け
る
こ

と
に
成
功
、
さ
ら
に
焼
刃
な
ど
土
取
り

に
よ
っ
て
変
化
し
た
刃
文
が
工
夫
さ
れ

山
城
・
大
和
・
備
前
・
相
州
・
美
濃
を

中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
鍛
治
集

団
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

五
箇
伝
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
勉
強
し

な
け
れ
ば
鑑
定
と
鑑
賞
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
鐸
や
小
道
具
や
陶
器
の
見
ど
こ

ろ
、
勘
ど
こ
ろ
な
ど
を
研
究
し
て
い
ま

す
。刀

拝
見
と
い
う
と
相
当
の
教
養
と
礼

儀
作
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
ま
す

ま
す
勉
強
し
て
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

.-

で
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん

7 月の

救急車出動回数

●交通事故 10 件

●急病 8 件

●その他 4 件

●計 22 件

代
表
薗
田
み
つ

ｮ
 

ど
が
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
宗
教
と
同
じ
く

伝
来
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

O

言
い
換
え
れ
ば
、
外
国
で
生
ま
れ
た

楽
器
が
我
国
の
先
人
に
よ
っ
て
工
夫
さ

れ
芸
能
楽
器
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。
＼
＼

私
達
は
浅
野
梅
若
師
の
流
れ
を
持
つ

梅
若
梅
笙
先
生
に
師
事
し
、
心
の
中
に

生
き
が
い
を
見
い
だ
す
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
]

I
l
l
篠
木
昭
夫
さ
ん
（
千
葉
県
）
は1
0万
円

圏
鯉
沼
末
吉
さ
ん
（
大
佐
貰
）
は5
万
円

I
l
l
吉
永
か
つ
さ
ん
（
梅
原
）
は
2

万
円

圏
木
村
節
子
さ
ん
（
東
京
都
）
は
1
0万
円

圏
高
瀬
稔
さ
ん
（
田
島
）
は

3

万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

絹
糸
の
そ
れ
よ
り
細
き
花
び
ら
に
合
歓

あ
か
あ
か
と
真
夏
咲
き
つ
ぐ

石
村
艶
子

な
れ
ぬ
仕
事
終
え
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
に

か
か
り
い
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
お
そ
う

春
雷

篠
木
よ
し

ク
レ
ー
ン
を
今
日
も
動
か
す
人
夫
等
の

東
北
訛
り
親
し
み
て
聞
く

始
沢

田
芝
支
部

良
子

こほろぎ

短歌会

ふ
さ

奈関小田蓮高
良口野中見瀬氏
光

邦三和工望利名
雄郎彦ン美一

66 83 48 71 5 64 ; 

康廣俊林美 世
代稔帯

正利彦蔵子 王

田新大矢斗田地
佐合

島里貫島田島区

元％元％ ％殆i喜

平成 4 年 8 月 10 日

1
1

お
く
や
み
I
I

吉
永

庄
條

篠
原

今
泉

知日昌吐堕り貴ほ芳t明g美み名
美み愛ぇ只き裕汀召い釦咲：

父
母
名
続
柄

輯
千
狂
長
女

□
T
A二
男

ぴ
ざ
匡
長
男

戸
止
二
男

紅
謬
二
男

闘
知
日
輝
長
女

竺
五
長
女

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

雨
上
り
の
濁
る
排
水
路
悠
々
と
親
子
十

羽
の
鴨
振
り
向
き
つ
つ
行
く

野
村
初
枝

庭
に
咲
く
白
き
ぽ
た
ん
を
切
り
供
ふ
花

を
好
み
し
姉
の
墓
べ
に

立
川
ツ
ヤ
子

青
草
の
土
手
駆
け
昇
る
幾
万
の
風
の
精

激
し
き
踊
り
重
ね
つ

砂
賀
久
美
子

今
は
亡
き
友
を
呼
ば
む
か
川
岸
に
鳴
ら

ぬ
草
笛
唇
に
あ
っ

野
ロ
タ
カ

病
み
こ
や
る
師
を
か
こ
み
て
啄
木
の
歌

碑
巡
ぐ
り
た
る
話
を
さ
か
す立

川 江下南梅大須
江大
黒島原輪賀谷区

孤％ ％砂％ ％知闘

ロ

島神中
田谷村氏

◎役場は、 8月から完全週休2日制になりましだ。皆さんのご協力をお願いします。

中 i也

1
1

お
め
で
だ
I
I

(12) 
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O
A

…
趣

OB

… 
①
す
き
な
食
物

＠
き
ら
い
な
食
物

o
c

…
秘
け
つ
・
信
条

味

テ
ン

長
寿
ベ
ス
ト
1
0
位

O
A

…
琴
、
テ
レ
ビ
、
手
紙

O
B

…
①
せ
ん
べ
い
、
お
菓
子

に
無
し

o
c

…
無
理
を
せ
ず
体
を
動
か
す

---•-.........｀．．｀＇f,追に
①神谷だけさん・ 101歳

生 な年たまの一六 長れ多
きこらのけす人人十本痔た年九
しれれおさ゜口＾五村のおに月
てかま生んこの八歳のお年わ十
くらすま＾の一月以高祝寄た五
戸も゜れ須中四三上齢いりり日
5 健 ごぎで・十の者をの社は
い康 最七一人に申皆会-,
゜に 今で高一日口つしさに敬
注 年‘齢％現はいぁん貢老
意 満明者を在‘てげに献の
し 百治は占...__.,―みま し門
て ニニ‘めで、ます心て

‘ 歳十神て‘六 I 70 かこで
長 に三谷い村四、 ららt

賃

-

)

 

O
A

…
テ
レ
ビ
観
賞

O
B
:
•

特
に
無
し
、
家
族
と

全
く
同
じ
も
の

o
c

…
粗
食
、
睡
眠
を
十
分

と
る

れ
か
ら
も
お

＠冨塚みやさん •98歳

O
A

…
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

O
B

…
特
に
無
し

o
c

…
身
体
を
動
か
す

O
A

…
新
聞
を
読
む

O
B

…
特
に
無
し

O
C
:
 

.. 
無
理
を
せ
ず
良
く
動

< 

元
気
で

長
寿
お
め
で
と
う

④泉田円次郎さん •95歳 ③細田金次郎さん •95歳

O
A

…
畑
仕
事
（
日
課
）

O
B

…
①
特
に
無
し

⑤
ね
り
製
品

o
c

…
適
度
に
身
体
を
動
か

す

O
A

…
テ
レ
ビ
（
ド
ラ
マ
）

O
B

…
⑦
特
に
無
し

＠
カ
レ
ー
（
匂
い
が

あ
る
物
）

o
c

…
三
食
欠
か
さ
ず
腹
八

分

O
A

…
家
周
囲
の
か
た
づ
け

O
B

…
特
に
無
し

o
c

…
規
則
正
し
い
生
活

⑦奈良原だきさん •94歳 ＠渡邊もとさん •95歳 ＠原口房二さん •95歳

O
A

…
テ
レ
ビ
（
プ
ロ
レ
ス
）

O
B

…
特
に
無
し

o
c

…
間
食
を
せ
ず
腹
八
分

O
A

…
テ
レ
ビ
観
賞

O
B

…
①
甘
い
も
の

◎
う
ど
ん
、
い
も
類

o
c

…
粗
食
、
無
理
し
な
い

O
A

…
特
に
無
し

O
B

…
特
に
無
し

o
c

…
規
則
正
し
い
生
活

⑩吉田なみさん •92歳 ⑨松本いとさん •93歳 ＠恩田兵太郎さん •93歳

平成 4 年 9 月 10 日 (2) 



令年の明和村

長寿 ベス ト 100人

合
年
の
r

村
の
長
寿
ベ
ス
ト
百
人
L

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
調
査
日
は
八
月

三
十
一
日
現
在
で
す
。

今
年
は
、
九
十
歳
以
上
の
方
が
三
十

人
と
昨
年
に
比
べ
て
三
人
多
く
な
つ
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。
〔
敬
称
略
〕

順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 神谷た け 女 101 須 カ只ロ 憲 51 大隅 し、 ち 女 88 矢 島 し、 ち

2 冨塚みや 女 98 中 谷 仁一郎 52 関本 ヨ シ 女 88 南大島 忠

3 細 田 金次郎 男 95 新 里 金次郎 53 奈良原 興惣治 男 88 矢 島 昭三郎

4 泉 田丹次郎 男 95 中 谷 辰 雄E 54 岡安 さ と 女 88 南大島 宏

5 原 ロ 房二 男 95 大 輪 房 55 飯塚 げん 女 88 千津井 金

6 渡邊 も と 女 95 矢 島 悦 子 56 齋藤 し、 ち 女 87 大 輪 光 臣

7 奈良原 た き 女 94 千津井 勇三郎 57 泉 田せつ 女 87 中 谷 辰 雄：

8 恩 田 兵太郎 男 93 梅 原 晴 巨 58 石崎榮太郎 男 87 矢 島 徳 江, 松本 し、 と 女 93 大 輪 芳 広佳 59 島 田 す し、 女 87 南大島 房

10 吉 田 な み 女 92 大佐貫 永 子 60 渡邊登美 女 87 矢 島 和 夫

11 多 田冨士子 女 92 上江黒 冨士子 61 酒井 勇 男 87 千津井 俊 広佳

12 落合 IJ ウ 女 92 須 カ只ロ 正 62 関 口 た け 女 87 梅 原 茂 雄：

13 落合常雄 男 92 須 賀 常 雄： 68 奈良 孝次郎 男 87 田 島 正 己

14 齋藤 末 女 91 大 輪 憲 64 小菅林三郎 男 87 南大島 林三郎

15 野本 コ 卜 女 91 大 輪 茂 広佳 65 栗原 ア サ 女 87 南大島 利 夫

16 関 口 は る 女 91 江 口 茂 66 関 口 みつ 女 87 梅 原 正 義

17 杉田 ろ < 女 91 須 カ只ロ 慶次郎 67 新井豊吉 男 87 江 口 J 甲_;_ ロ r 

18 齋藤ム メ 女 91 南大島 ム メ 68 篠木直一郎 男 86 大佐貫 茂 広佳

19 吉 田 千代 女 91 ) l | 俣 金 次 69 橋本賓一郎 男 86 斗合田 武 広佳

20 泉 田 力‘ ね 女 91 矢 島 和 作 70 金子廣蔵 男 86 入ヶ谷 ｛旬 五

21 森尻重作 男 91 南大島 重 作 71 木村志 げ 女 86 新 里 毎女 夫

22 駒宮藤四郎 男 90 大 輪 榮 次 72 折原 隆雄 男 86 大佐貫 常

23 ハ因よ‘‘ 田 き な 女 90 梅 原 晴 巨 73 橋本つ ま 女 86 斗合田 和 夫

24 小田木やす 女 90 新 里 正 弘 74 立岡 志 ん 女 86 千津井 正 夫

25 齋藤 て し、 女 90 大 輪 正太郎 75 田 口 き < 女 86 上江黒 辰

26 高 田祐四郎 男 90 江 口 啓一郎 76 多 田 佑：律i 男 86 上江黒 浪 子

27 金子伊勢次 男 90 矢 島 喜多子 77 多 田 庄吉 男 86 上江黒 女子 男

28 島 田 た け 女 90 南大島 繁 正 78 篠木 ゆ わ 女 86 大佐貫 信 雄

29 浅見孫四郎 男 90 中 谷 孫四郎 79 奈良原 よ し 女 86 矢 島 次 郎

30 宇木の ふ｀ 女 90 JI I 俣 慶 80 篠原 す し、 女 86 下江黒 昴--』

31 蓮見やす 女 89 斗合田 邦 男 81 丸 山 久次郎 男 86 上江黒 久次郎

32 小菅塩三郎 男 89 南大島 ふ み 82 尾花 ち さ 女 86 大 輪 満 男

33 町＾田 シ モ 女 89 南大島 弥 市 83 小林 き し、 女 86 南大島 次 広佳

34 枷場清太郎 男 89 田 島 清太郎 84 石塚 は つ 女 86 JI I 俣 明

35 奈良 < ら 女 89 田 島 晴 広佳 85 柴崎信義 男 86 梅 原 信 義

36 木村い ち 女 89 江 口 清 美 86 秋野千代 女 86 新 里 猛i

37 堀 口 < ら 女 89 新 里 武 ィ，，芯声 87 橋本彦太郎 男 85 斗合田 文 次

38 森尻祐三郎 男 89 南大島 祐三郎 88 吉永 コ 卜 女 85 梅 原 重 信

39 機村伊吉 男 89 斗合田 久 七 89 多 田 i、早· 一 男 85 上江黒 、I‘子吉

40 奈良原 の ふ‘ 女 89 矢 島 昭三郎 90 森尻 み し、 女 85 南大島 武 広佳

41 奈良勧一 男 89 田 島 満 91 坂庭他七 男 85 矢 島 他 七

42 久保庭 と も 女 88 新 里 武 92 昭"、 内 福太郎 男 85 下江黒 福太郎

43 吉 田 源次郎 男 88 新 里 賓 93 多 田 あ さ 女 85 上江黒 浪 子

44 鈴木一郎 男 88 新 里 郎 94 奈良種介 男 85 田 島 松 男

45 吉水 サ キ 女 88 梅 原 明 博 95 泉 田 し う 女 85 矢 島 光

46 駒宮 は る 女 88 大 輪 政 雄t 96 吉 田 ワ 力 女 85 J 11 俣 真 吉

47 多 田 き ん 女 88 大佐貫 き ん 97 落合勝次郎 男 85 JI I 俣 勝次郎

48 福 田 峯次 男 88 梅 原 正 男 98 今井都市己 男 85 上江黒 政 夫

49 薗 田 ク マ 女 88 大佐貫 政 雄t 99 波多腰ユキヱ 女 85 南大島 石井仁市

50 JI I 島 寛次 男 88 大 輪 寛 次 100 村田 き み 女 85 大 輪 謙

(3) 平成 4 年 9 月 10 日
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明和村納涼祭
12年ぶり復活・熱気満開

村
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
活

力
と
う
る
お
い
の
あ
る
村
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
八
月
八
日
、
明
和
中
学
校

校
庭
で
、
十
二
年
ぶ
り
に
村
納
涼
祭
が

開
か
れ
ま
し
た
。

注
目
は
、
粋
な
法
被
に
豆
絞
り
姿
の

担
ぎ
手
た
ち
に
よ
る
お
み
こ
し
の
渡

御
。
会
場
い
っ
ぱ
い
練
り
歩
き
、
祭
り

気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
ひ
よ
っ
と
こ
・
さ
さ

ら
・
き
や
り
・
八
木
節
の
郷
土
芸
能
、

明
和
音
頭
や
花
笠
音
頭
な
ど
の
踊
り
が

披
露
さ
れ
、
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま

し
た
。

▲まつりの花‘'本みこし”

六'---·

▲交通安全を願って’'交通安全花笠音頭”
▲鏡割り

▼郷土芸能‘‘ひよっとこ踊り”

一士： ヽ
護婦人会による‘‘社明音頭”

紐浬
ー：――- t .:.1 ー：ー；一
"→ーデ＼：r:を•-l

平成 4 年 9 月 10 日 (4) 



◄

明
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

り

-
_
―
●
●
_
ー

』

土
芸
能
＂
き
や
り

1
1

►

勇
壮
に
練
り
歩
く

◄

郷
土
芸
ヒ
ヒ
”

『
9

―

4
.

(5) 

◄

威
勢
よ
い
掛
声
で

▲郷土芸能‘‘ささら”

▼みんなそろって輪になって

◄

子
ど
も
み
こ
し
も
登
場

平成 4 年 9 月 10 日

\ 
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◄

西
小
児
童
に
よ
る
八
木
節

◄

メ
キ
シ
コ
高
校
生
の
メ
キ
シ
カ
ン
ダ
ン
ス

紐
工
作
教
室
で

つ
く
る
喜
び
t

八
月
七
日
、
紙
工
作
教
室
が
小
学
生

を
対
象
に
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
三

＿
＋
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

ー
館
林
市
在
住
の
泉
田
光
司
さ
ん
に
指

＿
導
い
た
だ
き
「
紙
製
自
動
車
」
な
ど
動

一
く
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

た
一
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
な
が
ら
も
つ
く
る
喜

一
び
を
味
わ
い
夏
休
み
の
楽
し
い
一
時
を

一
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
中
央
公
民
館
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
夏
休
み

一
中
と
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
大
変
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

何の巣かな

く
真
剣
に
製
作
し
て
い
る
参
加
者

` ’ 

国
際
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
る
西
小

に
七
月
二
十
八
日
、
日
本
メ
キ
シ
コ
学

院
の
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
高
校

生
男
女
五
人
が
訪
れ
、
全
校
児
童
五
百

四
十
人
と
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
日
本
文
化
旅
行
の
た
め
六

月
三
十
日
に
母
国
を
出
発
し
、
一
ヵ
月

間
か
け
て
日
本
各
地
を
回
り
、
本
村
が

最
後
の
訪
問
地
で
し
た
。

西
小
に
平
成
二
年
十
一
一
月
か
ら
平
成

三
年
九
月
ま
で
メ
キ
シ
コ
出
身
の
姉
妹

が
在
学
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の

姉
妹
が
帰
国
後
同
学
院
に
入
学
し
た
こ

と
が
縁
と
な
っ
て
、
同
学
院
の
幼
稚
園

児
や
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と
文
通
や

図
画
、
エ
作
の
作
品
交
流
を
積
極
的
に

取
り
組
み
、
こ
の
日
の
訪
問
が
実
現
し

ま
し
た
。

西
小
で
は
、
臨
時
の
全
校
招
集
H

に

し
て
出
迎
え
、
体
育
館
で
校
歌
な
ど
の

合
唱
や
八
木
節
保
存
会
で
活
躍
し
て
い

る
児
童
が
八
木
節
を
力
い
っ
ぱ
い
披
露

し
、
歓
迎
し
ま
し
た
。

お
礼
に
、
高
校
生
全
員
が
民
族
衣
装

を
身
に
着
け
「
ラ
・
バ
ン
バ
」
な
ど
メ

キ
シ
カ
ン
ダ
ン
ス
を
踊
り
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

▲スズメバチの巣を指差す池田さん

西
小
児
童
が
メ
キ
‘
ヽ
ご
コ
の
寓
校
生
と
交
流

須
賀
の
池
田
勇
さ
ん

宅
で
ト
ッ
ク
リ
状
の
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
か
見
つ
か
り

ま
し
た
。

池
田
さ
ん
は
「
ゆ
ず
の

木
の
下
を
い
つ
も
除
草
し

て
い
ま
し
た
か
気
が
つ
か

ず
、
あ
る
日
蜂
か
多
く
飛

ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
ゆ

ず
の
木
の
枝
を
払
っ
て
見

た
ら
ト
ッ
ク
リ
状
の
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
が
見
つ
か
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

平成 4 年 9 月 10 日 (6) 



話題LYラいろ

チ
ピ
ッ

子
が
企
業
t
見
学

八
月
十
八
日
、
「
さ
わ
や
か
学
習
室
」

が
、
小
学
校
四
•
五
・
六
年
生
を
対
象

に
行
わ
れ
、
二
十
七
人
が
参
加
し
ま
し

こ
。t
 村の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
中
央
公
民
館

を
出
発
し
、
村
内
の
や
ま
う
掬
（
須
賀
）

．
杓
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
（
矢
島
）
と

板
倉
町
の
ソ
ニ
ー
板
倉
昧
を
見
学
し
、

い
ず
れ
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し

た
近
代
設
備
に
感
銘
、
日
頃
接
し
て
い

る
漬
物
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
こ
こ
で
作

ら
れ
て
い
た
な
ん
て
…
…
と
ビ
ッ
ク
リ

し
て
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
館
林

市
子
ど
も
科
学
館
を
見
学
し
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

父母と一緒に七夕祭り

東
保
育
園
で
は
、
八
月
四

日
の
夜
、
園
庭
で
七
夕
祭
り

を
行
い
ま
し
た
。

祭
り
ち
ょ
う
ち
ん
や
短
冊

で
、
夜
の
園
が
彩
ら
れ
、
園

児
た
ち
は
思
い
思
い
の
浴
衣

を
着
て
踊
っ
た
り
、
金
魚
す

く
い
や
風
せ
ん
つ
り
な
ど
し

て
、
父
母
と
一
緒
に
楽
し
い

七
夕
の
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
中
央
保
育
園
で
は

七
月
三
十
一
日
、
西
保
育
園

で
は
八
月
七
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

護
岸
造
成
で
憩
じ
の
空
閻
誕
生

自
然
と
マ
ッ
チ
し
、
川
の
景
観
に
見
合
う
多
自
然
型

護
岸
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
建
設
省
は
、
昨
年
秋
の
台

風
で
浸
食
さ
れ
た
利
根
川
総
合
運
動
場
南
側
の
河
岸
に

親
水
護
岸
を
造
成
、
魚
釣
り
や
花
な
ど
が
楽
し
め
る
憩

い
の
場
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。

中
州
を
う
回
す
る
分
流
と
運
動
場
の
東
側
を
流
れ
る

新
堀
川
と
の
合
流
点
近
く
で
、
流
れ
の
速
い
分
流
が
ほ

ほ
直
角
に
当
た
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
河
岸
が
傷
み
や
す

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

造
成
は
、
昨
年
秋
に
関
東
地
方
を
襲
っ
た
台
風
の
増

水
に
よ
る
浸
食
の
災
害
復
旧
工
事
と
し
て
同
省
利
根
川

上
流
工
事
事
務
所
が
昨
年
秋
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し

こ
。t
 完成

し
た
護
岸
は
、
長
さ
約
七
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
約

十
メ
ー
ト
ル
。
川
の
合
流
点
の
た
め
付
近
は
釣
り
人
が

多
い
こ
と
か
ら
安
心
し
て
魚
釣
り
が
楽
し
め
る
よ
う
、

村
の
要
望
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
を
階
段
状
に
し
、

さ
ら
に
景
観
を
配
慮
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
三
十
四

カ
所
設
置
し
ま
し
た
。

(7) 

村
で
は
花
い
っ
ば
い
運
動
の
一
環
と

し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
多
年
草
の

マ
ツ
バ
ギ
ク
を
、
運
動
場
に
は
コ
ス
モ

ス
を
植
栽
し
、
開
花
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

平成 4 年 9 月 10 日



参院選投累成績優良地区表彰式

秋の全国交通安全運動

9 月 218 （月）～ 30 日（水）

..
 9
9

 

令

9
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秋の全国交通安全運動
期llll 9月21日（月）～9月30日（水）

全1f1 99/!ふr“"”nIll19令． nI町H交annS湛な

0運動の重点
1. シートベルト着用の徹底

2. 高齢者の交通事故防止

3. 若年運転者の交通事故防止

1 位入ヶ谷・ 2 位下江黒・

行政区別投票状況表ー①

行政区名 投票率
前回(H 4. 3.29) 衆補選

順位
投票率比較増減

入ヶ谷 91.49% 92.55% • 1.06% 1 i立

下江黒 89.23 93 46 • 4 23 2 

JI I 俣 82.41 85.57 • 3.16 3 

斗合田 81.14 91.67 • 10.53 4 

千津井 80.09 86.70 • 6.61 5 

須 カ貝ロ 78.27 89.10 • 10.83 6 

上江黒 76.20 86.53 • 10.33 7 

大輪 75.47、 84.27 • 8.80 8 

田 島 74.83 88.40 • 13.57 , 
南大島 74.59 85.06 • 10.47 10 

梅 原 73.57 87.10 • 13.53 11 

矢 島 72.62 86.15 • 13.53 12 

大佐貫 69.54 87.72 • 18.18 13 

新 里 67.61 74.89 • 7.28 14 

江 口 67.51 84.63 • 17 12 15 

中 クロ 62.53 73.71 • 11.18 16 

計 73.58 84.39 • 10.81 \ 

3 位川俣の順

七
月
二
十
六
日
行
わ

れ
た
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
の
投
票
成
績
優
良

地
区
表
彰
式
（
村
内
行

◄

表
彰
式
の
よ
う
す

政
区
単
位
）
が
、
八
月
十
一
日
、
十
六

行
政
区
の
区
長
ら
二
十
人
ほ
ど
が
出
席

し
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

投
票
率
一
位
の
入
ヶ
谷
・
ニ
位
1
1

下

江
黒
・
三
位
1
1

川
俣
の
区
長
に
原
口
委

員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品

代
の
金
一
封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
区
長
に
も
記
念
品
代
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
贈
り
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

一
方
、
前
回
の
投
票
率
を
上
回
っ
た

区
に
贈
ら
れ
る
努
力
賞
は
、
該
当
す
る

区
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
行
政
区
別

の
投
票
状
況
は
表
ー
①
の
通
り
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
食
品
中
の
カ
ル
シ

ウ
ム
含
有
量
だ
け
を
目
安
に
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
吸
収
率
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

カルシウム 1 日所要量

西
乳幼児

成人

老齢者

幼児

400mg 

成長期の子供

500~900mg 

成人

600mg 

50歳以上

800~900mg 

骨粗しょう症

1000~1200mg 

約75%

30~40% 

10~15% 

詞
；し製店：縣3%
小魚：約38%

野菜：約17%

カルシウム剤：粘}40%

8

月
号
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
働
き
は
い

か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
す
ば
ら
し
い
効
用
を
示
す
カ
ル
シ
ウ

ム
を
食
さ
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ

と
で
す
。
今
回
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
率
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
口
か
ら
食
物
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
、
小
腸
（
十
二
指
腸

・
空
腸
・
回
腸
）
で
吸
収
さ
れ
ま
す
が
、

摂
取
さ
れ
た
カ
ル
シ
ウ
ム
は
全
部
が
吸

収
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ

ル
シ
ウ
ム
の
腸
管
か
ら
の
吸
収
率
は
、

そ
の
年
齢
そ
の
他
の
生
理
的
条
件
・
食

品
の
種
類
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

戸畠よウ畠国うム＄
国・／を＄

一

ハ
ロ
ー
健
康
⑥

リ
ン
酸
塩

リ
ン
は
体
外
に
排
泄
さ
れ
る
場
合

カ
ル
シ
ウ
ム
を
い
っ
し
ょ
に
排
泄
し

て
し
ま
う
。
リ
ン
が
多
量
に
含
ま
れ

る
加
工
食
品
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

食
物
繊
維

食
物
繊
維
は
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
を
吸
着
す
る
性
質
が
あ
り

腸
管
か
ら
の
吸
収
を
妨
げ
る
。

多
量
の
ア
ル
コ
ー
）

ビ
タ
ミ
ン

D

の
活
性
化
を
妨
げ
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
率
を
妨
げ
る
も
の

ピ
タ
ミ
ン
D

魚
類
・
レ
バ
ー
・
卵
黄
・
バ
タ
ー

・
シ
イ
タ
ケ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る

が
、
5
0％
は
日
光
に
当
た
る
こ
と
に

よ
っ
て
皮
膚
で
つ
く
ら
れ
る
。

乳
糖
・
カ
ゼ
イ
ン
・
リ
ジ
ン

牛
乳
・
乳
製
品
に
含
ま
れ
る
糖
や

た
ん
ぱ
く
質
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
率
を
高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

運
動

カ
ル
シ
ウ
ム
は
適
度
の
運
動
を
す

る
こ
と
に
よ
り
骨
を
増
強
す
る
。

カ
ル
ウ
ム
の

吸
収
率
を
高
め
る
も
の

シ

平成 4 年 9 月 10 日 (8) 



◎
期
日

1
1
1
0
月

1
0日
出

第
3

回
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

◎
期
日

1
1
1
0月4
日
⑪

◎
会
場

1
1

明
和
中
学
校
校
庭

◎
対
象

1
1

小
学
校
4
年
生
以
上
の
村

内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成
す
る
チ
ー

ム
◎
参
加
費
I
i
無
料

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
9

月

2
3
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

参
加
チ

ム

第
3

回
村
民
マ
ラ
ソ
ン

フ
ト
ポ
ー

ソ

）レ

大
会

募
集

募

集 ｷ., •て．．哀・·..iｷ • • • ::.-•I:.. 

社会体育館．；＼合84•-4626‘、9.‘.
...... 

◎
期
日

1
1
9

月
2
7
日
⑪

◎
会
場

1
1

社
会
体
育
館
・
明
中
校
庭

◎
内
容

1
1
9

種
目

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
9

月

2
0
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

勤
労
青
少
年
体
力

ト
参
加
者
募
集

フ―

ス

◎
期
日

1
1
1
0
月
1
8
日
⑪

◎
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

ニ
ス
コ
ー
ト

◎
対
象

1
1

中
学
生
以
上
の
村
内
在
住

在
勤
・
在
学
者

◎
参
加
費
1
1

無
料

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
0
月

7
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

テ

第
1
8
回
村
民
ソ

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集フ
ト

◎
期
日

1
1
1
0月1
8
日
⑪

◎
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

ニ
ス
コ
ー
ト

◎
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
◎
参
加
費
1
1

無
料

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
0
月

7
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

テ

第
7

回
村
民
テ

大
参
加
者
募
集

会

ス

◎
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

◎
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者

◎
参
加
費
1
1

一
人
5
0
0
円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
9

月

3
0日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

大
佐
貫
ク
ラ
グ

レ
ッ
ド
ス
タ
ー

特
殊
電
装
昧

ド
ラ
ゴ
ン
ズ

新

里

ト
ラ
イ
ブ
ス

第37回村民体育祭

*B時

＊会場

10月 11 日 (8)

午前 8 時30分開会式

明和中学校校庭

踊りの練習日決まる

体育祭に踊る、踊りの練習日程が

決まりました。参加は自由ですので

ぜひどうぞ。

◎練習日＝ 9 月 12 、 16 、 18 、 25 、 30

日、 10月 7 日 いずれも午後 7 時

から 9 時まで

◎場所＝社会体育館

◎種 目＝お米どうもありがとう、

明和音頭、明和小唄など

※詳しくは、社会体育館へ。

▽
一
位
1
1

レ
ッ
ド
ス
タ
ー
▽
二
位
1
1

新
里 第

7

回
村
長
杯
争
奪

野
球
大
結
果
会

心
身
と
も
に
成
長
期
に
あ
る
少
年
少

女
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通
し
て
団
体
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
と
規
律
の
重
要
性
を

育
み
、
地
区
子
ど
も
会
の
交
流
お
よ
び

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
明

和
村
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会

主
催
に
よ
る
第
一
回
明
和
村
子
ど
も
会

_'-

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
八
月
二
日
、
前

A会も

日
の
雨
に
よ
り
会
場
を
中
学
校
校
庭
か

ら
社
会
体
育
館
に
移
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ど

子

ト
戦
で
二
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開

ロ

か
れ
ま
し
た
。
江

r
 

J
な
お
、
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
こ

-

t

 
▽
一
位
1
1

江
口
子
ど
も
会
A

▽
二
位
し

□

夕
勝

，
ょ
ス

1
1

南
大
島
子
ど
も
会
A

▽
三
位
1
1

新
里

『9 i
i
'
-
[
子
ど
も
会

A
・
須
賀
子
ど
も
会
[

[
ど
]
]

結

果

江
口
子
と
も
会

A
テ
ー
U
が
優
勝

第
1

回
村
子
と
も
会
ド
ッ
ジ
ポ
ー
ル
大
会

(9) 平成 4 年 9 月 10 日



C／ーくらしの情報・案内 ) 
館林准看護婦学校
看護学生募集

館林准看護婦学校では、一般社会

人の方で看護婦をめざす人に推薦入

学制度を採用することになりました。

原則として、午前中、館林市邑楽

郡医師会員の医院または病院に勤務

し、午後授業が受けられる社会人の

方（年齢不問）が対象です。

※詳しくは、館林市邑楽郡医師会

合（72) 1132 または館林准看護

婦学校合（72) 1871へ。

商業統計調査（一般
飲食店）が行われます

通商産業省では、平成 4 年10月 1

日現在で商業統計調査（一般飲食店）

を実施します。

調査に当たっては、都道府県知事

から任命された商業統計調査員が商

店を直接訪問し、調査票に記入して
いただいて回収するという方法で行

います。提出された調査票は、統計

法により厳重に秘密が守られますの

で、正確な報告にご協力ください。

圏問い合わせ先＝通商産業大臣官房

調査統計部商業統計課 〒100 東

京都千代田区霞が関 1 -3 -1 

ff03 (3501) 1511 内線2385~6

商業実態基本調査
が行われます

通商産業省では、平成 4 年10 月 1

日現在で商業実態基本調査を実施し

ます。この調査は、我が国商業の経

営の実態を明らかにすることを目的

としています。

調査に当たっては、都道府県知事

から任命された商業実態甚本調査員

が企業を直接訪問し、調査票を渡し

て必要な事項を記入していただいて

回収するという方法で行います。

提出された調査票は、統計法によ

り厳重に秘密が守られ、統計作成の

目的以外には一切使用いたしません

ので正確な報告にご協力ください。

圏問い合わせ先＝通商産業大臣官房

調査統計部管理課企業統計調査室

〒100 東京都千代田区霞が関 1 -

3-1 合03 (3501) 1511 内線2410

館林厚生病院

理学療法士募集
邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では理学療法士を募集してい

ます。

圏職種・人員＝理学療法士…若干名

圏応募資格＝理学療法士の有資格者

および平成 4 年度卒業予定者で30

歳までの方

圏願書締切＝ 9 月 30 日（水）

圏提出書類＝履歴書・理学療法士の
写（有資格者）

圏試験＝面接試験・ 10月 6 日閲

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

庶務課人事係云（72) 3140へ。

館林保健所を
一日開放します

館林保健所では、 9 月 26 日（土）午前

9 時30分から午後 3 時30分まで、創

立50周年を記念して保健所を開放い

たします。

当日の主な内容は、①救急法講習

会（事前に申し込みが必要）、②健康

よろず相談、③衛生害虫相談コーナ

ー、④ペット相談コーナー、⑤井戸

水の大腸菌検査（容器は事前に保健

所で配布）、⑥献血コーナー、⑦減塩
けんちんコーナー、⑧スパイクタイ

ヤの鋲抜き実演コーナー、⑨ちびっ

こ広場等すべて無料です。

バイクに必す
自賠責保険を

9 月 1 日から30日まで「無保険（無

共済）バイクをなくそうキャンペー

ン」を行っています。

小さなバイクだからといって「油

断は禁物」。無保険（無共済）で死傷

事故でも起こしたら、それこそ大変
です。

また、バイクにも自賠責保険（共

済）への加入が法律で義務づけられ

ており、無保険（無共済）で走ると、

6 カ月以下の懲役、または 5 万円以

下の罰金、さらに違反点数 6 点とな

り、免許停止処分となります。

もし、契約切れになっていたら、

最寄りの損害保険会社、代理店、農

協で契約の手続きを済ませましょう。

.....,..............,.“ぶ公＂：

村の無料法律相談
",• m.·`" 

◇日時＝ 10月 12 日（月）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項
◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受 付＝ 10月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

＂
日ぃ

◇

ャ...... 

乳
u.、ふ．

時＝ 10月 8 日（杓

時受付

所＝保健センター◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

日
し
ー
ノ 健

ぷ

健
」 ..u』」．．．氾．’’’:

時＝ 10月 6 日（灼

時受付

所＝保健センター

康 相

--..  ̀̀ヽ．，り·

人権・行政・心配ごと相談
9呵．•’"’‘

時＝ 10月 15 日（杓

後 3 時

所＝役場会議室

交通事故相談

時＝ 10月 15 日（木

後 3 時

所＝館林市役所

相

時＝ 10月 1 日（杓

後 3 時

所＝館林市役所

時＝ 9 月 30 日（水）

時30分受付

◇場所＝保健センター
◇対象者＝ 2 歳児希望者

玲
日ク

下→ •，'"”で： ~マ

午後 1 時～ 2

.. 

晋火
R火

午後 1 時～ 2

午前10時～午

午前10時～午

金 談

午前10時～午

む・し歯予防教室

午後 1 時～ 1

平成 4 年 9 月 10 日 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です (I 0) 
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自転車で遊ぶ真佑くん

よ
し
な
が
し
ん
す
け

吉
永
真
佑
く
ん

(
2歳
2

カ
月

;‘ 

/ ー“ . 

‘
で
持
口
、
t

ん
を
し

ンコ
し
喜
え

ッ
欲
ゴ
は
考
て

＂
て
の
つ

）
と
っ
分
な

英
男
さ
ん
原
言
自
こ

裕
身
子
さ
ん
の
長
男
庫

5
と
と
間

を
）
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濯
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＂
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と

種 顆 対象になる人 手続きに持参するもの

乳児（出生から 1 歳になる誕生月の末日まで） 〇印鑑・医療保険証

乳 児 〇転入者は、市町村民税の
課税証明書

幼児入院
1 歳から 3 歳になる誕生月の末 B まで入院治 〇印鑑・医療保険証・医師
療を必要とする幼児 の診断書

0 国民年金法施行令 l 級の障害に該当する人 〇印鑑・医療保険証・各
0特別児童扶養手当 l 級の障害に該当する人 年金証書•特別児童扶

重度心身 〇身体障害者手帳 l 、 2 級の障害に該当する 養手当証書・身体障害
障害（児）者 人 者手帳・療育手帳など

〇療育手帳の交付を受け、判定が「A」の人 の障害の程度を証明す
るもの

〇母子家庭で18歳に満たない児童を扶養して 〇印鑑・医療保険証・母子

栂子家庭等
いる母とその児童 年金証書・児童扶養手当

0 父母のいない 18歳未満の児童 証明書
〇転入者は、所得証明書

村社会福祉協議会

職員募集

村社会福祉協議会では、デイサー

ビスセンターに従事する職員を次の

とおり募集いたします。

圏職種およぴ募集人員

0生活指導員……… 1 名（男子）

圏年 齢＝ 50歳位までの人で福祉に

熱意のある方

圏提出書類＝履歴書

圏応募締切＝ 9 月 30 B まで

※詳しくは、村社会福祉協議会ft(84)

4926へお問い合わせください。

医療助成制度をご存じですか
医療助成制度には、乳児等福祉医療制度があります。対象とな

る方は次のとおりです。該当される方で受給者証を受けていない

方は役場住民課で手続きをしてください。

また、適用を受けている方で、会社に就職、退職などで医療保

険が替わったときは必ず新しい保険証と印鑑、受給者証を持参し

住民課に届出を一。届出しませんと医療費の助成が受けられなく
なる場合があります。詳しくは住民課へお問い合わせください。

福祉医療制度該当者一覧表

ワープロ入門講座 10月 1 日から老人保健

受 講者募集 o 健康手帳が更新されます
It]日時＝ 10 月 5 日～ 9 日 5 日間

午後 6 時～ 9 時

圏場 所＝館林高等技術専門校

館林市西高根町50- 2 

It]対象者＝在職者

圏定員＝ 15人（先着順）

圏受講料＝無料
圏申し込み受け付け＝ 9 月 21 日から
館林高等技術専門校で直接受け付

けます。

※詳しくは、館林高等技術専門校合

(72) 0229へ。

東毛わんばくサークル
足抜けコール（相談 9 参加者募集
専用電話）の開設
多くの暴力団員を組織から離脱さ

せるため、 7 月 22 日から群馬県警察

本部暴力団対策室に24時間体制で足

抜けコールが開設されました。

暴力団組織からの離脱者・離脱さ

せたい家族・友人等の離脱に対する

相談に対して、援助、アドバイスお

よび保護等の支援活動を行っていま

す。

暴力団組織から離脱したい意思を

有する者または意思を有する者を知

っている方は、ご支援いたしますの

で積極的に相談してください。

専用電話番号 ff0272(23)9386 

(11) 

圏期 間＝平成 4 年10月から平成 5

年 2 月までの第 2 土・日曜日を中

心に 1 泊 2 日を 3 回、 日帰りを 2

回の計 5 回

圏場 所＝県立東毛少年自然の家

衝対象者＝ 5 回のうち 3 回以上参加

できる小・中学生（保護者も可）

圏コースと定員

0 自然観察コース

0 野外活動コース

圏費 用＝日帰りの時200円、 1 泊 2

日の時2,500円

圏申し込み・問い合わせ先＝県立東

毛少年自然の家合0277(78)5666で

9 月 7 日から電話で受け付けます。

25人

25人

老人保健の健康手帳（医療受給者

証）を一斉に更新します。

昭和62年度に交付（更新）のもの

から本年度に交付したものまで経過

年数に関係なくすべて更新となりま

す。

奎配布方法＝ 9 月末に地区の集会所

等で直接交換となります。（老人ク

ラブ会長さんを通じて通知）

これまでの医療受給者証は回収し

ますのでご用意ください。

なお、詳しくは、住民課福祉係に

お問い合わせください。

福祉入門ふれあい教室

参加者募集
福祉の仕組みや仕事などを、施設

見学や体験学習等を通じて、一般の

方に理解していただくために、福祉

入門ふれあい教室が開かれます。

圏日時＝ 10月 29 日（杓． 11 月 6 日（金

午前10時～午後 3 時

圏場所＝館林保健所他

圏内 容＝講義・体験学習・介護学

習・施設見学

圏参加費＝無料（昼食は主催者用意）

圏募集人員＝ 35名（受付順）

圏申し込み・問い合わせ先＝ 9 月 30

日までに電話で郡社会福祉協議会

（邑楽福祉事務所内）ff(73) 2141へ。

役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 平成 4 年 9 月 10 日
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' 村の人口 i 
' 9 月 1 B 現在 i 

世帯数 2,991 戸i, 
人日総数 11,153A : , 
男 5,603 人；

` 
女 5,550 人：, 
(8 月中の動き） i 

出生10人死亡 3 人i, 
転入34人転出34人：, , 

—" •9 -~ -~ ---~ --~--_, 

ゞ
館林邑楽地区 館林地区 千代田

診受てから 変更9な※るこ 耳• 鼻科限9こ日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

9 月 13 日
白沢医院川田（耳）医院 記念病院合(72)3155 礫川堂医院 館林地区と

曜 合(72) 1600 ff (72) 3314 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)0184 同じです。 [ ; 
9 月 20 日

落合医院川田医院 後藤（内）医院合(72)0134 永寿堂医院 小西医院

当 合(72)3160 合 (72)3724 上野医院合(72)3330 合 (72)4469 云 (86)2261

9 月 27 日
根岸医院小倉医院 森下医院合(73) 7776 海宝医院 館林地区と

合(72)3262 合 (72)0606 清河堂医院合(72)3070 云 (74)0811 同じです。
番

｀話;~ま10 月 4 日
浜野病院大神医院 安楽岡医院合(72)0572 新橋病院 竹越医院

医
合(88)5678 合 (62)2200 横田（善）医院合(72)4970 合 (75)3011 合 (84)3137 ] で；で

10 月 11 日
真中医院川田医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 館林地区と

合 (72) 1630 合 (72)3724 堀越医院合(73)415| 合 (72)3163 同じです。
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。
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仲
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救急車出動回数
●交通事故 8 件

●急病 4 件

●その他 4 件
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